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灯ともる頃



会 員 各 位
平成 30年度青藍会総会を下記により開催いたしますので，万障お繰り合わせの上 

ご出席くださるようご案内申し上げます。 
記 

総  会 
日 時：平成30年７月16日（月）（海の日）10時30分～16時30分  
場 所：青藍会館大会議室 
行 事：１ 議 事 

・徳島大学大学院医歯薬学研究部臨床神経科学分野助教 
佐 光   亘 先生（医学部 49期） 
演題「メタ解析が切り開く未来の医療」  
座長 原 田 雅 史 先生 

３ 学術講演 

・徳島大学大学院医歯薬学研究部形成外科学分野教授 
橋 本 一 郎 先生（医学部 34期） 
演題「形成外科学の進歩と展望」  
座長 久 保 宜 明 先生 

・徳島大学大学院医歯薬学研究部血液・内分泌代謝内科学分野教授 
安 倍 正 博 先生（医学部 30期） 
演題「多発性性骨髄腫に対する新規治治療法の開発」
座長 粟飯原 賢 一 先生 

顕微解剖学分野教授・徳島大学大学院医歯薬学研究部顕微解剖学分野教授
鶴 尾 吉 宏 先生（医学部 28期） 
演題「ステロイドによる生体調節」  
座長 勢 井 宏 義 先生 

青藍会賞受賞者学術講演 ２



２４期の福島です。今まで巻頭言を書いていただいた先生方は，大学の先生方や医師会の役員
の先生とか地域でご活躍されている先生方でして，今回副会長の私に依頼があった時にさてど
うしたものかと悩みました。そこで，昨今世間でいろいろ取り上げられている「働き方改革」
というテーマは，これからの医師の働き方や生活にどんな影響が出てくるのかと考え書くこと
にしました。
電通の若い女子社員の自殺という悲しい一つの事件が，これほどまでに世間を大きく動かし
人々の意識を変えることになるとは，当初誰も想像できていなかったのではないでしょうか？
企業ではノー残業日とかプレミアムフライデーとか，一部の企業では上司が一定の時間になる
と消灯して回るとか，またパソコン等を使って在宅での仕事が可能になるなど一昔前の日本の
企業では考えられないことが次々と起こっています。実際当院に面会に来るMRさんに話し
を聞いても，以前より働く環境が随分変わり「楽になりました」と言う方が増えました。社会
全体の人々の意識の変革がとても大切な事で，それが「働き方改革」につながっているのでは
ないかと感じました。行政も動き出し９１巻がお手元に届く頃には，何らかの形で法律の定める
所となっているかと思います。
ところで医師の働き方改革はどうなっているのでしょうか？専門職の扱いでまだまだ先の話
のようです。そこで少し昔の自分の時代を振り返ってみたいと思います。
大学病院での勤務は，時間を無視して仕事がある程度めどがつくまで続きました。回診の前
の晩などは下調べが納得いくまで皆一所懸命で深夜になることも珍しくありませんでした。私
の同僚などは毎晩大学の当直室で寝ている人もいました。今の若い先生方には想像も出来ない
ことかもしれませんね。私自身は結婚をして出産，育児と経験し仕事からは少し離れた時期が
ありましたが，この間パートナーは仕事が一番でほとんど家に居ることがなかったと記憶して
います。たまに家で夕飯を一緒に食べていても，病院から電話があると直ぐに病院に戻るとい
う生活でした。この頃の私はそれが普通のことと思いあまり不満を感じることもありませんで
した。でもしばらくして後輩の先生方が，自分のパートナーが仕事の大切さを充分理解してく
れなくて，「離婚の危機」だとぼやいてることも耳にしました。その次がアメリカのTV番組
で（確かERだと思いますが）大変忙しい仕事をしているけど，時間がくればさっと交替し
て自分の時間を持つことができる話を見て日本と全然違うことに驚きました。数年前には，フ
ランスに留学していた先生から留学先のボスが女性医師で夕方定時になるとさっと帰られると
言う話を聞きました。周囲の先生方もそれを当然のこととして受け入れているとのことでした。
社会全体の人々が日本の医療制度や，医師に対する考え方を変えていかなければ簡単には医師
の働き方改革は難しいのではないかと考えます。
愚息が某大学病院で勤務していましたが，彼曰く「大学病院で働く医師全員に時間外手当を
支給していたら病院経営が成り立たない」と。医師一人一人の生活や健康状態，更には病院経
営との兼ね合い等を考えると，現状では一般のサラリーマンの方々のようには簡単ではないと
思いますし，国家試験に合格したとは言え医師としての経験の少ない若い先生方の研修をどう
成り立たせていくのかということも問題となると思います。でも本当は私達の駆け出しのころ
とは違う，少し時間にも余裕のある研修医時代や医師の働き方を考えてほしいと思います。
私は約３０年間田舎の開業医として働いてきました。今まで医師を続けてこられたのも開業医
になり，ある程度自分で時間の都合がついたことも良かったのではないかとも考えています。
医師としての人生は長いです。定年もありません。自分で医師を辞めることを決められます。
ゆっくり自分の人生も考えながら，医師としての働き方を考えていくのはどうでしょうか。

医師にとっての働き方改革とは

青藍会副会長
福 島 泰 江（医学部２４期）

巻巻 頭頭 言言
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平成３０年４月１日付で，

徳島文理大学学長に就任い

たしましたので，青藍会会

員の先生方に一言ご挨拶申

し上げます。

私は昭和４６年３月徳島大

学医学部を卒業後，徳島大

学医学部第二内科教室に入

局し，１年間の内科研修の後，昭和４７年４月より５

年間，藤井節郎教授の主宰する徳島大学医学部附属

酵素研究施設酵素生理部門で研究生活を送りました。

藤井先生は，基礎研究は臨床に貢献できるものでな

ければならないと常々言っておられ，研究分野は，

蛋白分解酵素，脂質代謝，癌と多岐に亘り，教室は

活気に溢れていました。私は蛋白分解酵素の研究グ

ループに属しました。この当時，藤井先生の主導の

もと，メーカーと共同で開発されたFOY，フォイ
パンが３０年以上を経過した現在も臨床で使用されて

いることに研究に関わった１人として大変うれしく

思っております。昭和５２年４月に徳島大学第二内科

教室に復帰し，森博愛教授のご指導のもとで，内科・

循環器病の臨床と研究に従事しました。第二内科で

は，心臓刺激伝導系（特殊心筋）の代謝特異性，２

型糖尿病モデルの心臓障害の成因等の研究を行いま

した。

平成１年７月，国立療養所東徳島病院内科へ転出，

その後，平成５年７月国立善通寺病院へ転勤し，１８

年間勤務しました。善通寺病院で院長を務めた８年

間は，独立行政法人としての経営の確立と香川小児

病院との統合を推進することでした。紆余曲折を経

て平成２３年４月，統合新病院の着工にこぎ着け，平

成２５年５月「四国こどもとおとなの医療センター」

として開院，現在に至っております。

平成２４年３月善通寺病院を定年退職後，同年４月

から徳島文理大学に勤務し，保健福祉学部長・看護

学科教授，平成２９年４月，副学長を経て，平成３０年

４月より学長に就任しております。

徳島文理大学は，建学の精神「自立協同」に基づ

き，一人ひとりが自立し，協同して社会に貢献でき

る人材の育成をめざしています。明治２８年（１８９５年）

の開学以来，１２３年にわたって受け継がれたこの精

神のもと，６８，０００名を超える卒業生を送り出して

おります。現在，文系（文学部，音楽学部，総合政

策学部），理系（人間生活学部，理工学部），医療系

（薬学部，香川薬学部，保健福祉学部）と短期大学

部の９学部２７学科６大学院３専攻科を有する総合大

学に発展してきました。学部の壁を超えた教育研究

活動の展開により，文理融合の人材養成をめざして

います。

時代は，急速な勢いで少子高齢化が進んでいます。

とくに地方の少子化の進行が顕著であり，若者の大

都市志向が加わって地方の大学の志願者減少につな

がっています。本学も例外ではなく，少子化社会の

なかで，いかに存在感を発揮し，多様な人材を育成

するための役割をどのように果たしていくかが，問

われることになると考えます。少子化時代において

も選ばれる大学となるためのさらなる改革をめざす

所存です。

藤井節郎先生は，厳しい指導のなか，常々，「学

生や若手研究者に降るような愛情を注げ」と話して

いました。この言葉を胸に刻み，学生さんに接して

いきたいと考えています。

本学は，地域連携センター，公開講座，学内外の

音楽家による演奏会，イルミネーション等，地域の

人々に親しまれ，愛される大学をめざしてきました。

また，学生の自主防災クラブの活動が地域から評価

され，地域との相互理解を深めることに貢献してお

ります。今後とも地域に根ざした大学をめざし，地

域の期待に応えていく所存です。

本学は，徳島県，香川県を中心に，多数の施設で

田村禎通先生が徳島文理大学学長にご就任

徳島文理大学学長就任のご挨拶

徳島文理大学学長

田 村 禎 通（医学部１７期）
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各種の実習を受けていただいており，その多くの施

設で青藍会の先生方にお世話になっております。青

藍会の皆様には今後ともさらなるご指導ご鞭撻を賜

りますようよろしくお願い申し上げます。

略歴

昭和４６年３月 徳島大学医学部医学科卒業

昭和４６年６月 徳島大学医学部附属病院医員

（第二内科）

昭和４７年４月 徳島大学大学院医学研究科

（酵素研究施設）入学

昭和４９年１１月 徳島大学大学院医学研究科

（酵素研究施設）退学

昭和４９年１１月 徳島大学助手医学部附属酵素研究

施設

昭和５２年４月 徳島大学医学部附属病院医員

（第二内科）

昭和５４年４月 徳島大学助手医学部附属病院

（第二内科）

昭和５７年５月 徳島大学講師医学部附属病院

（第二内科）

平成１年７月 国立療養所東徳島病院内科医長

平成５年７月 国立善通寺病院臨床研究部長

平成６年１０月 国立善通寺病院副院長

平成１５年１０月 国立善通寺病院長

平成１６年４月 独立行政法人国立病院機構善通寺

病院長

平成２４年４月 徳島文理大学教授保健福祉学部看

護学科

平成２４年４月 徳島文理大学保健福祉学部長

平成２９年４月 徳島文理大学副学長

平成３０年４月より現職

徳島文理大学構内
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青藍会会員の皆様におかれましては平素より母校

の教育・研究に対しご理解と絶大なるご支援を賜り

衷心より御礼申し上げます。このたびはご厚意に甘

え，４年生が臨床実習を開始するにあたり白衣購入

にご支援を賜りました。

CBT（ComputerBasedTesting）は，医学
教育モデル・コア・カリキュラムで示されている臨

床実習開始前までに取得すべき知識の総合的理解度

を，コンピュータを用いた客観試験で評価するもの

です。また，OSCE（Objective Structured
ClinicalExamination）は診察技術を評価する
もので，医師としての資格のない医学生が，患者さ

んに接して医療行為を行うための不可欠な要件とし

て，学生の能力と適性を評価し，質を保証するため

に診療参加型臨床実習（クリニカルクラークシッ

プ）に参加する学生の基本的診療技能と態度を，客

観的に評価するものです。CBTとOSCEに合格
した学生には「StudentDoctor」の称号が付与
され，自覚を持って臨床実習に参加します。

徳島大学でも，１月から大学病院等で臨床実習を

行う医学科４年生を対象に，医療現場で実習を行う

心構えと自覚と持たせるべく，StudentDoctor
認定証を一人一人に手渡し，白衣を授与する「白衣

授与式」を開催しています。本年も１月１５日（月）

に桜井会長ご臨席のもとご挨拶も賜り，白衣授与な

らびにStudentDoctor認定証授与式を開催いた
しました（写真）。

実は年々この白衣が不足してきており，運営費交

付金の削減から財源捻出に苦慮しておりました。こ

の度，青藍会からこの運営費用５０万円を寄付してい

ただきました。紺糸で青藍会の刺繍を入れたブレ

ザー型白衣１００着（男性６０着，女性４０着）を総額

３６７，２００円で購入し，残額を学生用貴重品ロッカー

１台（１６９，１９６円）のうち１３２，８００円に充当させて

いただきました。

昨年度も卒業生の青藍会会費納入率は１００％です。

しかし，卒後６年目以降の納入率が極めて悪いこと

は非常に憂うる事態です。CBT,OSCE成績優秀
者への青藍会賞授与だけでなく，青藍会の銘の入っ

た白衣を着て臨床実習に臨む学生たちが青藍会の一

員であるとの自覚を持ち，卒業後も同窓会費納入率

向上に寄与してくれることを期待しております。

本年度の使用明細は以下の通りです。

寄附金５００，０００円＝３６７，２００円（白衣）＋１３２，８００

円（小物入れロッカー）

①白衣

メンズホワイトブレザー

６０着 ３，０００円 １８０，０００円

レディスホワイトブレザー

４０着 ３，０００円 １２０，０００円

左袖プリント（徳島大学病院）

１００着 ２５０円 ２５，０００円

タグ部分 ネーム（青藍会）

１００着 １５０円 １５，０００円

計 ３４０，０００円

消費税額 ２７，２００円

合計 ３６７，２００円

②ダイヤル錠式 ２０人用 小物入れロッカー

１台 １３１，４７８円

消費税 １０，５１８円

輸送・設置費 ２８，０００円

合計 １６９，９９６円

寄附金１３２，８００円＋学務課管理運営経費（教育）

３７，１９６円で購入しました。

ロッカーは青藍講堂２階講義室に設置し，臨床実

習中の学生が貴重品入れとして使用します。

徳島大学医学部への支援について

医学科学生の臨床実習へのご支援に対するお礼

徳島大学医学部長

丹 黒 章（医学部２７期）
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徳島大学医学部白衣授与・Student Doctor 認定証授与式
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徳島大学が推進するクラウドファンディング
（Crowdfunding：以下CF）に挑戦し，目標を
達成したので報告します。まだCF自体が周知さ
れていないと思うので，簡単にCFについて説明
します。CFは一般的には中小企業などが新製品を
開発・販売する際や新サービスを提供する際にイン
ターネットを利用して資金集めをするものです。大
学で行うCFは，研究者の研究や大学・学生の取
り組みを社会に認知してもらい，多くの方々の共感
を得て事業費を支援していただくものです。徳島大
学では平成２８年度初頭から研究者がCFに挑戦を
始めました。
「少年野球肘」は整形外科教室の研究テーマのひ
とつであり，毎年実際の大会現場に出向いて検診活
動を行ってきました。検診を通じて得られた疫学調
査の結果，診断法の確立，治療の体系化や予防法の
提言は一定の評価を得て，社会貢献活動としても広
く認識されるようになりました。ただ検診はすでに
発生した障害の早期発見と早期治療を目的とした
「二次予防」であり，障害の発生そのものを予防す
る「一次予防」ではありません。今後は一次予防策
を提示し，その実行を可能とする環境つくりに注力
したいと考えています。こうした臨床現場に直結し
た研究の研究費を確保するには，関連学会の助成金
に応募する方法がありますが，必ずしも獲得できる
ものではありません。受益者負担の観点からも，野
球に関与している関係者の方々の共感を得て研究を
展開するのが健全だと考え，CFに挑戦することに
しました。
CFを実際に行う際，事務作業や情報発信での負
担が懸念されますが，徳島大学が平成２８年の１１月に
独自開発したICTプラットフォーム「おつくる
（https:／／otsucle.jp／cf／」からの支援が得ら
れます。「おつくる」は一般社団法人大学支援機構
が運営しており，私のCFでも事前協議からプロ
ジェクト作成，情報発信や支援者との連絡調整など
大変お世話になりました。
私のCFは資金応募期間が２０１７年１０月２６日～１２

月２５日までの２か月，目標金額が５０万円で挑戦しま
した。またCFには目標額に達しなければ研究費
を一切入手できない「達成型」と達しなくても入手
できる「オールイン型」があり，オールイン型を選
択しました。これは研究内容が，一定額に達しなく
ても実行可能であることが理由です。最終的には５５
の団体・個人から目標額の２０７％に相当する
１，０３６，０００円の支援をいただきました。青藍会およ
び会員の先生方からもご支援をいただき，紙面を借
りて深謝申し上げます。
CFは研究費獲得が目標ですが，大学内で行って
いる研究内容を一般の方々に分かりやすく理解して
いただく「プロモーション」の役割もあります。現
在，臨床研究は様々な面で実行が難しくなってきて
います。今後は以前にも増して社会からの共感を得
ることが必要であり，CFは良い手段になりうると
期待できます。さらに今回のような事業内容であれ
ば，大学の使命のひとつである「社会貢献・地域貢
献」にも寄与できます。興味を持たれた方は，一度
「おつくる」に連絡されることをお勧めします。
（０８８‐６５６‐９８５４ https:／／otsucle.jp／cf／
start／）

クラウドファンディングへの挑戦

野球界の未来を拓く子どもたちのために少年野球選手のひじ障害を防ぎたい！

松 浦 哲 也（医学部３９期）

練習会場で少年野球選手の肘をチェックする筆者
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青藍会奨励賞を受賞して（今後の抱負など）

医学科３年 増田 拓也

この度は，青藍会奨励賞を賜り，大変光栄に思い

ます。このような賞がいただけたのも，熱心に指導

してくださった先生方，困った時にフォローしてく

ださった院生の方々，同じ研究室に配属され共に学

んできた友人たちのおかげであり，心から感謝いた

します。

今後も多くの困難が待ち受けているとは思います

が，奨励賞の名に恥じぬよう，成長を重ねてまいり

ます。

医学科３年 筧 拓朗

この度は青藍会奨励賞に選んでいただき有難うご

ざいます。約９ヶ月間研究に取り組んだ成果を評価

していただいて嬉しく思います。

医学研究実習の説明会の時に米村教授のおっ

しゃった「一緒にサイエンスを楽しみましょう。」

という一言に惹かれ，細胞生物学分野に入り，本当

に医学を科学として味わうことができました。と同

時に，研究者になるためには忍耐強さ，思考の柔ら

かさが必要不可欠であると学びました。

医学科３年 藤川 未季

このたびは，青藍会奨励賞を頂き，誠にありがと

うございます。本研究を評価していただけたのは，

熱心にご指導いただいた先生方をはじめ共に支え

合った友人のおかげです。研究を進めていくにつれ

思いがけない結果が得られたことで，より深く考え

て研究を行うことができました。今回の貴重な経験

で学んだ事を今後も大切にしていきたいと思います。

医学科３年 佐藤 美悠

この度は，青藍会奨励賞という素晴らしい賞をい

ただき大変嬉しく思います。約８か月の研究室配属

の中でひとつの研究テーマを設けてまとめていくに

あたっては，生体防御医学分野の先生方に丁寧なご

指導をしていただきました。心から感謝申し上げま

す。今後，感謝の気持ちを忘れることなく，研究を

通して得た知識や経験をもとに一層努力していきま

す。

統合生理学分野配属 吉川 紘平

この度は青藍会奨励賞に選出していただきありが

とうございました。この医学研究実習では，先生方

のご厚意で自分が興味を持った内容について実験さ

青藍会奨励賞の授与（平成２９年度医学研究実習ポスター発表者優秀者）

受賞者に挨拶する荒瀬誠治副会長
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せていただき，その結果このような賞を頂けたこと，

非常に嬉しく思っています。この実習を通して学ん

だことや感じたことは必ず今後の自分にとっての糧

となると感じました。今後も，基礎・臨床の枠に囚

われず広い視野と行動力をもって医学・医療に貢献

できるような人間になるべく，一層努力したいと思

います。

医学科３年 王 莉莉

この度は，青藍会奨励賞という栄えある賞を賜り

ましたことを深く感謝いたします。私は，配属先の

先生方の探究心の強さや知識の幅広さ，論理的思考

力の高さに非常に感銘を受けました。そして同時に，

自分の知識がまだまだ不十分で浅いものであること

を痛感しました。これから勉強を進めていくにあ

たって，先生方のような学問に対する姿勢を忘れず

に，知識を深めていきたいと思います。

医学科３年 大上 路生

この度医学研究実習において青藍会奨励賞を受賞

したことを大変嬉しく思います。徳島大学に入学し

た当初は，やはり医学といえば臨床医学といった印

象が強かったのですが，この実習を通して研究手技，

研究に対する考え方や心構えを学ぶことで医学への

認識が大きく変化しました。こういった有意義な経

験の場を設けて頂いた教員の皆様，また支援してく

ださっている青藍会の方々への感謝の気持ちを忘れ

ず，今回得た経験を将来へと生かしていきたいと思

います。

医学科３年 中西 祥子

このたび，医学研究実習のポスター発表において

青藍会奨励賞を頂き大変光栄に思います。この発表

を通じて，研究内容を改めて客観的に見直すことが

でき，理解を深めることができました。今後もこの

貴重な経験を忘れず，勉学により一層励んでいきた

いと思います。青藍会を運営してくださっている皆

様，これまで指導していただいた先生方や支えてく

ださった皆様に心から感謝申し上げます。

平成２９年度青藍会奨励賞受賞者 平成３０年１月９日
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２０１８年になり，国立大学法人の今後に関する

ニュースが次第に多くなってきています。例えば，３

月２３日の日経新聞においては，その一面に名古屋大

学と岐阜大学が，運営法人の統合に向けて４月下旬

に協議に入る旨の記事が掲載されました。「東海国

立大学機構（仮称）」を設立し，名古屋大学，岐阜

大学に加え，他の大学も加わる可能性もあるようで

す。この記事に先立ち，３月２０日に，名古屋大が，

国際競争力強化をめざす国立大を支援する文科省の

「指定国立大学法人」に指定されたのですが，その

申請にあたり，複数の大学が協力する「マルチ・キャ

ンパスシステム」構想が盛り込まれていたそうです。

“それが指定の一つの条件だったので”はと噂され

ています。

徳島大学はどうするのか？を近々決断しなければ

ならない状況になってきました。例えば，「四国国

立大学機構（仮想）」を設立して，四国の５国立大

学が１法人の中に入るとするなどの考えや，「関西

国立大学機構（仮想）」に入るのが良いとか，様々

な意見があります。もちろん，独立独歩の世界を生

きる道もあるかもしれません。このような中で，い

ずれの道を進むにしても徳島大学が継続的に繁栄す

るように，大学改革を推進しておかなくてはなりま

せん。特に，国からの運営費交付金が継続して１．２％

（約１億円）削減される状況においては，いかにし

て外部資金を獲得するかが重要なポイントになりま

す。その目で医学部と大学病院を見ますと，この組

織は非常に良くできた組織であると感じています。

その理由は，３点あります。１）基礎研究から臨床

研究を経て，実際に多くの患者が救われるまでの全

てが揃っている。２）医学部には，基礎系と臨床系

の教員がおり，分業体制が明確である。３）高度な

医療体制を独立採算的に維持している（多くの教員

の人件費は大学本部が負担しており，収益率が高い）。

もちろん，様々な問題もありますが，「医学部＋大

学病院」の組織は，大学が生き残るための仕組みを

示唆しているように感じています。この良い組み合

わせを他の学部にも応用できないかと考え，２０１８

年４月から，大学産業院を設立することにしました。

つまり，１）基礎研究から応用研究を経て，実際に

様々な課題を解決する（例えば，製品を製作）まで

の，全て揃った組織の構築。２）理工学部などの学

部においては，基礎系教員と応用系教員の分業体制

を明確にする。３）高度な産業を産む体制を独立採

算的に維持する。これらを可能にする組織として，

「学部＋産業院」を考えています。応用系教員は，

産業院を併任し，企業との共同研究，スタートアッ

プの起業などにより，課題を実際に解決し，収益を

あげます。さらに，既存の課題に関連する企業から

社員を教員として大学に派遣していただき，学内研

究者と共同開発をしながら，学生の指導や講義も担

当していただくことを考えています。例えば，産業

院において，応用系教員が臨床系教員と共同で医療

用のロボットや器具を開発したり，創薬などができ

ることを期待しています。もし，産業院において収

益をあげることができれば，その一部を学部や基礎

系研究に還元することも考えています。青藍会の会

員の皆様で，この産業院をご利用されたい方がおら

れましたら，是非とも直接ご一報いただけると幸い

です。

最後になりましたが，２０１９年は徳島大学創立７０周

年を迎えます。様々な記念行事を開催いたしますの

で，是非ご参加いただければと存じます。また，キャ

ンパスの整備やICT化などの記念事業も予定して
おりますので，ご支援のほどよろしくお願い致しま

す。

今後とも，ご指導・ご鞭撻のほど，よろしくお願

い申し上げます。

徳島大学の現況

大学産業院の設立について

徳島大学長

野 地 澄 晴



－9－

徳島大学病院の平成２９年度の活動と現況について

報告します。

平成２９年度は病院の品質目標を１．チーム医療

の推進，２．患者環境の改善，３．危機管理とし

て，各部署で具体的目標を掲げ，達成に向けて努力

してまいりました。チーム医療の推進では，電子ク

リニカルパスの導入を進め，各全診療科で複数疾患

でのパス運用が可能となり，年度末にはクリニカル

パス大会も開催しました。今後継続的にパス導入を

推進し医療の品質向上に努めたいと思います。患者

環境の改善に関しては，病棟や外来の老朽化した設

備の改善や分かりやすいサインの設置を行いました。

総合メディカルゾーン構想のもと隣接の県立中央病

院との境界壁が撤去され，施設内に乗り入れるバス

用の道路や外構整備を継続し皆様にはご不便をかけ

ていますが，今秋には完成予定です。危機管理面で

は，昨年１０月に県立中央病院と合同でトリーアージ

を主とする災害訓練を行いました。今後は大規模地

震を想定したBCP（災害後の業務継続計画）を見
直し，BCPに順じた訓練を行う予定です。
ロボット支援下内視鏡手術に用いられているダビ

ンチが，昨年１１月から第４世代のダビンチXiに
バージョンアップされ，益々高性能のロボット手術

が可能となりました。今年度の診療報酬改定で泌尿

器科領域だけでなく，消化器がんや肺がんなどにも

ロボット手術の適用が認められ，今後本院でも行う

予定ですので患者さんの紹介をお願いいたします。

超高齢化社会となって，益々低侵襲の高度手術が必

要とされており，当院でも最高の高度医療を安全に

提供できるようにいたしたいと思います。心臓血管

外科と循環器内科が協力して行う経カテーテル大動

脈弁置換術（TAVI）も高難度新規医療として症例

を重ねています。昨年正式に発足した総合スポーツ

医学センターも，スポーツ選手の障害の診断や予防，

治療に加え，本年３月の徳島大学病院市民フォーラ

ムでは「スポーツ医療」と題して市民への啓発を行

いました。

研究面では，いよいよ臨床研究法が正式に運用開

始されます。医師主導型や企業の資金で未承認医薬

品の臨床研究を行うような特定臨床研究については，

審査する委員会の認定許可を厚労省に申請し，本年

３月３０日付で「徳島大学臨床研究審査委員会」とし

て正式に認定されました。今後国民に信頼される臨

床研究の推進に尽力したいと思います。

ICTを用いて徳島県全域を網羅する医療連携
ネットワーク整備事業（阿波あいネット）も昨年末

から参加登録を開始しました。双方向性に医療情報

を共有でき，情報システムが異なっても連結可能で，

救急や災害時にも医療情報が確保できる利点など，

近未来の医療連携としては極めて有用なツールにな

ると思います。現時点では徳島大学病院を中心に登

録活動を行い，３月末で１５，０００人を超える患者さ

んや家族，住民に登録いただきました。徳島大学の

職員や家族にも登録をお願いしていますので，徳島

在住の青藍会の会員およびご家族の皆様には，是非

登録をお願いします。登録は，阿波あいネットのホー

ムページから同意書をダウンロードし事務局に送付

いただくことで可能です。

さて今年度の品質目標は，１．機能するチーム

医療の確立，２．信頼される病院づくり，３．優

しい病院づくり，といたしました。患者さんや職員

の満足度が最高のものになる病院づくりのために，

一丸となって取り組みますので，青藍会会員の皆様

には今後ともご指導，ご鞭撻をお願い申し上げます。

徳島大学病院の現況

徳島大学病院長

永 廣 信 治
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今年の冬はことのほか厳しく，富山や北海道など

各地で豪雪による甚大な被害が報道されました。平

昌オリンピックでは，フィギュアスケート，ジャン

プ，ノルデイックだけでなく，スピードスケートや

カーリングなど多くの選手が期待に応えてくれ，冬

季オリンピックでは最多のメダル獲得数で，「ソダ

ネー」という可愛い北海道弁が日本中を和やかにし

てくれました。そのせいなのか今年の春の訪れは格

段に速く，全国各地の開花宣言も１週間早いという

暖春です。

先週開花した徳島の桜も，この原稿を書いている

４月５日現在，すでに散り始めている状況です。蔵

本キャンパスから眺める「眉山」も処々にピンクを

ちりばめ，山全体が生気に満ちています。以前にも

申し上げましたが，私は４３年前に徳島大学に入学

し，３年目からこの蔵本３丁目１８番地の１５の住人に

なり，２年半をキャンパス内の，今は青藍会館が建

つ「学生寮」で暮らしていました。３月末には全室

の畳を持ち出して天日干し，大掃除をして新入生を

迎えます。１年のうちでのんびりとした，期待に胸

が膨らむシーズンでした。

本年度の第１１２回医師国家試験の合格発表があり

ました。本年から試験も３日から２日間に短縮され

ました。本年度の徳島大学の合格率は８８．１％（１０４／

１１８）（全国平均９０．１％）でした。新卒者が９０．７％

（９８／１０８）（全国平均９３．３％），既卒者が６０％（６／

１０）（全国平均６３．９％）です。医学部全体では栄養

学科で，管理栄養士は全体で９２．６％（２０／５４）新卒

者は９６％（全国平均６０．８％）でした。看護師免許

は合格率９８．５％（６７／６８）（全国平均９１％）で，保

健師が９４％（４７／５０）（全国平均９２．９％），診療放射

線技師が９４％（２９／３５）（全国平均７５．３％），助産師

が１００％（７／７）（全国平均９８．７％），臨床検査技

師が１００％（１９／１９）（全国平均７９．３％）でした。

さて，徳島大学に昨年度新たに教授としてお迎え

したのは微生物病原学分野の野間口雅子先生，機能

解剖学分野の冨田江一先生，医療情報学分野の廣瀬

隼先生，脳神経外科の高木康志先生，生体機能解析

学分野の遠藤逸朗先生，医用画像情報科学分野の芳

賀昭弘先生です。

３月でご退職されたのは薬理学分野の玉置俊晃名

誉教授，腎臓内科学分野の土井俊夫名誉教授のほか，

定年を前に，病態病理学分野の坂下直実教授，救急

集中治療学分野の西村匡司名誉教授，人類遺伝学分

野の井本逸勢教授がご退職されました。皆様のご貢

献に心から感謝し，敬意を称します。ご存知のよう

に西村教授は徳島県立中央病院病院長に就任されま

した。

徳島大学の運営費交付金は２００４年の１５６億６，９００

万円から２０１６年には１２５億４８００万円へ２０％も削減さ

れました。全国では１兆２４１５万円から１兆９４５億円

と１１％ダウンです。予算削減にともなう人件費削

減が全国的に施行され，定年退職後のポスト不補充

が多くの大学で施行されております。徳島大学でも

人件費削減を推進するため全学人事委員会が設置さ

れ，定年退職のポストに関しては原則１年間不補充

とすることが今春から実施されることになりました。

そのポジションを早期に回復させるには部局あるい

は病院が人件費を捻出しなければなりません。不思

議な話ですが本当です。

医学部の教授は，人命にかかわる医療系国家資格

の取得を目指す学生の教育だけでなく，地域医療，

行政との密接なかかわりを持つとともに将来の国民

の健康・福祉に寄与する研究を遂行しています。研

究費や寄付金も他学部に比較して高額であり，臨床

系の教授では，病院への貢献が甚だ大きく，多くの

患者の診療を行い，大学から支給される俸給の何十

倍の病院収益にも貢献しています。そういう意味で，

医学部で一律に人事凍結を行うのは大学にとって不

利益であるという趣旨の嘆願書を医学部教授会全員

徳島大学医学部の現況

医学部の現況と新年度への所信

徳島大学医学部長

丹 黒 章（医学部２７期）
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の署名をもって本部に提出しております。

運営費交付金の削減分の一部は重点配分される全

国の競争資金にまわり，本学でも多くの改革に取り

組むとともに予算獲得するべく研究体制の強化に励

んでおりますが，教授不在の期間が長引けば予算獲

得にも影響を及ぼすことになります。職員や分野の

業績はKPIという総合的な点数で評価されますが，
このような個々の病院収益への貢献度は計算されず，

地域，大学への貢献の軽重も図ることは難しいとし

て参考にしかされません。

地域医療をさらに崩壊させかねないとの世論が沸

騰し，塩崎恭久厚生労働大臣の異例の大臣談話で１

年間延期となっていた一般社団法人日本専門医機構

による専門医登録が本年から始まりました。平成２９

年４月に厚生労働省で開催された「今後の医師養成

のあり方と地域医療に関する検討会」で①専門医は

すべての医師が取得しなければならないものではな

く自己研鑽と位置付ける。②地域医療従事者などに

配慮したカリキュラム制を設置する。③市中病院も

重要な研修拠点として大学病院に研修先が偏らない

などの方針が示され，「専門医制度新整備指針」と

運用細則が改定されました。

平成３０年４月から新制度による研修を開始する専

攻医については１０月１０日から１１月１５日に一次登録

が，１２月１６日から１月１５日にかけて二次登録が

Webシステムを介して行われました。今年４月か
ら研修プログラムを開始する約８４００人の専攻医の

内訳は，内科：２，６７１，小児科：５６２，皮膚科：２７０，

精神科：４３０，外科：８０７，整形外科：５５０，産婦人

科：４４２，眼科：３２７，耳鼻咽喉科：２６４，泌尿器科：

２７１，脳神経外科：２２４，放射線科：２６３，麻酔科：

４９８，病理科：１１４，臨床検査科：６，救急科：２６６，

形成外科：１６２，リハビリテーション科：７８，総合

診療科：１８４名（NIKKEIMEDICAL６０５，２０１８．４）
で，ほとんどの診療科で例年通りでした。総合診療

科ができ，減員が危惧されていた内科医はそれほど

大きくは減少してはいませんが，都道府県別でみる

と東京都に基幹施設を置く研修プログラム採用者は

１，８２５名で全国の２１．７％が東京に集中しています。

初期研修を行った人数からの増加も４７５名，他県か

ら移ってきた専攻医は７１０名で東京集中は否めない

ものの，専門医機構は，他県からの移行は主に首都

圏，山梨，長野，静岡で，全国からの集中はほとん

どなかったと説明しています。徳島県の専攻医は６０

名で昨年の５２名から若干の増加でした。

間もなく眉山の景色も新緑にかわり，栗の花の色

に変わります。何万年も変わることのない自然の移

り変わりに比べ，かつてない少子高齢化とともに日

本の教育現場は激動の時代を迎えています。国の借

金は漸増する一方で，地域の現役労働人口は都会へ

流出し漸減しています。ますます高齢化の進む地域

での医療の質を維持するために医療人を育成してい

くことが任務であるわれわれは，発生が不可避な南

海地震などの天災に対しても準備していかなければ

なりません。
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平成３０年３月末をもって薬理学分野教授を定年退

職しました。平成８年８月１日付けで母校の徳島大

学に戻ってきて２１年８月の長きにわたり，薬理学分

野の教育・研究と医学部の組織運営にたずさわりま

した。薬理学分野を担当させていただいたものの，

不安や心配が満載の船出でした。振り返ってみます

と，勝手な思い込みかもしれませんが，教育・研究

分野でささやかですが成果を出すことが出来た様に

感じています。これも，青藍会の諸先輩方に暖かい

ご指導とご支援をいただいた賜と，心より感謝して

います。暖かい家族と多くの弟子や教育研究仲間に

囲まれて，無事に定年退職の日を迎えることが出来

たことに，大きな幸せを感じています。有り難うご

ざいました。

徳島の地域医療に貢献したいとの子供の頃からの

思いを抱いて，昭和４６年４月に徳島大学医学部に入

学しました。卒後，泌尿器科医として医療活動を始

めましたが，色々な人との出会いや偶然や間違いが

積み重なって，基礎医学の研究活動の分野に移動し

ました。このまま基礎医学の研究活動を続けていて

も良いものかと思い悩んで香川医科大学薬理学講座

に勤務しているときに，青藍会の先輩方にご推薦い

ただき，徳島大学医学部薬理学講座の教授に就任し

ました。医学生時代には全く想像もしていなかった

教育者・研究者の生活を，母校で始めることになり

ました。学生時代から元来のサボりであり，浅学非

才の身にとって，母校の薬理学講座の教授が本当に

務まるのか？大きな不安を抱えて徳島に帰ってきま

した。徳島に帰ってくると，多くの同級生や青藍会

の先輩・後輩などが非常に暖かく迎えてくれて，と

ても心強く思ったことを思い出します。赴任当時は

悪戦苦闘の毎日でしたが，何故か？多くの優秀な若

い研究者が私の周りに集まってくれました。若い仲

間が増えるに従って，研究室が明るくなり活気が出

てきました。大将のできが悪いと，教室の若い仲間

達は必死に頑張らざるを得なくなり，研究成果も出

るようになりました。その結果，わずかですが幾つ

かの外部資金が獲得出来ました。若い仲間が頑張っ

てくれたことで，私がいなくても薬理学分野の研究

が進むようになり，医学部や大学の組織運営にも携

わる機会を得ました。とても貴重な経験をすること

が出来ました。また，家庭的には，３人の子供たち

が私の元から巣立って社会人として独立した生活を

開始しました。今，徳島大学医学部での教員生活を

振り返ってみますと，非常に幸せな大学人としての

生活を徳島大学で送ることができました。

有り難いことに多くの先輩方から，退職後の仕事

のお誘いをいただきましたが，退職後は私がしたい

ことをしようと決めていました。退職後は，医学部

入学時に目指した地域医療の仕事を始めます。４月

１日付けで，阿南共栄病院・阿南中央病院統括院長

に就任しました。徳島南部の地域医療の充実と阿南

共栄病院と阿南中央病院が合併して新設される阿南

医療センター開設に微力ながら努力する所存です。

地域医療に関する仕事は，多岐にわたり私一人の力

は限られています。青藍会の皆様には，これまで以

上のさらなるご指導とご支援を，今後ともお願い申

し上げます。

定年退職教授挨拶

退職のご挨拶

徳島大学名誉教授

玉 置 俊 晃（医学部２３期）
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私は平成１１年１０月に徳島大学に赴任いたしました。

１８年あまりの間大変お世話になりました。前任者の

島健二教授の後任として，臨床検査医学講座および

検査部の運営を行うのと同時に腎臓内科を立ち上げ

るよう要請されました。歴代の検査部技師長をはじ

め検査部の方々の助けもあり問題なく検査部運営が

できたのではないかと思っております。腎臓内科の

立ち上げは，最初の１０年は人事の問題もあり，大変

困難な時期を経験いたしましたが，学内外のご配慮

で現在の診療科としての形に落ちつき，大学病院の

なかで診療科として機能している事を大変喜ばしく

思っております。透析室は平成１６年より稼働し，安

井前病院長および永廣現病院長のご配慮で本年度よ

り拡充され，今後は腎不全医療の更なる充実が図れ

ると期待いたしております。学生教育では物事をい

かに判断し，病態を解析し，治療法をいかに考える

かを主たる目的として教育しており，腎臓内科のお

もしろさを強調して教育をしております。腎臓病は

生理，病理，診療，治療，透析療法，血液浄化療法，

腎移植など非常に重要な分野を理解できる興味ある

領域ですので，学生にも興味を持たすことができる

ようになったと自負いたしております。

今回最終講義では「腎臓病における診

療および研究の黎明期を経験し」という

演題で講演させて頂きました。腎臓は身

体の体液を一定にし，生体の代謝ででき

た老廃物を排泄し，血圧調節の中心的役

割を果たすなど，生体で重要な働きをし

ます。この腎臓病の診療は私が大学を卒

業した昭和５２年当時ではまだ十分に理解

されてなく，未熟な段階でした。

腎臓病診断の進歩は腎生検法が確立し，

確定診断がつくようになった事で，よう

やくその疾患概念が定着したころでした。

その診断に必須である蛍光抗体法を京都

大学病理学教室の故濱島義博教授の下で取得し，今

日の腎臓病診療の基礎を築くことに貢献できたこと

を大変光栄に思っております。

治療の進歩は透析療法の確立です。昭和４７年に人

工腎臓が厚生医療，育成医療に認められ，昭和５４年

に腎移植が認められ，昭和５９年に腹膜透析が認めら

れています。このような腎不全医療の制度の進展と

技術革新があり，今日の腎不全医療の確立に結びつ

いています。私はその間，直接腎不全医療に関与し

ており，透析療法の手技の確立，合併症対策，ブラッ

ドアクセスの作成，管理にも力を注いでいました。

未熟な透析医療の段階から今日のように確立される

までの間，腎不全臨床に深く関与し，貴重な経験を

いたしました。

研究では濱島教室における研究を発展させ，さら

に病態の本質を追究するため米国国立衛生研究所の

Striker博士のところに留学しました。腎臓病分
野において，世界に先駆け遺伝子改変動物を作成，

さらに培養細胞の確立，遺伝子解析の手法の確立を

行いました。このように研究面でもその手法の変革

期を経験させて頂きました。その後の主たる研究課

最終講義「腎臓病における診療および研究の黎明期を経験し」

退職のご挨拶

徳島大学名誉教授

土 井 俊 夫
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題は糖尿病性腎症です。糖尿病性腎症は我が国のみ

ならず全世界において腎不全になる最大の原因です。

その病態解明と診断および治療法の開発は今日の医

療での最重要課題として取り組んでおります。今後

もこれら活動が腎臓病における世界の医療の未来に

貢献できるよう願っております。

最後に無事退官を迎えることができるのは徳島大

学の関連の皆さんを初め，徳島大学検査部の方々，

徳島大学腎臓内科の関係者の方々，前任地の京都大

学の関係者および私の意思を尊重しサポートして頂

いた多くの方々のお陰と思っております。ここにお

礼申し上げます。
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徳島大学病院では未固定遺体を用いたサージカル

トレーニングや医学研究に対応できる「クリニカル

アナトミーラボ（CAL）」が平成２６年８月１日に完
成し，「解剖室」として解剖学教室が管理し，徳島

大学病院クリニカルアナトミー教育・研究センター

が運営しています。徳島大学に所属する医師および

歯科医師だけでなく，外部の医師・歯科医師の先生

方にもご活用いただいています。白菊会および解剖

学教室の皆様のご支援，青藍会のご援助に対して，

この場をお借りして厚く御礼を申し上げます。ご遺

体に対する礼意を失することなく，「臨床医学の教

育及び研究における死体解剖のガイドライン」を遵

守し，サージカルトレーニングや医学研究を実施し

ます。

また，平成２８年４月から新たに生物資源産業学部

が設置され，石井町に大型動物を用いた研究が可能

な動物飼育施設（創薬・医療機器開発施設）が開設

されました。この中に豚を用いた手術トレーニング

や医学研究が行える「メディカルトレーニングラ

ボ」が平成２８年１２月１日に設置されました。施設は

生物資源産業学部が管理し，メディカルトレーニン

グラボの利用は徳島大学病院キャリア形成支援セン

ター・医師部門が管理しています。動物実験に関す

る教育訓練を受講し，動物実験計画書を申請し審査

を受けたのち，利用申請書を提出し利用料を支払い，

豚を用いたサージカルトレーニングや医学研究を実

施します。こちらも外部の先生方の利用も可能と

なっています。

現在CALでは多くの手術研修・医学研究が実
施されており，平成２８年度に文部科学省の教育研究

活動の概算要求として「未固定遺体とシミュレータ

を用いた新たな実践型内視鏡下低侵襲手術トレーニ

ングプログラムの構築」が採択されています。シミュ

レータを用いたドライラボトレーニングおよび未固

定遺体を用いたサージカルトレーニングを連携させ

た卒前卒後一貫トレーニングプログラムの構築によ

り，内視鏡下低侵襲手術の実践・開発を担う医師・

歯科医師の育成を行う事業で，５年間の予算がつい

ています。平成２９年度にはメディカルトレーニング

ラボにおける生豚を用いたサージカルトレーニング

が加わりました。多くの手術手技トレーニングを実

施し，その効果を検証しています。また，平成２９年

度には厚生労働省の「平成２９年度実践的な手術手技

研修会事業」にも採択されました。平成３０年度は予

算が大幅に増額しており，採択および増額が期待さ

れます。

CALを利用している診療科は医科・歯科合わせ
て１１診療科で，実施された教育・研究テーマは２９

テーマに及びます（表１～３）。平成３０年３月３１日

現在の各診療科における実施回数は整形外科が２１４

回，泌尿器科が１０回，食道・乳腺甲状腺外科が１４回，

呼吸器外科が９回，消化器・移植外科が８回，脳神

経外科が１５回，耳鼻咽喉科・頭頚部外科が５回，麻

酔科が１回，循環器内科が８回，形成外科・美容外

科が５回，歯科口腔外科が４回，合計２９３回で，７０

名の外部実施者，８名の外部見学者を含め，延べ９７７

名が参加しました。毎年診療科，回数，参加者とも

に増加しています。学会発表は平成２７年度５件，平

成２８年度２１件，平成２９年度３５件，合計６１件と顕著に

増えています。論文掲載も２０１６年英文３編，２０１７

年英文５編，２０１８年もすでに英文５編が掲載・受

理されています。科学研究費も６件採択され，その

他の助成も３件採択されています。今後もさらに多

くのトレーニング・研究が実施され，学会発表や論

文掲載が増加するものと思われます。

豚を用いた手術トレーニングについても平成２８年

１２月より可能となり，平成２８年度には１件，平成２９

年度には１０件実施されました（表４・５）。泌尿器

科が腹腔鏡手術トレーニングを６回，消化器・移植

外科が３件，心臓血管外科が２件実施しました。生

きた状態で手術トレーニングが可能であり，解剖は

人体と多少異なりますが，獣医の先生による麻酔下，

「クリニカルアナトミー教育・研究センター」および「メディカルトレーニングラボ」報告

クリニカルアナトミー教育・研究センター長

金 山 博 臣（医学部２８期）
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実際の手術に近い状態で手術トレーニングが可能で

す。文部科学省の事業費および病院からの助成によ

り，２９年度は１０件までは利用料が無料でしたが，平

成３０年度も助成により可能な限り参加者の負担を少

なくする予定です。

豚を用いた低侵襲手術トレーニングが加わり，シ

ミュレータを用いたトレーニングから豚を用いたト

レーニング，凍結遺体を用いたトレーニングと学生

から研修医，専門医まで切れ目のないサージカルト

レーニングが可能となり，全国的にも例を見ない画

期的なサージカルトレーニングシステムが構築され

ています。大学外の先生方も参加可能であり，青藍

会の先生方にも是非ご活用いただければ幸いです。
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当センターでは，医療に携わるすべての職種の

キャリア形成支援を担当しています。特に医師部門

では，徳島大学病院の各診療科と密接に連携しなが

ら，平成３０年度からの新専門医制度に積極的に対応

しています。現在，徳島大学病院を基幹とする１８の

基本領域専門研修プログラムを構築し，その研修施

設は徳島県や四国はもちろんのこと，北海道から九

州・沖縄に至るまで全国９０施設にのぼっています。

また，徳島県からの委託により徳島大学病院に設置

されている徳島県地域医療支援センターと一体で取

り組むことで，徳島県や地域医療機関とも十分な連

携をはかっており，地域枠医師のキャリア形成につ

いても完全に対応できています。

研修プログラムの詳細は，検索システムとともに

ホームページに公開し，相談窓口も開設しています。

この結果，平成３０年度は５６名の専攻医が徳島大学病

院基幹型専門研修プログラムにエントリーすること

となり，徳島大学病院が連携施設となっているプロ

グラムをあわせると，合計６０名が徳島県を拠点とし

て専門研修を開始することになりました。今後は，

研修状況の把握と評価を含め，研修管理連絡協議会

の運営に携わるとともに，サブスペシャルティ領域

の専門研修プログラムの構築に取り組む予定です。

専門研修プログラムの構築にあたりましては，各関

係医療機関における青藍会会員の皆様から多大なご

尽力をいただいており，この場を借りて御礼を申し

上げますとともに，専門研修指導につきまして，引

き続きご高配のほど，よろしくお願い申しあげます。

また，当センターでは学内外の若手医師を対象に，

講習会等の開催やその支援も行っています。山田

博胤特任教授（地域循環器内科学，医学部４０期）の

企画による「くらもとエコー塾」，「心エコー道場」，

「臨床研究・論文執筆入門」，北川哲也教授（心臓

血管外科，医学部２６期）の企画による「四国心臓血

管外科WetLabセミナー」，久保宜明教授（皮膚
科，医学部３４期）の企画による「皮膚病理組織講習

会」，橋本一郎教授（形成外科，医学部３４期）の企

画による「形成外科病理組織セミナー」は定期的に

開催され，参加者に非常に好評です。

また，医療教育開発センター（大学院医歯薬学研

究部）や徳島県地域医療支援センターとの共催によ

り，岩田貴教授（教養教育院医療基盤教育分野，医

学部３６期）による中心静脈カテーテル挿入講習を引

き続き実施しており，徳島県内の研修医のほとんど

が受講しています。さらに，徳島大学ではスキルス

ラボ（大学院医歯薬学研究部），メディカルトレー

ニングラボ（石井キャンパス），クリニカルアナト

ミーラボ（徳島大学病院）の３つの施設を活用して，

金山博臣教授（泌尿器科，医学部２８期）を中心に，

徳島大学の第３期中期目標期間（平成２８～３３年度）

における重点的取組である「未固定遺体とシミュ

レータを用いた新たな実践型内視鏡下低侵襲手術ト

レーニングプログラムの構築」に取り組んでいます。

本事業の一環として，当センター医師部門ではメ

ディカルトレーニングラボにおける生豚を用いた

サージカルトレーニングを新たに開始し，平成２９年

度には合計１０件を実施することができました。

当センターの運営にあたりましては，青藍会から

ご寄付をいただいており，この場をお借りして厚く

御礼申し上げます。今後も卒前～卒後～生涯にわた

る医師のキャリア形成支援に取り組む所存ですので，

青藍会の皆様のご指導とご支援を引き続きよろしく

お願い申し上げます。

ホームページ：http:／／www.careercenter-
dr.jp／

徳島大学病院キャリア形成支援センター活動報告

徳島大学病院キャリア形成支援センター長

赤 池 雅 史（医学部３１期）
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青藍会ならびに会員の先生方からは，当院の研修

医へのご指導ならびに卒後臨床研修センターの各種

活動に対しご協力と暖かいご支援賜り，誠にありが

とうございます。

今年度のセンターのメンバーは，私と特任准教授

で副センター長の西京子先生（脳神経外科），飛梅

威助教（循環器内科），田中久美子特任助教（消化

器内科），そしてこの４月から西野豪志特任助教の

後任として着任された河北直也先生（食道・乳腺甲

状腺外科）の５名の教官ならびに４名の事務スタッ

フです。

現在当センターが取り組んでいる課題に，各研修

協力病院の強みと特徴を活かした連携研修プログラ

ムの構築があります。医師を育成するという目標を

共有し，大学病院と地域の病院が一体となり研修プ

ログラムを提供するというものであります。研修医

が異なる研修病院を体験することにより，様々な医

療現場での経験を多く積み，偏りのない研修が実践

できるとともに，研修医と各研修病院の医師とのつ

ながりが強化でき，魅力的な研修プログラムになる

と思います。徳島大学と徳島県は「県民医療の発展」

と「地域医療の再生」のための医療拠点として総合

メディカルゾーン（MZ）の整備を行っております。
MZ構想推進プロジェクトの１つとして，平成３０年
度から「MZ重点研修プログラム」（定員３名）を
開始しました。このプログラムでは，MZ構想を活
かし，徳島県立中央病院と大学病院を跨いだ各診療

科ごとの双方向の連携を強化した一体化研修により，

両病院が役割分担し実施している診療現場に研修医

が広く参加し，多様な症例を経験することができま

す。また，MZ重点研修プログラムでは，県内の各
臨床研修施設において広く地域医療も実践できるよ

うに対応しており，幅広い視野と診療能力を体得す

ることを目指しています。この「MZ重点研修プロ
グラム」を全国的にも類を見ない魅力的な研修プロ

グラムにするために，多面的な角度から両病院の研

修環境の整備を進めています。その一環とし，「メ

ディカルゾーンセミナー」を徳島県立中央病院と合

同で昨年度より開催し，研修医，学生のみならず県

内の医療機関から異なる職域の方々に多数参加頂き

ました。今年度もさらに多くの医療機関と連携した

セミナーに発展させたいと考えております。

徳島大学病院卒後臨床研修センターの近況をご報

告させていただきます。徳島大学病院医師卒後臨床

研修管理委員会が本年３月７日に開かれ，平成２８年

に研修を開始した研修医２０名の研修終了が認定され

ました。３月１９日に修了式を執り行ない，臨床研修

修了書が手渡されました。研修修了を迎えた研修医

からは各病院でのご指導に対する感謝が述べられて

おりました。この４月より，修了者のうち１７名が徳

島大学病院および県内の関連施設で，のこりの３名

が県外での専門医研修を開始しました。各人が人間

味のある医療人として成長し活躍されることをス

タッフ一同祈念しております。

平成３０年度の新人研修医は２３名で，この内１５名が

大学病院で，８名が研修協力病院で研修を開始して

おります。２３名のうち１８名が徳島大学卒の研修医で

す。今年度より新しく開始した「MZ重点研修プロ
グラム」（定員３名）には３名が参画してくれまし

た。徳島県立中央病院と大学病院を中心に診療現場

で研修医がより多様な症例を経験できるものと思い

ます。平成２９年に研修を開始した現在２年目の研修

医は２８名で，その内１４名が現在大学病院で研修して

います。１年目を研修協力病院で研修を行い，この

４月から大学病院で初めて勤務する研修医は８名で

す。各研修医の希望を元に，基本的診療能力がしっ

かりと習得できるよう２年目の研修プログラムを柔

軟に調整しております。徳島大学病院卒後臨床研修

センターでは，他病院からも広く研修医も受け入れ

ております。県内だけでなく，日本医科大学病院や高

知赤十字病院など県外からも研修医を受け入れ，多く

の研修病院の研修医の育成にも協力をしております。

卒後臨床研修センターの活動報告

徳島大学病院卒後臨床研修センター長

安 倍 正 博（医学部３０期）
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研修医の育成には，大学病院の全ての診療科や地

域の病院が協力体制で臨むことが必須です。良い意

見は取り入れ，柔軟で行動力と躍動感のあるセン

ターの運営を行い，今後さらに研修の充実に向けた

取り組みを発展させて行く所存です。今年も，徳島

大学病院卒後臨床研修センターならびに研修医への

ご指導とご支援を何卒宜しくお願い申し上げます。

写真１．キャリアデザインセミナー
平成２９年１１月２４日

写真３．卒後臨床研修プログラム修了式
２０１８年３月１９日

写真２．平成３０年度卒後臨床研修説明会
平成２９年１２月８日
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この度，平成２９年４月１日付で徳島大学病院に新

設された総合診療部に部長・教授として就任いたし

ました２８期卒の谷憲治と申します。徳島大学病院で

総合診療を実践しながら，卒前・卒後の一貫した総

合診療教育にも関わることで，地域医療に貢献でき

る総合診療医の育成にも関わってまいります。引き

続きご支援ご協力ご指導よろしくお願いいたします。

さて，平成２０年に徳島大学の医学生教育に本格的

に導入された地域医療実習も１０年が過ぎました。臨

床実習クリニカル・クラークシップでは徳島県南で

の１週間泊まり込みの地域医療実習を我々教室員が

担当しております。最終日の金曜日の午後には，院

長を始めとする海部病院スタッフや地域住民を前に

して実習報告会を開催しております。実習で学んだ

こと，実際に感じた地域医療の課題，地域で住むと

いうこと，そして実習前に抱いていたイメージとの

違い，など，率直な気持ちを実習医学生から聞かせ

てもらい，我々スタッフや住民との意見交換を行い

ます。彼ら医学生との議論の中から我々指導者が学

ぶこと，気づかされることが多々あります。この一

年間の発表やレポートにおいて，実習医学生たちか

ら届いた地域医療が良くなるための提案をここで紹

介したいと思います。

提案１）地域医療実習のさらなる充実が必要

・地域医療に触れる実習を低学年から必修化すれ

ばよいと思います。こういった実習をコツコツと

続けることで，学生に地域医療の現状を伝え，ま

た地域の魅力を伝えることが一番現実的で効果的

であると思いました。

・４年生のチュートリアル教育に臓器別ではない

総合診療を導入することで総合診療の魅力を教え，

ドクターGなどを観て総合診療は難しいという
イメージを払しょくさせる

・地域医療の魅力には「人間関係の良さ」「地元

住民の温かさ」「ほどよくゆったりした職場環境」

があると思う。今回の

実習においてそれらの

魅力を実際に感じるこ

とができたので，この

ような実習を続けてい

くことが大切だと思う。

・これからの超高齢社

会に対応するには各領

域の専門医も総合診療

能力を備えておく必要

があります。その研修

には地域医療が最もふ

さわしいということを

実習などでアピールす

ることが大切だと思い

ます。

地域医療教育の活動報告

地域医療実習を体験した医学生からの提言 ～１０年目を迎えて～

徳島大学病院総合診療部

谷 憲 治（医学部２８期）

写真１ 海部の住民たちとともに
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提案２）地域医療に勤務するローテーションシステ

ムを構築すべき

・地域出身の医学生を入学させる枠を設け，一定

期間地元での医療貢献を義務化させる

・若い医師が３，４年交代でローテーションす

る仕組みを作る

・誰かに権限を持たせ，医師不足の地域偏在を考

慮しながら１０年後までの医師ローテーションをス

ケジューリングすればよいと思います。

・自分のよいと思うタイミングで，かつ期限付き

で地域医療（へき地医療）に従事するローテーショ

ンシステムを構築し，交代制で地域医療活動を行

うことが地域偏在の問題解決につながると思う。

・卒後１５～２０年など，子育てが一段落した医師が

２，３年地域で働く制度を作ること。

地域医療での勤務と引き換えに，希望する有名病

院での研修が約束されるシステムを作ることで両

方からのメリットを得ることができる。

提案３）地域の魅力を増やし，しっかりアピール！

・地域で暮らすという魅力をもっとアピールすべ

きだと思います。徳島県南の海部であれば魚がお

いしいこと，魚釣りやサーフィンなど，アピール

できる観光や趣味はたくさんあると思います。

・患者である住民の数が減っていることが大きな

問題です。企業の誘致などを図り，観光や産業を

さらに発展させることで，人口減をくいとめ町の

活性化に努めることが，医師不足や医療の質の低

下の解消にもつながると思います。

・海部などの地域で大きな学会を開催

し，四国や全国の医師に訪問してもら

いその魅力をアピールして就職しても

らうことを提案します。

・全国のサーファーや釣り師が集まる

全国規模の医師サーフィン大会や医師

磯釣り大会などを海部で企画し全国の

医師にその魅力をアピールする。

・水難事故に特化した外傷・救急医療

のワークショップを開催して，若い医

師に全国から集まってもらい海部を

知ってもらう。

・牟岐少年自然の家などを使って，医

学生を対象とした病院見学と釣りやマ

リンスポーツ，おいしい魚介類料理を食べたりす

る企画をすることで，海部の魅力を伝えることは

意味があると思います。

・SNSなどで地域の魅力をしっかり発信してい
くこと。

・地域のPR動画を作成してYouTubeなどの
メディアを通して拡散する。

以上，この一年間の間に実習医学生から届いた「地

域医療の充実に向けた提案」の中から印象に残った

ものをまとめてみました。これらの本学の地域医療

教育には地域医療現場で勤務されている青藍会の先

生方に指導医として多大な労力をいただいておりま

す。また，青藍会からは実習活動費のご支援もいた

だいており，有効に利用させていただいております。

改めて深く感謝いたします。引き続きご支援，ご協

力のほどよろしくお願いいたします。

写真２ 牟岐町の自然の中で

写真３ 海部病院採血実習
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平成３０年度徳島大学入学式が４月６日（金）１０時

からアスティとくしまで挙行された後，１２時から医

学部第一臨床講堂にて青藍会主催の新入生歓迎会が

盛大に開催された。

新入生（１１４名）は，今年もサークルの勧誘活動を

行う先輩からの熱い歓迎を受けながら，「吉野の流れ

（医学部の歌）」が流れる会場に晴れやかに入場した。

河野知弘事務長代理の司会のもと，桜井えつ会長

の祝辞につづいて，谷憲治先生，荻野広和先生から

歓迎のことばが述べられ，新入生を代表して久米航

海さんが謝辞の意を表した。引き続き昼食に移り，

予定の時間に閉会した。

入学生（２０１８年度準会員）への祝辞

平成３０年度医学部医学科新入生

歓迎の言葉

青藍会会長

桜 井 え つ（医学部１６期）

皆様，ご入学おめでとうございます。徳島大学医

学部医学科の同窓会であります青藍会会長の桜井で

す。若々しく晴れやかな皆さんのお顔を拝見しなが

ら，５０云年前のことを思い出しておりました。長い

受験戦争に無事栄光を持って終えられた皆様方や支

えられたご家族の方々に対しまして，改めてお祝い

申し上げます。入学式と医学部医学科のオリエン

テーションの間，同窓会である青藍会主催の新入生

歓迎会を開かせていただきます。私は皆様のご両親

のお母さんにあたる年代で，皆様からすると“おば

あちゃん”になります。

徳島の医学教育は第二次世界大戦中に徳島医学専

門学校に始まります。戦後に徳島医科大学となり，

その後徳島大学の医学部から栄養学科併設後医学部

医学科へと発展してきました。来年で７５周年を迎え

ますが，この徳島で医学教育を終えられた人々の同

窓会組織が青藍会です。医師になった方々がほとん

どですが，医療行政職を選ばれた方々や医師免許を

取得せず医学の研究の道に進まれている方などもい

らっしゃいます。

青藍会の名前の由来を申し上げますと，その昔，

明治から大正にかけて徳島県は藍染めの原料であり

ます藍の生産が日本一で当時地方としては非常に栄

えた都市であったと言われています。その藍にちな

んだ故事の中に，紀元前３世紀の中国の思想家筍子

の言葉で「青は藍より出でて 藍より青し」に由来

しています。「藍で染められた青色は，もとの藍よ

りもずっと青い色をしている」との意味で「出藍の

誉」とも言われています。その故事にちなみ伝統あ

る徳島大学医学部で学ぶ者は，先輩たちよりも一段

と優れた者に育って行って欲しいとの意味で同窓会

名を青藍会とつけられたようです。

青藍会会員は現在亡くなられた方を含め約６０００

名越えの大きな組織です。先ほど司会の事務長代理

より話がありましたとおり，同じ医学の道を志し徳

島で青春の日々を送った会員の心の拠りどころとし

て，同級生はもとより先輩から後輩への親睦・懇親

を図る場所として，また母校の徳島大学医学部の発

展に寄与することを目的とした同窓会組織です。全

国に北から南まで１３の支部がありそれぞれの支部で

先輩・後輩たちとの交流が盛んに行われます。本日か

ら皆様は青藍会の準会員ですが，数年後の卒業され

新 入 生 歓 迎 会

日時：平成３０年４月６日（金）１２：００～１３：００
場所：第 １ 臨 床 講 堂



－23－

た時に正会員になっていただきます。本拠地の徳島

支部をはじめ各支部とも期待してお待ちしています。

今皆様は夢と希望に満ち溢れていると思います。

ただ どこの世界でも同じですが，医学医療の世界

でも非常に厳しい時代となっています。将来，お医

者さんになる道，ノーベル賞を目指して研究の道，

行政職の道，いずれの道を選ばれても根本は「自分

は命を守る職業を選んだのだ」ということを絶対に

忘れないでください。どの仕事の上でも様々な能力

が必要ですが，最も大切なのは人と人とのコミュニ

ケーション能力です。これを培うには，また，厳し

い現実に向う時に必要なのはよき友人・よき先輩・

よき先生です。話が少し個人的になりますが，私が

青藍会会長を引き受け力不足に悩んでいた時に協力

を申し出てくれたのが，事務長代理をしてくれてい

る２０期の河野先生，幹事の１７期高橋先生，入学式に

出席され先に帰られました副会長で２４期の福島先生

などをはじめとする多くの人たちです。皆さん全く

の無給のボランティアです。このよき友人たちや事

務局の二人に支えられて会長職を辛うじてこなして

いるのが現状です。人の心の温かさをしみじみと感

じています。

話を元に戻しますが，大学は学問や技術習得だけ

の場ではありません。よき人間関係を築くこと，ひ

いては自分を成長させる場所でもあります。卒業ま

での間をどのように過ごされるかでご自分の将来が

左右されると言っても過言ではありません。皆様方

も，よき友を得るために，よき先輩に教えを乞うた

めに，またよき伴侶を得るために，積極的に行動を

起こしてください。じっと待っていてはだめです。

とりあえずとして講義室の外には，たくさんのサー

クル勧誘の先輩たちが今か今かと皆さんを待ってい

ます。私たちの時代と違ってカリキュラムはかなり

厳しいようですが，あなた達なら必ず可能と信じて

います。明日から，大いに勉強して，大いに遊んで，

大いに恋をして，大いに悩んで大学生活・青春時代

を謳歌してください。

この後に，素晴らしいお二人の先輩の方にお話を

していただくようお願いしてあります。心してお聞

きください。簡単ですが，皆さんの健康とご活躍を

祈念してお祝の挨拶といたします。重ねてご入学お

めでとうございます。

充実した６年間を願って

徳島大学病院総合診療部特任教授

谷 憲 治（医学部２８期）

新入生の皆さん，この度は徳島大学医学部医学科

へのご入学おめでとうございます。入学にあたって

は，これまでの皆さんの努力が実って夢を果たせた

ことに対して皆さん自身が誇りに思っているととも

に，ご家族ご親族や先生方からも大きな祝福をいた

だいていることと思います。支援をいただいた皆様

への感謝の気持ちを忘れずにいていただきたいと思

います。私は医師になって３７年が過ぎましたので，

学生時代の６年間を加えると，ここに４２年前の自分

の姿と対面していることになる訳ですが，医学生時

代のことはついこの間のように思い出されます。現

在，私は徳島大学病院の総合診療部に籍を置き，大

学病院内で総合診療を実践しながら将来地域医療に

貢献できる総合診療能力を備えた若き医師の育成に

努めております。皆さんは，医師になるという共通

の将来を持っているわけですが，６年間の医学部教

育を修了し，さらに２年間の初期臨床研修を終えた

後に自分で自身の進む道を選択することができるの

です。その選択肢には，私の担当している総合診療

以外にも，内科，外科，小児科，産婦人科といった

専門診療の道，あるいは医学研究の道や行政業務な

ど多彩です。私はもともと呼吸器疾患と膠原病リウ

マチ疾患を専門にする内科医でしたが，約１０年前に

現在の総合診療の道に転向しました。このように，

一つの道にしばられずに複数の診療科や研究の世界

を行き来することでそれぞれの良い面を修得し自分

自身のレベルアップを図っていくということも可能

なのです。

今日の入学の日を迎えて，皆さんはこれからの６

年間の大学生時代をどのように過ごしていこうかと
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夢と不安の交錯する気持ちではないでしょうか。学

校の講義だけでなく，部活動やアルバイト，ボラン

ティアなど，様々な活動によって将来素晴らしい医

師になるための基本的な資質を磨いておくことが大

切だと思います。そこで，今日は青藍会の先輩のひ

とりとして皆さんにひとつのアドバイスをさせてい

ただきたいと思います。皆さんには，これから医師

として，一生をかけて自分自身の中に富士山のよう

な山を築いていってほしいと願います。富士山の偉

大な点は何といっても日本一のその高さにあります。

どういう医師を目指すにしても，皆さんにはぜひそ

の世界において誰にも負けないトップの高さを目指

してほしいと思います。しかし，日本一の高さの富

士山を支えるには，富士山の持つあの広大な裾野の

存在が必要であることを忘れてはいけません。しっ

かりとした土台としての裾野があってこそ，あの高

さが安定して保たれるのです。また，富士山は世界

遺産に登録されていますが，その理由は高さだけで

はなく，その美しさにもあります。美しい富士山の

絵には頂上だけでなく必ず裾野全体も描かれていま

すね。私は富士山の美しさの主役は頂上ではなくあ

の裾野だと思っています。皆さんは，学生時代に自

分の中にしっかりとした裾野を作っていくことを考

えてください。徳島大学の蔵本キャンパスの裏には

眉山という徳島市を象徴する山があります。名前の

通り，市内のどこからみても眉のようになだらかな

形をした，どこに頂上があるか分からない３００m足
らずの標高の低い山です。まず，皆さんは，眉山で

よいので，将来築く高い山の裾野となる土台をこれ

からの６年間で築いていってください。あせってビ

ルのような高い山を築こうとするのは危険です。何

かがぶつかったり，地震などによって，簡単に崩れ

てしまうような山ではいけません。急がず，あせら

ず，しっかりとした山の土台作りから始めていきま

しょう。

そのためには，大学での勉学に励むことはもちろ

んのこと，課外でのクラブやサークル活動，学外で

のアルバイトやボランティア活動など，将来優れた

医師になるための土台作りにしっかり励んで下さい。

医学生サークルのひとつに地域医療研究会という

サークルがあります。医学生が自分自身で地域医療

の広い世界を学んでいくというサークルで，私が顧

問をさせていただいております。他の部やサークル

との兼部も可能なので，そういったサークルに籍を

置いて，積極的に活動に参加することは皆さんの土

台作りに役立つことでしょう。大学生になるとこれ

までにはなかった自由度を手に入れることができま

す。しかし，自由であるということ，それは自分の

やったことに対して自分自身で責任を持たなければ

ならないということです。私のモットーとしている

論語に書かれた孔子の言葉に「内に省みて疚しから

ざれば，それ何をか憂え何をか畏れん」があります。

これは，「自分自身の気持ちにやましいものがない

のであれば，迷わず畏れずやっていけ」という意味

です。周囲に惑わされることなく自分が正しいと

思ったことは，自分の責任において前向きに突き進

んでいきましょう。

私は，これから皆さんとは講義や実習の現場でお

付き合いをさせていただきますが，何か困ったこと

や相談などがあったら近くにいますのでいつでも気

軽に顔をみせてください。できる限りの対応をさせ

ていただきます。それでは，これからの皆さんの健

康と学生生活の充実を祈念してお祝いのご挨拶とさ

せていただきます。本日は，本当におめでとうござ

いました。

新入生の皆様へ

徳島大学大学院医歯薬学研究部
呼吸器・膠原病内科学分野

荻 野 広 和（医学部５６期）

医学部新入生の皆様，ご入学おめでとうございま

す。呼吸器・膠原病内科学分野の荻野広和と申しま

す。

おそらく，今皆さんはこれから始まる新生活に向

けて大きな期待と少し不安で胸を膨らませているこ

とと思います。私も１７年前の２００１年に地元の大阪か
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ら，誰一人知り合いのいない徳島にきてこの入学式

を迎えた日の事を懐かしく思い返しています。

偉そうなことを言える立場ではありませんが，一

先輩として，これから大学生活を始める皆さんに

メッセージを送りたいと思います。それは，学生時

代が終わった時に「学生時代，これは頑張った」と

思える「何か」を持ってほしいということです。勉

学，部活動，課外活動，あるいは研究活動など，そ

の「何か」が何であるかは人それぞれだと思います。

ですが，後々の将来，誰かから，あるいは就職試験

の際面接官から「学生時代の一番の思い出は？何を

頑張りましたか？」と聞かれた時に胸を張って話が

できる「何か」を持てるような学生生活を送って欲

しいと思います。

自身の話を少しさせていただくと，私はこの入学

式当日，まさにこの後繰り広げられる部活動の熱心

な，かつ強引な勧誘活動に引っ張られバレーボール

部に入部しました。また大学２年次の冬からは生化

学講義での最先端の研究の話に魅力を感じ，部活の

合間に研究室へ顔を出すようになりました。その後，

部活の先輩が大学祭の実行委員長をしていたことも

あり，４年次に大学祭実行委員長を務めました。そ

の際当時医学部長をしていた曽根教授から基礎研究

に興味があるならとお誘いをいただき，一旦医学部

を休学し大学院へ進学するM.D.-Ph.D．コース
へ進み３年間基礎研究に従事し学位を取得しました。

少し様々なことに手を出し過ぎた感は否めませんが，

充実した学生生活であったと思えるし，おそらくそ

れを評価してもらい東京の聖路加国際病院にて４年

間の充実した臨床研修を行う機会を与えていただき

ました。

このように積極的に様々なことに挑戦することで，

様々な出会いおよびチャンスがあり，その結果充実

した「何か」が得られると思います。ですから，皆

さんも自分の殻に閉じこもった６年間を過ごすので

はなく，積極的に様々な経験をしてもらえればと思

います。

最後にM.D.-Ph.D．コースについてお話しを
したいと思います。このコースは先ほどお話しした

通り，４年次修了後一旦医学部を休学し大学院へ進

学，３年間の研究活動に従事し，学位取得後医学部

５年次へ復学，臨床実習・卒業試験・国家試験を経

て医師になるという制度です。これまでに私を含め

１７名の先輩がこのコースへ進学しそれぞれの道を歩

んでいます。入学当時の私は，おそらくここにいる

大多数の皆さんが感じているように基礎研究には全

く興味はなく，変わった人がやることなどと感じて

いました。ですが現在の医療では基礎医学と日常臨

床の距離は非常に近くなっていますし，今後ますま

す近くなると思います。ノーベル賞を受賞した山中

先生で有名なiPS細胞も現在実際の患者さんを対
象とした臨床試験が始まっており，もしかしたら皆

さんが医師になるころには臨床応用されているかも

しれません。また私が専門にしている肺癌に関して

も，患者さんの癌組織の遺伝子検査を行い，その結

果に応じて最適な治療薬を選択するという個別化医

療を行うことがすでに常識になっています。このよ

うに臨床医をするにあたって，基礎医学を知らない，

経験がないではやっていけない時代になってきてい

ます。ですから是非皆さんのなかに基礎医学を遠く

無縁な存在と考えている人がおられたら，是非現状

を知っていただき，このM.D.-Ph.D．コースへ
の進学も一つの選択肢として考えてもらえればと思

います。もし何か聞きたいことがありましたらいつ

でも声をかけてください。

話が長くなってしまいましたが，ここにいる皆さ

ん全員が充実した学生生活を送られ，そしてかけが

えのない「何か」が得られることを期待し歓迎の言

葉とさせていただきます。本日は本当におめでとう

ございました。

新入生代表謝辞 久米航輝さん
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平成３０年度青藍会賞論文募集

平成３０年度青藍会賞論文を下記のとおり募集します。
本賞は，青藍会会員による学術研究の発展と奨励のために，若手研究者の優れた業績に対し

て授与するものです。奮ってご応募下さい。

１．応 募 資 格

審査対象論文発刊日に４２才未満の青藍会正会員
但し，平成３０年度までの会費完納入者であること。

２．審 査 対 象

平成３０年１月から平成３０年１２月までの１年間に医学関係学術専門誌に発表された医学論
文（１人１編とする）。但し，博士号論文及び博士号申請予定論文は除く。共著論文で
あるときは，筆頭著者とする。選考では，徳島大学で主として行われた研究であること
を重視し，過去の研究歴も考慮します。

３．応 募 締 切

平成３１年３月１５日（金）（応募締切り後は提出書類の変更を認めません）
４．応 募 手 続

提出書類は，
①申請書（別紙様式１）※

②略歴（別紙様式２）※

③主指導者の推薦状
④論文別刷り １０部（コピー可）
⑤論文内容要旨８００字以内 １０部（コピー可）
⑥提出論文に関係のある参考論文（５編以内）の別刷り 各１０部（コピー可）
⑦業績一覧（誌上発表） １０部（コピー可）

なお，同一推薦人が複数者を推薦する場合は推薦順位を付けること。
※申請書，略歴の様式は事務局（電話：０８８‐６３３‐７１０９ 内線２６０１）にご請求下さい。
詳細は事務局までお問い合わせ下さい。

５．選 考

青藍会会長から委任された選考委員会が行う。
６．受 賞 者 数

若 干 名
７．青藍会賞の授与

賞状及び研究助成金５０万円を青藍会通常総会開催日に授与する。
８．受 賞 講 演

受賞者は対象論文内容を総会当日ご講演していただきます（３０分程度）。

青 藍 会

青藍会賞論文募集
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青藍会賞受賞者一覧（平成２２年度～平成２９年度）

年 度 卒業期 氏 名 論 文 名 ・ 掲 載 誌 応募数

H２２年度
（１８回）

医学部
４１期

漆原 真樹

ERK５ activationenhancesmesangialcellviabilityand
collagenmatrixaccumulationinratprogressive
glomerulonephritis

AmericanJournalofPhysiologyRenalPhysiology２０１０；
２９８：F１６７‐７６

３

H２３年度
（１９回）

医学部
４２期

北村 明子

AmutationintheimmunoproteasomesubunitPSMB８causes
autoinflammationandlipodystrophyinhumans

JournalofClinicalInvestigation２０１１；１２１：４１５０‐４１６０

３

H２４年度
（２０回）

医学部
４４期

猪子 誠人

TrichopleinandAurora-Ablockaberrantprimarycilia
assemblyinproliferatingcells

TheJournalofCellBiology２０１２；１９７（３）：３９１‐４０５

２

H２５年度
（２１回）

医学部
４７期

吉田守美子

Androgenreceptorpromotessex-independent
angiogenesisinresponsetoischemiaandisrequiredfor
activationofvascularendothelialgrowthfactorreceptor
signaling

Circulation２０１３；１２８（１）：６０‐７１

２

H２６年度
（２２回）

医学部
４６期

多田 恵曜

Intra-arterialsignalonarterialspinlabelingperfusionMRI
toidentifythepresenceofacutemiddlecerebralartery
occlusion

CerebrovascularDiseases２０１４；３８：１９１‐１９６

３

H２７年度
（２３回）

医学部
４６期

沼田 周助

Blooddiagnosticbiomarkersformajordepressive
disorderusingmultiplexDNAmethylationprofiles:
discoveryandvalidation

Epigenetics２０１５；１０（２）：１３５‐１４１

７

H２８年度
（２４回）

医学部
４８期

岩佐 武

Effectsofchronictestosteroneadministrationonbody
weightandfoodintakedifferamongpre-pubertal,
gonadal-intact,andovariectomizedfemalerats

BehaviouralBrainResearch２０１６；３０９：３５‐４３

３

H２９年度
（２５回）

医学部
４９期

佐光 亘

TheeffectofistradefyllineforParkinson’sdisease:A
meta-analysis

ScientificReports２０１７；７（１）：１８０１８

４
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青藍会行事予定表（平成３０年度）

月 行 事 月 行 事

４ 入学式（新入生歓迎会）（４．６） １０ 青藍会講演会（１０．２５）

５
青藍会賞選考委員会（４．１７）
広報委員会
役 員 会

１１
兵庫支部総会
広報委員会

６
会報第９１号発行
香川支部総会（６．３０）

１２ 会報第９２号発行

７
総会・評議員会・支部長会議（７．１６）
青藍会MD-PhD奨励金授与（７．１６）
青藍会賞授与式（７．１６）

１

８ ２
青藍会講演会実行委員会
近畿支部総会（２．１６）
奈良支部総会

９

役 員 会
高知支部総会（９．８）
愛媛支部総会（９．２９）
青藍会講演会実行委員会

３

役 員 会
岡山支部総会（３．２）
東京支部総会
青藍会賞応募締切（３．１５）
卒業式（青藍会記念品贈呈）（３．２２）
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ハノーファーで感じたこと

医学科６年 川 村 晨

みなさん，こんにちは。医学科６年の川村晨と申

します。私は，昨年の４月から１ヶ月間ドイツのハ

ノーファー医科大学（MHH;Medizinische
Hochschule Hannover）に留学してきました。
ハノーファーはドイツ北部のニーダーザクセン州の

州都で人口は約５３万人です。人口だけを考えると徳

島県の方が多いので田舎に思われるかもしれません

が，徳島市の人口密度が１３４６人／�に対してハノー
ファーは２６０９人／�と比較的大きな街でした。また
ハノーファーは大学街であり私のいた寮にも医学部

を始め電子工学，経済，デザインなど専攻の違う様々

な留学生がいました。そういった国も専門も違う友

人と寮のリビングで夕食を共にしながら自分の国の

話や将来の夢などについて語った日々は私にとって

かけがえのないものになりました。

MHHは，病床数１５００床のとても大きな病院で敷
地も東京ドーム４．５個分と広大であったため病院自

体が一つの小さな町のように感じました。実習内容

としては，神経内科病棟と脳卒中ケアユニット

（SCU）で２週間ずつ実習を行いました。神経内
科病棟では，多発性硬化症，パーキンソン病，筋萎

縮性側索硬化症など多くの疾患の経験することがで

きました。SCUでは，救急搬送される脳卒中患者
の初期治療とその後の管理について一連の流れを勉

強することができました。MHHに行くまでは病院
実習もまだ始まっておらず，知識や手技に関しては

教科書やOSCEでの実習のみによるものでした。
そんな私にとっては実際の臨床現場で働く医師・看

護師の一挙手一投足が新鮮でした。徳島大学での１

年間の実習が終わる今になっては恥ずかしい話なの

ですが，当時の私は採血でさえも食い入るように見

ていました。そんな私にMHHの先生が採血をし
てみるかと言ってもらえたのですが，今まで実際の

患者さんで採血をした経験はないということを伝え

るととても驚かれました。ドイツでは２年生から病

院での実習が始まり，５年生になると日本でいう研

修医１年目のような役割を実習生がしていました。

実際に私と一緒に実習を回っていた５年生の女子学

生は一人で入院患者の採血や身体診察を行い，その

結果を上級医に報告しそれを元に上級医の先生はカ

ルテを書いていました。最も驚いたのは，先生の監

督下ではありますが彼女が腰椎穿刺まで行っていた

ことです。彼女は，実際のDr.と同じように働いて
いるのに無給なのは腑に落ちないと嘆いていました

が，医療チームの一員として役割を与えられている

彼女がとてもうらやましいのと同時に世界のライバ

ルはここまでやっているのかと焦りを感じました。

この経験は，私にとってとても良い経験となりまし

た。その経験をもとにドイツから帰ってきて徳島大

学での１年間の病院実習を始める上で私が大切にし

てきたことは，当たり前のことですがベッドサイド

での経験を大切にするということです。担当の患者

さんと実際に話し病状の辛さやを知り，身体診察を

させて頂きながら疾患の特徴を身体で覚えることを

繰り返していく中でそれまで味気のなかった教科書

が今ではページを繰るごとに担当した患者さんの顔

が思い浮かぶようになりました。今後も患者さんか

ら学ぶという姿勢を忘れずに精進していきたいと思

います。

最後になりましたが，このような貴重な機会を与

えてくださった臨床神経科学梶龍兒教授，野寺裕之

先生に厚く御礼を申し上げます。

留留 学学 記記
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徳島赤十字病院

徳島赤十字病院 副院長

医学部２５期 長 江 浩 朗

私は昭和５４年卒業で専門は形成外科です。平成９

年小松島赤十字病院（現徳島赤十字病院）に赴任し

ました。病院が歩んできた道，現状などを紹介させ

ていただきます。

沿革

昭和２４年９月小松島町立診療所が日赤徳島県支部

に移管され，支部診療所として発足しました。翌昭

和２５年４月小松島赤十字病院と改称して病床数６０床

で診療を開始しています。その後増床を重ね，昭和

６２年には５６４床となりました。

片岡善彦院長就任

平成９年４月片岡善彦先生が院長に就任されまし

た。私が赤十字病院に赴任したのはそれから２カ月

後の６月です。折しも医療保険制度の改革が始まっ

た時期であり激動の時代の幕開けでした。

ここから病院が目指していったのは

① 在院日数の短縮。

② 紹介率の上昇。

③ 外来患者数／入院患者数（入外比）

を下げるための外来患者数の削減で

した。

まず入院患者の早期転院を図りまし

た。その後平成１２年に回復期リハビリ

テーション病棟が新設され，導入する

病院が増えてからは在院日数が劇的に

短縮されました。外来では日赤がかか

りつけ医であった慢性疾患の患者を近

隣の診療所に紹介しました。さらに職

員の外来受診まで制限しました。また，

一度紹介した患者が受診するときには

必ず紹介状を書いていただき，紹介率

のアップを目指しました。その甲斐あって平成１４年

１０月には紹介率８０％の地域支援病院になりました。

長期入院患者が転院し在院日数が短縮されると当然

のことながら空床が出てきます。そこで段階的にダ

ウンサイジングを進め，平成１８年５月の新病院開院

時には一般病床４０５床のみの病院になりました。

一方で救急業務には特に力をいれ体制を充実させ

ました。平成１４年４月には徳島県から小児救急医療

拠点病院に指定され，小児科医を４名から７名に増

員し，２交代制による２４時間小児救急を開始しまし

た。病院も思い切った決断をしましたが，当時の小

児科医局の協力なくしては実現できないことでした。

人材育成の面では平成１４年４月，全国に先駆けて

臨床研修看護師制度を開始しました。また，平成１６

年４月新医師臨床研修制度の開始時には単独型で研

修医を募集しました。両制度とも順調に稼働してお

り臨床研修看護師は毎年３０名以上採用し，臨床研修

医は１２名ほぼフルマッチとなっています。

日浅芳一院長就任

平成２３年４月片岡院長定年退職に伴い，日浅芳一

先生が院長に就任されました。断らない医療を全面

に押しだし救急医療の更なる充実を目指しました。

平成２７年４月からはドクターカー（救急車）の運用

を開始，平成２８年６月からはラピッドレスポンス

カー（乗用車）も導入されました。現在は１カ月に

５０～７０件の出動があり積極的な病院前治療に取り組

んでいます。

平成２６年５月にはハイブリッド手術室を新設し，

県内の他施設に先駆けて大動脈弁狭窄症に対する経

病病 院院 紹紹 介介

病院の全景
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皮大動脈弁留置術（TAVI）を開始しました。症例
数は７０件を越え良好な成績を残しています。

西棟竣工

現在の稼働状況は平均在院日数８．５日，１日当た

りの新入院者数４２．５人，病床利用率（入院患者延

数）９９．９％です。職員数は増加して現在千名を超

え，研修医を含めた医師数は１５９名となっています。

それに伴い様々な部署が手狭になってきました。そ

こで新棟建設を計画し平成２９年１１月１９日無事西棟竣

工となりました。

西棟の中心となる日帰り手術センターを活用し，

これまで短期入院で行っていた外科手術，カテーテ

ルを使った心臓病の検査や治療，内視鏡手術などを

日帰りで行うことで空床を確保して，今まで以上に

重症患者や救急患者を受け入れることを目指します。

同時にカテ室，内視鏡室を拡充し，PET-CTを
新設しました。スキルスラボ等の研修室，会議室，

職員の休憩室などにも十分なスペースを取りました。

また屋上には南海トラフ巨大地震に備えて一時避難

スペースを設け，地域住民の方が外階段からいつで

も避難できるようになっています。

医療を取り巻く環境は益々厳しくなりますが，救

急医療を中心とした高度急性期医療を充実させ，他

施設の皆様と連携して良い医療を構築するよう努力

いたしますのでご指導ご鞭撻の程よろしくお願いい

たします。

西棟引き渡し時
左から真鍋文雄前事務部長 庄野泰乃副院長兼看護部長 後藤哲也副院長 日浅芳一院長 筆者 武田芳嗣副院長

西棟スタッフラウンジ
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ゆ
う
あ
い
ホ
ス
ピ
タ
ル
多
田

克
２２
０
○

○
○

６２
法
人
芳

川
病

院
芳
川

博
哉

４０
○

○
○

○
○

○
○

肛
門
科

６３
法
人
吉
野
川

病
院
中
西
美
和
子
１１
５
○

○
○

○
○

○

６４
法
人
小

川
病

院
小
川

哲
也
１０
５
○
○

○
○
○
○

○

６５
法
人
成

田
病

院
藤
野

晴
彦

５８
○
○

○
○

○
○

○
○
○

６６
法
人
岩

朝
病

院
岩
朝

昭
４４
○

○
○

６７
法
人
井

上
病

院
井
上

篤
６０
○

○
○

○
○
○

６８
法
人
石
井
虹

の
橋

ク
リ
ニ

ッ
ク
竹
内
真
由
子

１９
○

○
○

○
○

○

６９
法
人
春
藤
内
科
胃
腸
科
春
藤

譲
治

１９
○
○
○
○

徳
島

県
南

部
地

区

７０
県

徳
島
県
立
海
部
病
院
坂
東

弘
康
１１
０
○

○
○

○
○

○
○

○

７１
日
赤
徳
島
赤
十
字
ひ
の
み
ね

総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
中
津

忠
則
１４
０
○

○
○

○
○

神
経
小
児
科

７２
市
町
村
海
陽
町
国
民
健
康
保
険

海
南

病
院
小
原

卓
爾

４５
○

○
○

○
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体
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診
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等
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病
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長
名
又
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長
名

病 床 数

診
療

科
名

内 科
呼 内
循 内
消 内
腎 内
神 内
糖 内
血 内
皮 膚

アレ
ル

ギ
ー
リ
ウ
マ
チ
感 染
小 児
精 神
心 療
外 科
呼 外
心 外
乳 外
気 食 外

消 外
泌 尿
肛 門
脳 外
整 形
形 成
美 容
眼 科
耳 鼻
小 外
産 婦
産 科
婦 人

リ
ハ
ビ
リ
放 射 線

麻 酔
病 診
臨 検
救 急
歯 科
矯 正
小 歯
口 外

そ
の
他

７３
市
町
村
海
陽
町
宍
喰
診
療
所
白
川

光
雄

－
○

○

７４
市
町
村
国
民
健
康
保
険

勝
浦

病
院
小
西

康
備

６０
○

○
○

○
○

７５
市
町
村
美
波
町
国
民
健
康
保
険

美
波

病
院
本
田

壮
一

５０
○

○
○
○

７６
市
町
村
美
波
町
国
民
健
康
保
険

日
和
佐
診
療
所
川
井

尚
臣

－
○

○
○

○
○

○

７７
日
赤
徳
島
赤
十
字
病
院
日
浅

芳
一
４０
５
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○

７８
厚
生
連
阿
南
共
栄
病
院
東

博
之
３４
３
○

○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

７９
法
人
阿
南
中
央
病
院
澤
田

誠
三
２２
９
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○
○

８０
法
人
大

里
医

院
松
田

啓
次

－
○

○
○

○

８１
法
人
小
松
島
金
磯
病
院
加
藤

好
包

４３
○

○
○

８２
法
人
小
松
島

病
院
福
本

常
雄

９２
○

○
○

○

８３
法
人
碩
心
館

病
院
藤
本

卓
８２
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○

８４
法
人
玉

真
病

院
神
田

光
則

４２
○

○
○

○
○
○

○
○

８５
法
人
冨

田
病

院
阿
部

司
郎
１４
４
○

○
○
○

８６
法
人
杜
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
�
坂
要
一
郎
１２
７
○

○
○

８７
法
人
宮

本
病

院
宮
本

英
之

４８
○

○
○

○
○

８８
市
町
村
上
那
賀

病
院
鬼
頭

秀
樹

４０
○

○
○

○
○

○
○

８９
法
人
藤

野
医

院
藤
野

和
也

１９
○

○
○

○

９０
法
人
ラ
イ
フ
ク
リ
ニ
ッ
ク
岩
浅
祐
二
郎

０
○
○

○
○

○
○
○

○

香
川

県
地

区

９１
県

香
川
県
立
白
鳥
病
院
坂
東

重
信
１５
０
○

○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

９２
県

香
川
県
立
丸
亀
病
院
長
楽
鉄
乃
祐
２１
５
○

○
○

○
○

９３
市
町
村
さ
ぬ
き
市
民
病
院
�
田

道
昭
１７
５
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

９４
市
町
村
高
松
市
民
病
院
和
田

大
助
４１
７
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

９５
市
町
村
三
豊
市
立
西
香
川
病
院
大
塚

智
丈
１５
０
○

○
○

９６
市
町
村
三
豊
総
合
病
院
安
東

正
晴
４８
２
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
頭
頸
部
外
科
，
放
射
線
診
断

科
，
放
射
線
治
療
科

９７
日
赤
高
松
赤
十
字
病
院
網
谷

良
一
５７
６
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
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等
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長
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長
名
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診
療

科
名

内 科
呼 内
循 内
消 内
腎 内
神 内
糖 内
血 内
皮 膚

アレ
ル

ギ
ー
リ
ウ
マ
チ
感 染
小 児
精 神
心 療
外 科
呼 外
心 外
乳 外
気 食 外

消 外
泌 尿
肛 門
脳 外
整 形
形 成
美 容
眼 科
耳 鼻
小 外
産 婦
産 科
婦 人

リ
ハ
ビ
リ
放 射 線

麻 酔
病 診
臨 検
救 急
歯 科
矯 正
小 歯
口 外

そ
の
他

９８
厚
生
連
屋
島
総
合
病
院
安
藤

健
夫
２７
９
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科
，
透
析
科

９９
厚
生
連
滝
宮
総
合
病
院
大
越

祐
一
１９
１
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

○

１０
０
医
社
オ
リ
ー
ブ
高
松
メ
デ
ィ

カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
福
井

敏
樹

－
○

○

１０
１
法
人
ま
る
が
め
医
療
セ
ン
タ
ー
鎌
野

周
平
３０
０
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

神
経
小
児
科

１０
２
法
人
回

生
病

院
杵
川

文
彦
４０
２
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
科
，
性
病

科

１０
３
独
法

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

四国
こど
もと
おと
なの
医療
セン

ター
中
川

義
信
６８
９
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

１０
４
医
社
阪

本
病

院
小
川

智
也
１０
８
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

１０
５
法
人
瀬
戸
健
康
管
理
研
究
所
太
田

房
雄

－
○

愛
媛

県
地

区

１０
６

県
愛
媛
県
立
中
央
病
院
西
村

誠
明
８２
７
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

漢
方
内
科
，
新
生
児
内
科
，
ペ

イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
科

１０
７

県
愛
媛
県
立
新
居
浜
病
院
酒
井

堅
３１
３
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○

１０
８
日
赤
松
山
赤
十
字
病
院
横
田

英
介
６５
０
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
血
管
外
科
，
放
射
線
診
断
科
，

放
射
線
治
療
科
，
肝
臓
・
胆
の

う
・
膵
臓
内
科

１０
９
共
済
公
立
学
校
共
済
組
合

四
国
中
央
病
院
鎌
田

正
晴
２７
５
○

○
○

○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

１１
０
法
人
社
会
医
療
法
人

石
川
記
念
会

HI
TO
病
院
石
川

賀
代
２５
７
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

１１
１
法
人
十
全
総
合
病
院
中
村

寿
３５
０
○

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○

○
循
環
器
科
，胃
腸
科
，神
経
科
，呼

吸
器
科

１１
２
法
人
今
治
第
一
病
院
曽
我
部
仁
史

９０
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○

○

１１
３
独
法
独
立
行
政
法
人

国
立
病
院
機
構

四
国
が
ん
セ
ン
タ
ー
谷
水

正
人
４０
５

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○
○

○

高
知

県
地

区

１１
４
市
町
村
四
万
十
市
立
市
民
病
院
樋
口

佑
次

９９
○
○

○
○

○
○

○
○

漢
方
内
科

１１
５
市
町
村
土

佐
市

立
土
佐
市
民
病
院
田
中

肇
１５
０
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○

１１
６
組
合
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
吉
川

清
志
６６
０

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

１１
７
日
赤
高
知
赤
十
字
病
院
浜
口

伸
正
４６
８
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

１１
８
厚
生
連
JA

高
知
病
院
谷
木

利
勝
１７
８
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○

１１
９
法
人
高
知
鏡
川
病
院
横
山

佳
秀
２７
２
○

○
○
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長
名
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長
名

病 床 数

診
療

科
名

内 科
呼 内
循 内
消 内
腎 内
神 内
糖 内
血 内
皮 膚

アレ
ル

ギ
ー
リ
ウ
マ
チ
感 染
小 児
精 神
心 療
外 科
呼 外
心 外
乳 外
気 食 外

消 外
泌 尿
肛 門
脳 外
整 形
形 成
美 容
眼 科
耳 鼻
小 外
産 婦
産 科
婦 人

リ
ハ
ビ
リ
放 射 線

麻 酔
病 診
臨 検
救 急
歯 科
矯 正
小 歯
口 外

そ
の
他

１２
０
法
人
高
知
高
須
病
院
大
田

和
道

６３
○

○
○
○

○
○

○

１２
１
法
人
同

仁
病

院
安
岡

照
道
２５
２
○

○
○

○
○

１２
２
独
法
独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
高
知
病
院
大
串

文
隆
４２
４
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○

１２
３
法
人
室

戸
病

院
三
宮

勝
隆

０
○

○
○

○
○

○
○

小
児
科
，
胃
腸
科
，
循
環
器
科

北
海

道
地

区

１２
４
法
人
釧
路
孝
仁
会
記
念
病
院
原
田

英
之
２３
２
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○
○

茨
城

地
区

１２
５
生
協
友
愛
記
念
病
院
加
藤

奨
一
３２
５
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

埼
玉

県
地

区

１２
６
法
人
彩
の
国
東
大
宮

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
坂
本

嗣
郎
３３
７
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○

静
岡

県
地

区

１２
７

聖
隷
浜
松
病
院
鳥
居

裕
一
７５
０
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
内
分
泌
内
科
，
腫
瘍
放
射
線

科
，
肝
臓
・
胆
の
う
・
膵
臓
外

科
，
大
腸
・
肛
門
外
科

京
都

府
地

区

１２
８
法
人
武
田
総
合
病
院
森
田

陸
司
５０
０
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○

大
阪

府
地

区

１２
９
財
団
住

友
病

院
松
澤

佑
次
４９
９
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

兵
庫

県
地

区

１３
０

県
兵
庫
県
立
淡
路
医
療

セ
ン

タ
ー
小
山

隆
司
４４
１
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○

○

１３
１
会
社
三
菱
神
戸
病
院
佐
々
木
順
子
１８
８
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○

１３
２
法
人
神
鋼
記
念
病
院
東
山

洋
３３
３
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
放
射
線
治
療
科
，
放
射
線
診
断

科

１３
３
法
人
ベ
リ
タ
ス
病
院
辻
村

知
行
１９
９
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○

１３
４
医
社
中

林
病

院
中
林

愛
晶

９３
○

○
○

○
○
○

○
○

○
○

１３
５
個
人
翠
鳳
第
一
病
院
吉
田

勇
人
１１
９
○

○
○

○
○

○

１３
６
法
人
八

木
病

院
岡

夏
生

９８
○

○
○

○
○
○

○
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N
O
経
営
体
病
院
又
は
診
療
所
等
名
病
院
長
名
又

は
施
設
長
名

病 床 数

診
療

科
名

内 科
呼 内
循 内
消 内
腎 内
神 内
糖 内
血 内
皮 膚

アレ
ル

ギ
ー
リ
ウ
マ
チ
感 染
小 児
精 神
心 療
外 科
呼 外
心 外
乳 外
気 食 外

消 外
泌 尿
肛 門
脳 外
整 形
形 成
美 容
眼 科
耳 鼻
小 外
産 婦
産 科
婦 人

リ
ハ
ビ
リ
放 射 線

麻 酔
病 診
臨 検
救 急
歯 科
矯 正
小 歯
口 外

そ
の
他

和
歌

山
県

地
区

１３
７
社
保
紀

南
病

院
赤
木

秀
治
３５
６
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

岡
山

県
地

区

１３
８
法
人
倉
敷
中
央
病
院
山
形

専
１１
６６
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
内
分
泌
・
代
謝
内
科
，
緩
和
ケ

ア
科
，
頭
頸
部
外
科
，
放
射
線

診
断
科
，
放
射
線
治
療
科

広
島

県
地

区

１３
９
法
人
ビ
ハ
ー
ラ
花
の
里
病
院
大
谷

道
倫
３０
０
○

○
○
○

○

１４
０
医
社
浜
脇
整
形
外
科
病
院
�
脇

純
一
１６
０

○
○

○
○

佐
賀

県
地

区

１４
１
法
人
藤

�
病

院
安
芸

雅
史

６２
○

○
○

○
○

大
分

県
地

区

１４
２
医
社
大
分
中
村
病
院
中
村

太
郎
２６
０
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○

○
○
○

宮
崎

県
地

区

１４
３
医
社
ブ
レ
ス
ト
ピ
ア

宮
崎

病
院
駒
木

幹
正

３６
○

○

沖
縄

県
地

区

１４
４
法
人
浦
添
総
合
病
院
福
本

泰
三
３３
４
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○
食
道
外
科

休
診
中
：
小
児
科
，
産
科
，
婦

人
科
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徳大関係医療機関協議会会則

（名称）

第１条 本会は，徳大関係医療機関協議会と称する。

（事務所）

第２条 本会は，事務所を徳島大学病院内に置く。

（目的）

第３条 本会は，会員相互の親睦，研修を図るとと

もに医学の進歩発達及び病院経営の合理化に寄与

することを目的とする。

（組織）

第４条 本会は，徳大関係医療機関の管理者の職に

ある者をもって組織する。

（２）前項に掲げるもののほか，徳島大学病院，医

学部及び歯学部の各講座・診療科等の推薦に基づ

き，徳島大学病院長（以下「病院長」という。）

が承認したものを加えることができる。

（役員）

第５条 本会に，会長及び評議員若干名の役員を置

く。

（２）会長は，病院長をもって充て，会務を総理す

る。

（３）評議員は，地区別会員中から会長が委嘱し，

会長の諮問に応ずる。

（総会）

第６条 総会は，定例総会及び臨時総会とする。

（２）定例総会は，毎年１回会長が招集する。

（３）臨時総会は，必要に応じて会長が招集する。

（経費）

第７条 本会の運営に必要とする経費は，次の会費

及びその他の収入をもって充てる。

通常会費 ２，０００円（年一医療機関につき）

臨時会費 総会の都度徴収する。

（附則）

この会則は，昭和４３年１２月３日から施行する。

（附則）

この会則は，昭和４７年１月１４日から施行する。

（附則）

この会則は，昭和４９年１月１１日から施行する。

（附則）

この会則は，昭和５５年１月１１日から施行する。

（附則）

この会則は，昭和５６年１月２３日から施行する。

（附則）

この会則は，平成１６年１月３０日から施行し，平成

１５年１０月１日から適用する。

第５４回徳大関係医療機関協議会総会
徳島大学病院副病院長 香 美 祥 二（医学部２６期）

第５４回徳大関係医療機関協議会総会は平成３０年１

月２６日（金）にホテルクレメント徳島において開催

されました。出席者は徳島大学から８７名，関係医療

機関から４２名の計１２９名です。

最初に徳島大学病院長，永廣信治先生が開会のご

挨拶を行い，その後，本院の現状について説明しま

した。病院長は大学病院の理念の中で，安全な医療

の実践を心がけており，そのために院内安全管理体

制を充実させている旨を説明しました。国の特定機

能病院の医療安全に関する承認要件の見直しに従い，

高難度新規医療技術や未承認の医薬品等による医療

の実施につき検討する部門を準備していることも説

明しました。特に，未承認や適応外の医薬品を用い

た臨床研究では，今後は臨床研究法の規則下の研究

となり院内に特定臨床研究審査委員会の設置が求め

られているとのことでした。また，大学病院の新し

い取り組みとしては，１）県立中央病院と共に共同

初期臨床研修，物品購入，共同災害訓練などの実施

を行い総合メデイカルゾーンとしての機能を高めて

いること，２）国際貢献の一貫として，JICA（独
立行政法人国際協力機構）プロジェクトに加わり首

都ウランバートルにおける日本モンゴル教育病院の

運営管理や医療体制整備に協力していること，３）

県内のメデイカルICTの充実のために，総務省の
クラウド型医療情報連携基盤（Electronic
Health Record:EHR）高度化事業より資金を
頂き，「阿波あいネット」を設立したこと，４）東

京オリンピック２０２０を控えスポーツ振興が求めら

れる中，スポーツ外傷の臨床と研究に取り組む総合

スポーツ医学センターを設立したことなど，詳細に



－66－

解説しました。このような国内外における新しい取

り組みを契機として大学病院をこれまで以上に発展

させていく決意であることを述べられました。

病院長報告に続いて，新しい徳島大学役員の佐々

木卓也理事（研究担当），吉田和文理事（地域・産

官学連携担当）からご挨拶がありました。続いて新

たに学部教授に就任された遠藤逸朗先生（医用検査

学），�木康志介先生（脳神経外科学），廣瀬隼先生
（医療情報学），湯本浩通先生（歯周歯内治療学）

と新たな寄附講座特任教授に就任された松浦哲也先

生（脊椎関節機能再建外科学），山田博胤先生（地

域循環器内科学）の６名より，それぞれ簡単なご挨

拶をいただきました。

続いて卒後臨床研修センター報告として安倍セン

ター長から研修プログラムについて説明がありまし

た。徳島大学病院初期研修プログラムは，地元で活

躍する診療能力の高い医師を育成するために，徳島

大学病院と徳島県内外の研修協力病院との間で各病

院の特徴と強みを活かした融合研修を進めています。

平成３０年度からは，徳島県立中央病院と大学病院が

役割分担している診療現場に研修医がより広く参加

し多様な症例を経験するために，総合メディカル

ゾーン（MZ）構想の取り組みの一つとして，両病
院を跨いだ診療科ごとの双方向の一体化研修，「MZ
重点研修プログラム」を開始するとのことです。

次にキャリア形成支援地域センターと地域医療支

援センター副センター長，赤池雅史先生から専門医

研修プログラムと地域枠医師につき報告がありまし

た。

１）徳島大学病院では１８の基本領域専門研修プログ

ラムを構築しており，研修施設は四国を中心に全国

に広がり９０施設にのぼっていること。シミュレータ，

生豚，未固定遺体による外科修練施設も充実してい

る。これらの結果，初期臨床研修制度開始後に減少

していた県内で専門研修を行う者の数が徐々に回復

している。２）院内に設置された徳島県地域医療支

援センターが中心となり，本人の希望，地域医療ニー

ズ，キャリア形成を考慮しながら地域特別枠医師の

配置調整を開始しており，制度離脱者はなく順調に

進んでいるとのことです。

病院報告の最後に，病院情報センターの玉木悠助

教より徳島県全域医療連携ネットワーク，「阿波あ

いネット」の特徴と今後の展望についての説明があ

りました。

関連病院からの現状報告として，坂東弘康先生（徳

島県立海部病院長），住友正幸先生（徳島県立三好

病院長）からお話を伺いました。坂東先生は，海部

病院のこれまでの歩みと現在，取り組んでいる救急，

災害医療，訪問医療，総合診療医の育成につき解説

しました。住友先生からは三好病院の概要，理念を

説明した後，西部圏域（四国の中央部）における病

院の役割と使命につきプレゼンテーションをいただ

きました。両病院の存在が地域の医療を支えている

だけでなく，住民の生活基盤を守る要になっている

ことが強く印象に残りました。

１０分間の休憩をはさんで特別講演に入りました。

今回は東京大学高齢社会総合研究機構教授，飯島勝

也先生に「超高齢社会を見据えた未来医療予想図－

地域コミュニティのリデザイン」というテーマでご

講演をいただきました。桐野先生は，疫学データ，

社会医学の観点から日本の超高齢時代の到来に向け

て，どのようにすれば高齢世代の方々が元気で豊か

な老後を送って頂けるのか，その予防戦略につき解

説をしてくださいました。飯島先生は，フレイル（虚

弱）というコンセプトを提案し，その予防対策が重

要であり，特に身体的フレイル（ロコモティブシン

ドローム，サルコペニア，オーラルフレイル）の予

防プログラムの確立が課題であると述べられました。

市民レベルで行えるサルコペニア危険度のフレイル

チェック活動も提案されていました。老人が社会と

のつながりの喪失することがフレイルドミノの入り

口になることより，社会全体での健康寿命の延長に

向けたフレイル予防が大切であると感じました。

総会終了後，ホテル内の別会場で情報交換会が行

われ多数のご参加をいただきました。徳島市民病院

管理者，曽根三郎先生のご発声で乾杯し，参加者同

士で和やかな懇親の場が設けられました。ここでも

飯島先生を中心に新用語フレイル，国の高齢化社会

対策の話や管理者ならではの関心事で会話が盛り上

がりました。



徳
島
大
学
病
院
外
来
担
当
医
一
覧
表
（
医
科
診
療
部
門
）

平
成
３０
年
４
月
１
日
現
在

診
療
科
名

月
火

水
木

金
備
考

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

内 科

循
環
器
内
科

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

佐
田
政
隆
（
FA
X
）

赤
池
雅
史
（
FA
X
）

添
木
武
（
FA
X
）

松
本
和
久
（
FA
X
）

初
診
・
再
診

八
木
秀
介
（
FA
X
）

伊
勢
孝
之
（
FA
X
）（
T
A
V
I）

楠
瀬
賢
也
（
FA
X
）

伊
勢
孝
之（
T
A
V
I）（

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
外
来
）

【
第
１
・
２
週
】

初
診
・
再
診

山
口
浩
司
（
F
A
X
）

飛
梅
威
（
F
A
X
）

福
田
大
受
（
F
A
X
）

轟
貴
史
（
初
・
再
診
）

受
付
時
間

８：
３０
～
１１
：０
０

T
E
L６
３３
‐７
１１
８

FA
X６
３３
‐７
４７
９

若
槻
哲
三（
FA
X
）

山
田
博
胤（
FA
X
）

（
睡
眠
時
無
呼
吸
外
来
）

伊
勢
孝
之

川
端

豊（
FA
X
）

伊
藤
浩
敬（
FA
X
）

（
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
外
来
）

【
１４
：
００
～
】

伊
勢
孝
之（
FA
X
）

（
肺
高
血
圧
症
外
来
）

西
條
良
仁

山
口
浩
司（
TA
VI
）（
腫
瘍
循
環
器
）

【
１４
：
００
～
】

山
田
博
胤

（
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
外
来
）

伊
勢
孝
之 （
FA
X
）

（
腫
瘍
循
環
器
）

【
１５
：
００
～
】

西
條
良
仁

（
肺
高
血
圧
症
外
来
）

【
１４
：
３０
～
】

八
木
秀
介

心
エ
コ
ー
外
来

山
田
博
胤（
FA
X
の
み
）

楠
瀬
賢
也（
FA
X
の
み
）

呼
吸
器
・

膠
原
病
内
科

初
診
・
再
診

豊
田
優
子
（
FA
X
）

河
野

弘
（
FA
X
）

近
藤
真
代
（
FA
X
）

荻
野
広
和
（
再
診
）

初
診
・
再
診

後
東
久
嗣
（
FA
X
）

飛
梅
亮
（
FA
X
）

内
藤
伸
二
（
FA
X
）

初
診
・
再
診

西
岡
安
彦
（
F
A
X
）

楊
河
宏
章
（
F
A
X
）

佐
藤
正
大
（
F
A
X
）

軒
原
浩
（
再
診
）

初
診
・
再
診

吾
妻
雅
彦（
FA
X
）

河
野

弘（
FA
X
）

西
條
敦
郎（
再
診
）

岸
昌
美

（
渡
航
外
来
）

【
１４
：
００
～
１６
：
００
】

東
桃
代

消
化
器
内
科

初
診
・
再
診

佐
藤
康
史
（
FA
X
）

宮
本
弘
志
（
FA
X
）

友
成

哲
（
FA
X
）（
肝
臓
）

藤
野
泰
輝
（
FA
X
）

初
診
・
再
診

高
山
哲
治
（
FA
X
）

岡
本
耕
一
（
FA
X
）

田
中
久
美
子
（
FA
X
）

三
好
人
正
（
FA
X
）

初
診
・
再
診

岡
久
稔
也
（
FA
X
）（
午
前
）

北
村
晋
志
（
FA
X
）

中
村
文
香
（
FA
X
）

三
井
康
裕
（
FA
X
）

田
中
宏
典
（
FA
X
）（
肝
臓
）

初
診
・
再
診

六
車
直
樹
（
F
A
X
）

田
中
貴
大
（
F
A
X
）（
肝
臓
）

岡
田
泰
行
（
F
A
X
）

宮
本
佳
彦
（
F
A
X
）

腎
臓
内
科

初
診
・
再
診

長
井
幸
二
郎
（
FA
X
）

初
診
・
再
診

岸
誠
司
（
FA
X
）

初
診
・
再
診

安
部
秀
斉

田
蒔
昌
憲
（
F
A
X
）

初
診
・
再
診

村
上
太
一
（
F
A
X
）

内
分
泌
・
代
謝
内
科

初
診
・
再
診

粟
飯
原
賢
一
（
FA
X
）

吉
田
守
美
子
（
FA
X
）

初
診
・
再
診

明
比
祐
子
（
FA
X
）

初
診
・
再
診

遠
藤
逸
朗
（
再
診
）（
午
後
）

福
本
誠
二
（
FA
X
）（
午
前
）

初
診
・
再
診

遠
藤
逸
朗
（
F
A
X
）

粟
飯
原
賢
一
（
F
A
X
）

初
診
・
再
診

倉
橋
清
衛
（
F
A
X
）

糖
尿
病
外
来

吉
田
守
美
子
（
FA
X
）

船
木
真
理
【
第
２
・
３
週
】

松
久
宗
英
（
FA
X
）

黒
田
暁
生
（
F
A
X
）

倉
橋
清
衛
（
F
A
X
）

血
液
内
科

初
診
・
再
診

安
倍
正
博
（
FA
X
）

藤
井
志
朗
（
FA
X
）

初
診
・
再
診

三
木
浩
和
（
FA
X
）

初
診
・
再
診

中
村
信
元
（
F
A
X
）

初
診
・
再
診

賀
川
久
美
子
（
F
A
X
）

造
血
幹
細
胞
移
植
外
来

藤
井
志
朗（
FA
X
）

賀
川
久
美
子（
FA
X）

【
１３
：
００
～
１４
：
００
】

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外
来

（
看
護
師
・
薬
剤
師
）

【
１３
：０
０
～
１４
：
００
】

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外
来

（
看
護
師
・
薬
剤
師
）

神
経
内
科

初
診
・
再
診

和
泉
唯
信
（
再
診
）

大
崎
裕
亮
（
FA
X
）（
初
診
）

初
診
・
再
診

梶
龍
兒
（
FA
X
）

（
初
診
の
み
：
完
全
予
約
制
）

和
泉
唯
信
（
再
診
）

藤
田
浩
司
（
初
診
）

初
診
・
再
診

梶
龍
兒
（
再
診
）

和
泉
唯
信
（
FA
X
）（
初
，
再
診
）

村
上
永
尚
（
再
診
）

宮
本
亮
介
（
FA
X
）（
初
診
）

大
崎
裕
亮
（
午
後
）（
再
診
）

再
診

梶
龍
兒
（
B
T
X
外
来
／
再
診
）

和
泉
唯
信
（
再
診
）

佐
光

亘
（
再
診
）

藤
田
浩
司
（
再
診
）

初
診
・
再
診

山
本
遥
平
（
再
診
）

宮
本
亮
介
（
再
診
）

野
寺
裕
之（
FA
X）（
初
診
）【
第
１
・
３
・
５
週
】

佐
光
亘（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
）（
初
診
）

【
第
２
・
４
週
】

沖
良
祐

（
午
後
）（
再
診
）
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診
療
科
名

月
火

水
木

金
備
考

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

外 科

消
化
器
・
移
植
外
科

初
診

初
診

（
ド
ナ
ー
外
来
）

森
根
裕
二

池
本
哲
也

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

T
E
L６
３３
‐７
１３
６

FA
X６
３３
‐７
４８
２

島
田
光
生（
FA
X）

（
ド
ナ
ー
外
来
）

島
田
光
生

島
田
光
生（

FA
X）

（
ド
ナ
ー
外
来
）

島
田
光
生

肝
・
胆
・
膵
外
科

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

岩
橋
衆
一
（
FA
X
）

齋
藤
裕

初
診
・
再
診

森
根
裕
二
（
F
A
X
）

池
本
哲
也
（
F
A
X
）

居
村

暁
齋
藤

裕
池
本
哲
也

消
化
管
外
科

（
上
部
消
化
管
外
来
）

吉
川
幸
造（

FA
X）

柏
原
秀
也

（
消
化
管
外
来
）

徳
永
卓
哉（
午
後
）

（
上
部
消
化
管
外
来
）

西
正
暁

柏
原
秀
也

（
下
部
消
化
管
外
来
）

東
島
潤

（
上
部
消
化
管
外
来
）

西
正
暁

高
須
千
絵

（
消
化
管
外
来
）

徳
永
卓
哉
（
午
前
）

（
下
部
消
化
管
外
来
）

西
正
暁

（
下
部
消
化
管
外
来
）

東
島

潤
（
FA
X
）

小
児
外
科
・

小
児
内
視
鏡
外
科

石
橋
広
樹
（
FA
X
）

石
橋
広
樹
（
FA
X
）

森
大
樹（

FA
X）

呼
吸
器
外
科

初
診
・
再
診

近
藤
和
也
（
FA
X
）

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

滝
沢
宏
光
（
F
A
X
）

吉
田
光
輝（

FA
X）

（
午
前
）

鳥
羽
博
明（
午
後
）

食
道
・

乳
腺
甲
状
腺
外
科

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

再
診

（
乳
腺
外
来
）

丹
黒
章（
FA
X
）

中
川
美
砂
子

森
本
雅
美

武
知
浩
和

池
内
真
由
美

（
甲
状
腺
外
来
）

坪
井
光
弘（
午
後
）

（
食
道
甲
状
腺
外
来
）

丹
黒
章（

FA
X）
（
食
道
外
来
）

吉
田
卓
弘（
午
後
）

（
甲
状
腺
外
来
）

滝
沢
宏
光
（
F
A
X
）

（
乳
腺
外
来
）

森
本
雅
美

武
知
浩
和

兼
松
美
幸（
午
後
）

緩
和
ケ
ア
外
来

武
知
浩
和
（
F
A
X
）

整 形 外 科

初
診

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

T
E
L６
３３
‐７
２３
７

FA
X６
３３
‐７
４８
４

西
良
浩
一
（
脊
椎
FA
X
）

千
川
隆
志
（
脊
椎
FA
X
）

高
田
洋
一
郎
（
脊
椎
FA
X
）

高
砂
智
哉
（
関
節
FA
X
）

福
田
昇
司（
関
節
FA
X
）【
月
１
回
】

西
良
浩
一（
脊
椎
FA
X
）【
第
１
週
の
み
】

酒
井
紀
典
（
脊
椎
FA
X
）

浜
田
大
輔（
関
節
FA
X）【
第
１
・
３
週
の
み
】

宮
城
亮
（
腫
瘍
FA
X
）

後
東
知
宏（
関
節
FA
X）

殿
谷
一
朗（
関
節
FA
X）

米津
浩（
骨粗
鬆症

FA
X）

小
児
・
難
治
性
骨
折

安
井
夏
生（
再
診
の
み
）

脊
椎

酒
井
紀
典（
再
診
）

千
川
隆
志（
再
診
）
西
良
浩
一（
再
診
）

酒
井
紀
典（
再
診
）
高
田
洋
一
郎（
再
診
）

手
束
文
威（
再
診
）
高
田
洋
一
郎（
側
弯
）

手
束
文
威（
再
診
）

腫
瘍

宮
城
亮（
再
診
）
宮
城
亮（
再
診
）

遠
藤
健
次

（
月
１
回
程
度
再
診
の
み
）

関
節

浜
田
大
輔（
再
診
）＊

後
東
知
宏（
再
診
）

高
砂
智
哉（
再
診
）

浜
田
大
輔（
再
診
）＊

【
第
５
週
休
診
】

後
東
知
宏（
再
診
）

後
東
知
宏（
再
診
）

高
砂
智
哉（
再
診
）

殿
谷
一
朗（
再
診
）
殿
谷
一
朗（
再
診
）

福
田
昇
司（
再
診
） （
月
１
回
）

骨
粗
鬆
症

米
津
浩
（
再
診
）

女
性
運
動
器
・

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

佐
藤
紀
（
再
診
）

ス
ポ
ー
ツ
外
来
（
午
後
）

松
浦
哲
也

（
関
節
FA
X）（
再
診
）

岩
目
敏
幸（
再
診
）

松
浦
哲
也

（
関
節
FA
X
）

松
浦
哲
也

（
関
節
FA
X）（
再
診
）

岩
目
敏
幸

（
関
節
FA
X
）

受
付
時
間

１３
：
００
～
１５
：
３０

T
E
L６
３３
‐７
２３
７

FA
X６
３３
‐７
４８
４
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診
療
科
名

月
火

水
木

金
備
考

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

心 臓 血 管 外 科

小
児
心
臓

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

北
川
哲
也

北
市
隆【
第
２
・
４
週
休
診
】

菅
野
幹
雄

初
診
・
再
診

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

T
E
L６
３３
‐７
１５
０

FA
X６
３３
‐７
４８
３

北
川
哲
也（
FA
X
）

北
市
隆

成
人
心
臓

北
川
哲
也（
FA
X
）

黒
部
裕
嗣（
FA
X
）

黒
部
裕
嗣（
FA
X
）

【
第
３
週
休
診
】

黒
部
裕
嗣（
FA
X
）

血
管
外
科

藤
本
鋭
貴（
FA
X
）

専
門
外
来

（
成
人
先
天
性
心
疾
患
外
来
）

（
大
動
脈
瘤
外
来
）

北
川
哲
也（
FA
X
）

北
市

隆（
FA
X
）

藤
本
鋭
貴（
FA
X
）

（
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
外
来
）【
第
３
週
の
み
】

（
T
A
V
I専
門
外
来
）

黒
部
裕
嗣

（
T
A
V
I専
門
外
来
）

黒
部
裕
嗣

（
成
人
心
臓
専
門
外
来
）

（
成
人
心
臓
専
門
外
来
）

（
成
人
心
臓
専
門
外
来
）

（
成
人
心
臓
専
門
外
来
）

（
成
人
心
臓
専
門
外
来
）

黒
部
裕
嗣（
午
前
）

黒
部
裕
嗣
【
１０
：
００
～
１３
：
００
】

黒
部
裕
嗣（
午
前
）

黒
部
裕
嗣（
午
後
）

黒
部
裕
嗣（
午
後
）

泌 尿 器 科

初
診
・
再
診

福
森
知
治
（
FA
X
）

楠
原
義
人
（
FA
X
）

岸
本
大
輝
（
E
D
・
不
妊
）（
FA
X
）

【
１３
：
４０
～
１６
：
００
】

初
診
・
再
診

金
山
博
臣
（
FA
X
）

山
本
恭
代
（
FA
X
）

高
橋
正
幸
（
小
児
泌
尿
器
）（
FA
X
）

森
英
恭
（
FA
X
）

初
診
・
再
診

高
橋
正
幸
（
F
A
X
）

福
森
知
治
（
前
立
腺
小
線
源
） （
FA
X）

山
口
邦
久
（
F
A
X
）

初
診
・
再
診

金
山
博
臣
（
F
A
X
）

布
川
朋
也
（
F
A
X
）

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

T
E
L６
３３
‐７
１５
７

FA
X６
３３
‐７
４８
７

（
女
性
泌
尿
器
）

山
本
恭
代（
FA
X
）

【
８
：
３０
～
１２
：
３０
】

（
神
経
因
性
膀
胱
）

山
本
恭
代

【
１４
：
００
～
１６
：
００
】

腎
移
植
外
来

山
口
邦
久

（
FA
X）
（
予
約
の
み
）

【
１４
：
００
～
１６
：
３０
】

眼
科

初
診
・
再
診

初
診
担
当
医
（
FA
X
）

江
川
麻
理
子
（
ぶ
ど
う
膜
）（
FA
X
）

四
宮
加
容（
斜
視
弱
視
・
眼
瞼
眼
窩
涙
道
・

小
児
眼
科
）（
FA
X
）

香
留

崇
（
網
膜
硝
子
体
）（
FA
X
）

藤
原
亜
希
子
（
緑
内
障
）（
FA
X
）

大
串
陽
子

仁
木
昌
徳

藤
本
智
子

梶
田
敬
介

谷
彰
浩

山
田
将
之

初
診
・
再
診

三
田
村
佳
典（
網
膜
硝
子
体
）（
FA
X
）

井
上
昌
幸
（
緑
内
障
）（
FA
X
）

検
査
外
来
（
斜
視
・
弱
視
）（
FA
X
）

検
査
外
来
（
眼
底
・
O
C
T
） （
FA
X
）

赤
岩
慶

江
川
麻
理
子（
網
膜
色
素
変
性
：
FA
X）（
２
回
／
月
）

藤原
亜希
子（
ロー
ビジ
ョン
：F
AX
）【第
１・
３・
５週
】

初
診
・
再
診

初
診
担
当
医
（
FA
X
）

内
藤
毅（
網
膜
硝
子
体
）【
再
診
の
み
】

四
宮
加
容（
斜
視
弱
視
・
眼
瞼
眼
窩
涙
道
・

小
児
眼
科
）（
FA
X
）

大
串
陽
子（
斜
視・
弱
視・
小
児
眼
科
）（
FA
X
）

仙
波
賢
太
郎（
網
膜
硝
子
体
）（
FA
X
）

藤
原
亜
希
子（
眼
瞼
・
眼
窩
・
涙
道
・
緑
内
障
）（
FA
X）

山
中
千
尋

藤
本
智
子

赤
岩
慶

谷
彰
浩

初
診
・
再
診

初
診
担
当
医
（
F
A
X
）

秦
裕
子
（
緑
内
障
）（
F
A
X
）

江
川
麻
理
子
（
ぶ
ど
う
膜
）（
F
A
X
）

香
留
崇
（
網
膜
硝
子
体
）（
F
A
X
）

山
中
千
尋
（
緑
内
障
）（
F
A
X
）

仙
波
賢
太
郎

樋
端
透
史

梶
田
敬
介

山
田
将
之

初
診
・
再
診

三
田
村
佳
典（
網
膜
硝
子
体
） （
FA
X
）

宮
本
龍
郎
（
角
膜
）（
F
A
X
）

美
馬
彩
（
緑
内
障
）（
F
A
X
）

樋
端
透
史
（
角
膜
）（
F
A
X
）

検
査
外
来
（
G
P
）（
F
A
X
）

検
査
外
来
（
IA
）（
F
A
X
）

松
下
新
悟
【
第
１
・
３
週
】

仁
木
昌
徳

受
付
時
間

・
初
診

８
：
３０
～
１０
：
３０

T
E
L６
３３
‐７
１６
１

FA
X６
３３
‐７
４８
８

・
火
曜
日
完
全
予
約
制

耳
鼻
咽
喉
科
・

頭
頸
部
外
科

再
診

高
橋
美
香

石
谷
祐
記
� � �

蔭
山
麻
美

＜
交
代
制
＞

両
角
遼
太

近
藤
英
司【
偶
数
週
】／
中
野
誠
一【
奇
数
週
】＜
交
代
制
＞

初
診
・
再
診

初
診
担
当
医
（
FA
X
）

武
田
憲
昭
（
FA
X
）

佐
藤
豪

東
貴
弘

中
野
誠
一

再
診

佐
藤
豪【
奇
数
週
】／
松
田
和
徳【
偶
数
週
】

（
め
ま
い
外
来
）
＜
交
代
制
＞

松田
和徳
【奇
数週
】／
神村
盛一
郎【
偶数
週】
＜交
代制
＞

金
村
亮【
奇
数
週
】／
庄
野
仁
志【
偶
数
週
】＜
交
代
制
＞

遠
藤
亜
紀【
奇
数
週
】／

遠
藤
亜
紀（
睡
眠
時
無
呼
吸
外
来
）【
偶
数
週
】

初
診
・
再
診

初
診
担
当
医
（
F
A
X
）

阿
部
晃
治
（
F
A
X
）

北
村
嘉
章

近
藤
英
司

松
田
和
徳

再
診

武
田
憲
昭（
め
ま
い
外
来
・
難
聴
外
来
）

阿
部
晃
治【
奇
数
週
】／
金
村
亮【
偶
数
週
】

（
腫
瘍
外
来
）
＜
交
代
制
＞

佐
藤
豪【
偶
数
週
】／
東
貴
弘【
奇
数
週
】＜
交
代
制
＞

金
村
亮【
奇
数
週
】／
庄
野
仁
志【
偶
数
週
】＜
交
代
制
＞

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

T
E
L６
３３
‐７
１６
６

FA
X６
３３
‐７
４８
９

漢
方
【
第
４
週
】

陣
内
自
治

味
覚
【
偶
数
週
】

高
岡
司 （
FA
X）

庄
野
仁
志

（
ボト
ック
ス外
来）【
偶数
週】

高
橋
美
香

東
貴
弘

（
ア
レ
ル
ギ
ー
）

北
村
嘉
章
・
神
村
盛
一
郎

（
音
声
）【
奇
数
週
】

幸田
純治
，武
田直
也，
阿部
晃治

（
小
児
難
聴
）【
奇
数
週
】

宇高
二良
，島田

亜紀
，近藤

英司
，中野

誠一
（
顔
面
神
経
）【
偶
数
週
】

高
橋
美
香
，東

貴
弘

補
聴
器【
第
２
・
３
週
】

坂
本
幸

遠
藤
亜
紀

小
手
術

皮
膚
科

初
診
・
再
診

初
診
担
当
医
（
FA
X
）

久
保
宜
明
（
FA
X
）

松
立
吉
弘

鉄
谷
真
由

初
診
・
再
診

初
診
担
当
医
（
FA
X
）

村
尾
和
俊
（
FA
X
）

中
須
賀
彩
香

緋
田
哲
也

初
診
・
再
診

初
診
担
当
医
（
F
A
X
）

矢
田
未
央
（
F
A
X
）

村
尾
和
俊

鉄
谷
真
由

初
診
・
再
診

初
診
担
当
医
（
F
A
X
）

松
立
吉
弘
（
F
A
X
）

矢
田
未
央

林
理
恵

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

T
E
L６
３３
‐７
１５
３

FA
X６
３３
‐７
４８
６

火
曜
日
：
休
診
日

金
曜
日
：
９
：１
５
～

（
脱
毛
外
来
）

久
保
宜
明

（
男
性
型
脱
毛
外
来
）

【
第
１
・
３
週
の
み
】

久
保
宜
明

（
乾
癬
外
来
）

緋
田
哲
也

（
乾
癬
外
来
）

鉄
谷
真
由
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診
療
科
名

月
火

水
木

金
備
考

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

形
成
外
科

再
診
（
予
約
の
み
）

（
レ
ー
ザ
ー
専
門
外
来
）

初
診
・
再
診

（
小
耳
症
・
唇
裂
口
蓋
裂
・
レ
ー
ザ
ー

専
門
外
来
・
乳
房
再
建
）

初
診
担
当
医
（
FA
X
）

橋
本
一
郎

安
倍
吉
郎

石
田
創
士

峯
田
一
秀

山
下
雄
太
郎

再
診
（
予
約
の
み
）

（
レ
ー
ザ
ー
専
門
外
来
）

（
ケ
ロ
イ
ド
外
来
）

初
診
・
再
診

（
形
成
外
科
一
般
）

初
診
担
当
医
：
血
管
腫
な
ど（
F
A
X
）

初
診
・
再
診

（
形
成
外
科
一
般
）

初
診
担
当
医
：
血
管
腫
な
ど（
F
A
X
）

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

T
E
L６
３３
‐７
０４
７

FA
X６
３３
‐７
４９
３

（
美
容
セ
ン
タ
ー
）

峯
田
一
秀

脳
神
経
外
科

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

専
門
外
来
：
初
診
・
再
診

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

（
新
患
）

T
E
L６
３３
‐７
１４
７

FA
X６
３３
‐７
４８
５

高
木
康
志

（脳
神経
外科
全般
：F
AX
）

兼
松
康
久

（脳
神経
外科
一般
：F
AX
）

牟
礼
英
生

（脳
神経
外科
一般
：F
AX
）

中
島
公
平

（
脳
神
経
外
科
一
般
，

脳
腫
瘍
：
FA
X
）

初
診
担
当
医

（脳
神経
外科
一般
：F
AX
）

多
田
恵
曜

（脳
神経
外科
一般
：F
AX
）

溝
渕
佳
史

（脳
神経
外科
一般
，脳
腫瘍
：F
AX
）

島
田
健
司

（脳
神経
外科
全般
：F
AX
）

岡
崎
敏
之

（脳
神経
外科
一般
：F
AX
）

高
麗
雅
章

（脳
神経
外科
一般
：F
AX
）

初
診
担
当
医

（脳
神経
外科
一般
：F
AX
）

永
廣
信
治

（脳
神経
外科
全般
：F
AX
）

宮
本
亮
介

（パ
ーキ
ンソ
ン病
・ジ
スト
ニア
・

不
随
意
運
動
全
般
）

藤
原
敏
孝

【第
２－
５週
】（再
来の
み）

（
脳
腫
瘍
）

溝渕
佳史
【第
１・
４・
５週
】

中
島
公
平【
第
２
・
３
週
】

（パ
ーキ
ンソ
ン病
・ジ
スト
ニア
・

不
随
意
運
動
・
痙
縮
）

牟礼
英生
【第
１・
３・
５週
】

（
て
ん
か
ん
）

多田
恵曜
（F
AX
）【第
１・
３・
５週
】

藤原
敏孝
（F
AX
）【第

２・
４週

】

麻
酔
科

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

再
診

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

受
付
時
間

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

８
：
３０
～
１１
：
００

（
新
患
）

８
：
３０
～
１５
：
００

（
再
来
，予
約
患
者
：

木
曜
午
後
除
く
）

【
麻
酔
評
価
】

１３
：
００
～
１６
：
３０

（
予
約
患
者
）

T
E
L６
３３
‐７
１７
９

FA
X６
３３
‐７
４９
２

（
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

曽
我
朋
宏（
FA
X
）

笠
井
飛
鳥

（
麻
酔
評
価
）

笠
井
飛
鳥

（
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

曽
我
朋
宏（
再
診
の
み
）

（
麻
酔
評
価
）

田
中
克
哉

笠
井
飛
鳥

（
麻
酔
評
価
）

川
西
良
典

（
麻
酔
評
価
）

川
西
良
典

（
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

曽
我
朋
宏（
FA
X
）

（
麻
酔
評
価
）

酒
井
陽
子

（
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

曽
我
朋
宏

（
麻
酔
評
価
）

酒
井
陽
子

（
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

川
人
伸
次（
FA
X
）

（
麻
酔
評
価
）

東
島
祥
代

（
麻
酔
評
価
）

東
島
祥
代

（
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

川
人
伸
次

（
麻
酔
評
価
）

山
�
理
恵

（
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

保
岡
宏
彰（
FA
X
）

（
麻
酔
評
価
）

山
�
理
恵

精
神
科
神
経
科
・

心
身
症
科

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

初
診
担
当
医
（
FA
X
）

沼
田
周
助

中
瀧
理
仁

渡
部
真
也

富
岡
有
紀
子

江
戸
宏
彰

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

初
診
担
当
医
（
F
A
X
）

富
永
武
男

住
谷
さ
つ
き

渡
部
真
也

川
端
正
志

谷
口
若
菜

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

T
E
L６
３３
‐７
１２
８

FA
X６
３３
‐７
４８
０

初
診
担
当
医
（
FA
X
）

初
診
担
当
医
（
FA
X
）

初
診
担
当
医
（
F
A
X
）

大
森
哲
郎

住
谷
さ
つ
き

亀
岡
尚
美

梅
原
英
裕

川
端
正
志

藤
田
美
香

梅
原
英
裕

大
森
哲
郎

友
竹
正
人

富
永
武
男

大
田
将
史

中
山
知
彦

藤
田
美
香

梅
原
英
裕（
午
後
の
み
）

友
竹
正
人

中
瀧
理
仁

井
�
ゆ
み
子

沼
田
周
助

亀
岡
尚
美

谷
口
若
菜

井
�
ゆ
み
子

中
山
知
彦（
午
後
の
み
）

江
戸
宏
彰（
午
後
の
み
）
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診
療
科
名

月
火

水
木

金
備
考

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

小 児 科

（
初
診
）
一
診

香
美
祥
二
（
FA
X
）【
１１
時
ま
で
】
早
渕
康
信
（
FA
X
）【
１１
時
ま
で
】
中
川
竜
二
（
FA
X
）【
１１
時
ま
で
】
渡
辺
浩
良
（
F
A
X
）【
１１
時
ま
で
】
漆
原
真
樹
（
F
A
X
）【
１１
時
ま
で
】

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

T
E
L６
３３
‐７
１３
２

FA
X６
３３
‐７
４８
１

二
診

須
賀
健
一（
午
前
）

森
達
夫（
午
前
）

東
田
好
広（
午
前
）

杉
本
真
弓（
午
前
）

岡
村
和
美（
午
前
）

ア
レ
ル
ギ
ー
外
来

杉
本
真
弓（
午
前
）

杉
本
真
弓（
FA
X）（
午
前
）

代
謝
外
来

内
藤
悦
雄（
FA
X）（
午
前
）

神
経
外
来

伊
藤
弘
道

森
達
夫

東
田
好
広

宮
崎
雅
仁
（
FA
X
）

森
達
夫
（
F
A
X
）

東
田
好
広
（
午
前
・
午
後
）

子
と
親
の

こ
こ
ろ
診
療
室

精
神
科
医

（
受
付
は
精
神
神
経
科
）
森
健
治（
午
後
）
森
健
治（
FA
X）（
午
前
）
森
健
治（
午
後
）

森
健
治（
午
前
）
森
健
治（
午
後
）

循
環
器
外
来

早
渕
康
信
（
FA
X
）

早
渕
康
信

腎
臓
外
来

香
美
祥
二
（
FA
X
）

漆
原
真
樹
（
午
前
）

香
美
祥
二
（
FA
X
）（
午
前
）

永
井
隆

漆
原
真
樹
（
F
A
X
）（
午
前
）

血
液
腫
瘍
外
来

渡
辺
浩
良
（
F
A
X
）

渡
辺
浩
良
（
F
A
X
）（
午
前
）

渡
辺
浩
良
（
午
前
）（
午
後
）

内
分
泌
外
来

横
田
一
郎
（
FA
X
）

小
谷
裕
美
子
【
１４
：
００
～
１６
：
００
】

小
谷
裕
美
子

小
谷
裕
美
子
（
F
A
X
）（
午
前
）

小
谷
裕
美
子
（
午
前
）（
午
後
）

糖
尿
病
外
来

新
生
児
外
来

須
賀
健
一
（
FA
X
）（
午
後
）

中
川
竜
二
（
午
前
）（
午
後
）（
FA
X
）
中
川
竜
二
【
１５
：
００
～
１５
：
４５
】

予
防
接
種

小
谷
裕
美
子
【
１５
：
３０
～
１６
：
３０
】

（
１
ヶ
月
健
診
）

中
川
竜
二（
午
後
）

産
科
婦
人
科

初
診
・
再
診

苛
原

稔
（
一
診
）（
FA
X
）

松
崎
利
也

桑
原

章
西
村
正
人

加
地

剛
加
藤
剛
志
（
P
M
）

吉
田
加
奈
子
（
P
M
）

岩
佐

武
山
本
由
理

米
谷
直
人

吉
田
あ
つ
子

祖
川
英
至

初
診
・
再
診

加
地
剛
（
一
診
）（
FA
X
）

上
村
浩
一

笠
井
可
菜

柳
原
里
江

初
診
・
再
診

西
村
正
人
（
一
診
）（
FA
X
）

安
井
敏
之

前
川
正
彦

檜
尾
健
二

加
藤
剛
志
（
P
M
）

岩
佐
武

阿
部
彰
子

米
谷
直
人

吉
田
あ
つ
子

峯
田
あ
ゆ
か

祖
川
英
至

初
診
・
再
診

松
崎
利
也
（
一
診
）（
F
A
X
）

桑
原
章

加
地
剛

米
谷
直
人

吉
田
あ
つ
子

祖
川
英
至

初
診
・
再
診

桑
原
章
（
一
診
）（
F
A
X
）

安
井
敏
之

加
地
剛

吉
田
加
奈
子
（
A
M
）

岩
佐
武

阿
部
彰
子

山
本
由
理

河
北
貴
子
（
P
M
）

笠
井
可
菜
（
A
M
）

峯
田
あ
ゆ
か

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

T
E
L６
３３
‐７
１７
５

FA
X６
３３
‐７
４９
１

放 射 線 科

放
射
線
診
断
科

初
診
・
再
診

（
放
射
線
診
断
・
FU
S）

原
田
雅
史

初
診
・
再
診

（
放
射
線
診
断
）

大
友
真
姫

初
診
・
再
診

（
放
射
線
診
断
）

宇
山
直
人

初
診
・
再
診

（
放
射
線
診
断
）

竹
内
麻
由
美

初
診
・
再
診

（
放
射
線
診
断
）

原
田
雅
史

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

T
E
L６
３３
‐９
２８
４

FA
X６
３３
‐７
４７
０

（
月
～
金
）

放
射
線
治
療
外
来

画
像
診
断
外
来

（
IV
R
）午
前
の
み

岩
本
誠
司

（
IV
R
）午
前
の
み

岩
本
誠
司

放
射
線
治
療
科

病
棟
初
診
の
み

久
保
亜
貴
子

外
礒
千
智

初
診
・
再
診

生
島
仁
史
（
FA
X
）

工
藤
隆
治
（
歯
科
領
域
）

初
診
の
み

久
保
亜
貴
子
（
FA
X
）

初
診
の
み

川
中
崇
（
F
A
X
）

初
診
の
み

古
谷
俊
介
（
F
A
X
）

再
診
の
み

古
谷
俊
介

再
診
の
み

川
中
崇

再
診
の
み

久
保
亜
貴
子

再
診
の
み

外
礒
千
智

（
ヨ
ー
ド
）

川
中

崇
総
合
診
療
部

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

初
診
・
再
診

受
付
時
間

８
：
３０
～
１１
：
００

T
E
L６
３３
‐７
１１
８

FA
X６
３３
‐７
４７
９

大
倉
佳
宏（
FA
X
）
大
倉
佳
宏

谷
憲
治（
FA
X
）
谷

憲
治

大
倉
佳
宏（
FA
X
）
大
倉
佳
宏

山
口
治
隆（
FA
X
）
山
口
治
隆

鈴
記
好
博（
FA
X
）
鈴
記
好
博

徳
島
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学
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：
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p
:／
／w
w
w
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「ストレス制御医学」から
「病態生理学」分野へ

病態生理学分野・教授 六 反 一 仁

准教授 西 田 憲 正

講師 桑 野 由 紀

助教 西 川 達 哉

今年は桜の開花がことのほか早く，あっという間

に満開を迎え，あっという間に散ってしまいました。

徳島大学医学科でも，定年や早期でのご退職が相次

ぎました。長年徳島大学に尽くされ，多大な功績を

挙げられた諸先輩方が，「ああ早く退職出来て良かっ

た」「これから君たちは大変だね」「頑張ってね」と

いって去って行かれます。毎年，毎年，同じ言葉が

出てくるので，大学をめぐる環境が年々悪くなって

いる現実が浮かび上がってきます。

青藍会の会員の皆様も新年度を迎え，新たな気持

ちでご活躍のことでしょう。厳しい環境で頑張って

おられる先生方も多いと思います。私（六反）もあ

と１年で定年退職を迎えます。平成４年に徳島大学

に赴任し，栄養学科で１０年，医学科で１６年，お世話

になりました。文句と暴言ばかりで皆様には多大な

ご迷惑をおかけしました。これまでのご厚情に感謝

しながらこの場をお借りして「ストレス制御医学」

から「病態生理学」分野への足跡を簡単に紹介させ

て頂きます。

大学院プロテオミクス医科学専攻の設置に伴い，

平成１５年に新しく開設された「ストレス制御医学分

野」を担当させて頂きました。当時は，２１世紀COE

プログラム「ストレス制御をめざす栄養科学」事業

の一翼を担い，その後，外部資金の獲得も順調で大

学院生が多く集まり，活気に満ちた教室へと発展し

ました。この間，５名のMD-PhDの学生を受け
入れたのは数少ない自慢の一つです。この５名の学

生を含めて１９名が学位を取得し，このうちの５名が

日本学術振興会の特別研究員に採用されました。人

材育成には多少とも貢献できたと思っています。

学部教育では，当初，共通教育の基礎生物学を担

当し，専門教育への橋渡しの講義を行っていました。

平成２７年に生理学Iと生理学実習を担当することに
なり，分野名も「ストレス制御医学」から「病態生

理学」へ変更しました。研究面では，分野開設以来

reviewを含めて９４編の英語論文を発表しました。
研究テーマは一貫してストレス応答を取り上げ，遺

伝子からヒトまで幅広い研究を展開してきました。

スプライシング調節因子をはじめとするRNA結
合タンパク質による広範な遺伝子発現調節機構，ス

プライシング調節因子をコードする遺伝子ファミ

リーがもつ超保存領域に内在された新たな機能の解

明などを手がけてきました。DNAチップを用いた
ストレス・ストレス関連疾患の評価・診断技術の開

発も継続して行い，ストレスゲノミクス・エピジェ

ネテイックスの先導的な研究と応用研究を行ってき

ました。その成果の一つとして，ヒトの腸に定着し

て，ストレスに関連した心理・身体症状と睡眠障害

を改善する乳酸菌を発見し，アサヒグループホール

デイングスと共同して製品化しました。この乳酸菌

は，成長ホルモンの分泌を高める作用もあり，高齢

者のQOLを改善する画期的な機能性食品になると
確信しています。

地域格差と人口減少が顕著に進行する県にある大

学として，人的にも経済的にも益々厳しい時代を迎

えようとしています。こういう時こそ，大学本来の

使命である「教育＝教えはぐくむ」の精神に立ち返っ

て，良い人を育て良い研究をする基本的なスタンス

に徹する以外に再生の道はないと思っています。

今後とも，会員の皆様のご支援とご指導を宜しく

お願い致します。

教教 室室 のの 現現 況況

病態生理学分野

消化器内科学分野

（（研研究究分分野野））
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徳島大学消化器内科学分野
１０年間の歩み

徳島大学大学院医歯薬学研究部消化器内科学

高 山 哲 治

私は２００７年１２月に札幌医大から徳島大学に着任致

しましたので，ちょうど１０年が過ぎたところです。

初めは旧第二内科の後身である臓器病態治療医学分

野に着任し，まもなく循環器内科学が分かれて消化

器病内科学分野となりました。この１０年間，いろい

ろなことがありましたが，教室は無事少しずつ成長

しているように思います。これもひとえに，徳島大

学及び青藍会の諸先生たちのご支援と教室員が自ら

の教室の為に頑張ってくれた賜物であると感謝して

おります。

私は北海道生まれの北海道育ちであり，初めて北

海道外である徳島（四国）の地に足を踏み入れまし

たので，初めは何もかもが異なり，なかなか思うよ

うに行きませんでした。気の知れた先輩や後輩も一

人もいませんでしたし，知り合いもいませんでした

ので，何かあったときは医局長や教室員に尋ねるし

かありませんでした。北海道と徳島では気候，食べ

物，言葉などあらゆるものが異なりますが，もっと

も大きな違いは，人々の習慣や考え方かもしれませ

ん。しかし，幸いにして大学関係者や教室員にも恵

まれ，少しずつではありますが教室運営も軌道に乗

りつつあります。

当教室は，他の教室と同様に「臨床」と「研究」

に力を入れています。臨床で疑問に思ったこと，す

なわちclinicalquestionを研究（実験や外注検
査でも）で解決して欲しいと思っています。また，

逆に基礎研究や臨床試験で得られた知見をできるだ

け臨床に反映させることができればと思っています。

当科は，大きく消化管，肝，胆膵の３つのグルー

プに分けられています。しかし，教室員は卒後少な

くとも５年間はいろいろなグループを回り，消化器

内科全般，ひいては内科全般を診療できるように教

育しています。また，消化器内科では癌患者の占め

る割合が多く，必然的に癌の診断と治療には力を入

れていますが，炎症性腸疾患，肝炎，消化管機能性

疾患，等々にも力を入れています。

消化管グループは，食道癌，胃癌，大腸癌などの

消化管癌の内視鏡診断はもとより，食道胃逆流症や

炎症性腸疾患などの内視鏡診断を行っています。早

期癌に対する内視鏡治療はもっとも得意とするとこ

ろであり，その適応は徐々に拡大されつつあります。

カプセル内視鏡や小腸内視鏡も多数行っています。

肝臓グループでは，C型肝炎やB型肝炎の治療，
肝癌のラジオ波焼灼療法や肝動脈化学塞栓療法を多

数行っております。胆膵グループは，今もっとも注

目されている超音波内視鏡（EUS）を用いた胆膵
癌の診断とEUSガイド下の穿刺吸引細胞診
（EUS-FNA）を得意としています。さらに，い
ずれのグループでも癌のステージ診断と切除不能癌

に対する化学療法にも力を入れています。内科とし
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て全身を管理しながら新しい分子標的薬や抗癌剤を

投与するとともに，今注目されている癌のゲノム医

療（先進医療）を積極的に進めています。

「研究」は，臨床に反映されるべきtranslational
researchを目指すとともに，臨床検体を用いた
臨床医にしかできない研究に重点をおいています。

消化器癌治療や内視鏡治療に関する当科で企画した

臨床試験，全国の臨床試験，グローバル第３相試験

などに参加し，エビデンスを構築しています。基礎

研究も一生懸命行っており，月火金の夕方は各実験

グループのmeetingを行い，火曜日の朝は全グ
ループでmeetingをしています。国内留学やア

メリカへの留学も積極的に進めております。

最後に，当教室は徳島県を含む四国４県の地域医

療を支えることが重要であると考えております。こ

れまでの旧第２内科の流れを受けて，三好病院や半

田病院を含む県内の多くの病院に医師を派遣し，海

部病院にも週１～２回パート勤務しております。ま

た，高知県の国立高知病院や赤十字病院，香川県の

高松市民病院や四国こどもとおとなの医療センター，

愛媛県の四国中央病院などにも医師派遣を行ってお

ります。青藍会の先生たちが永年にわたり築いた関

連病院を支えることができればと考えております。
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平成３０年２月１７日（土），第３回MD-PhDコー
ス同窓会および近況報告会を開催致しましたのでご

報告申し上げます。

【第１部：同窓会総会】

本コースの卒業生・現役生が集まり，平成２９年度

の活動報告及び今後の活動計画について討議しまし

た。昨年度はSNSを利用した広報活動あるいは情
報提供に努めて参りました。少しずつではあります

が，学内外に本コースの概要などが浸透しているよ

うに感じています。平成３０年度の活動計画の概要は

以下の通りです。

・縦のつながりの強化：名簿の管理・進路の追跡，

報告会や交流会の開催

・卒業生のキャリア支援：徳島大学公募情報の共有，

学内外ロールモデルの呈示

・現役生への支援：経済的支援や学部復帰支援に関

する情報提供

・学部学生の研究活動支援：本報告会の学内公開，

Lab部懇談会の企画など学部教育との連携，医学
部生を対象とした国内学術集会等への参加推進

以上の内容を中心に，本コースを志望する学生が

安心して研究活動に集中できるよう，また医学生に

対し研究の魅力を伝えて行けるよう，微力ながら活

動を続けていく所存です。

【第２部：近況報告会】

今年も学内公開で開催し，数名の学部学生や教員

の先生方にご参加いただきました。今回は徳島大学

AWAサポートセンターの「女性研究者裾野拡大
支援事業」の一環として開催支援をいただきました。

はじめに現在の徳島大学や全国におけるMD-
PhDコースの概要について説明し，他大学で同様
のコースを選択してきた先生方からのメッセージを

紹介いたしました。

高橋恵美先生（BostonChildren'sHospital,
HarvardMedicalSchool,AssistantPro-

fessor，千葉大学医学部MD-PhDコース第１期
卒業）

岩崎正治先生（大阪大学微生物研究所 感染症国際

研究センター 特任准教授，九州大学医学部MD-
PhDコース第１期卒業）
お二方ともに卒後医学研究の第一線でご活躍され

ています。卒業生のキャリアを考える上で非常に参

考になり，励みになるお言葉をいただくことができ

ました。同じ道を選択した先輩・仲間として引き続

き情報交換をさせていただく所存です。

続いて同窓生の２名から特別講演を賜りました。

講演１）川添僚也先生「神経難病診療の専門家を

目指して」

実際に経験された症例を挙げながら，希少疾患・神

経難病の診断に至る過程を紹介してくださいました。

３時間にも及ぶ問診からいかに重要なエピソードを

引き出し，得られた膨大な量の情報から診断に繋が

るものを炙り出していくか。まさにresearch
mindを臨床に活かしている様子を臨場感たっぷり
にお話いただきました。

講演２）荻野広和先生「臨床医になって感じる

MD-PhDコースの意義」
大学院時代に培った研究力を武器に，臨床，基礎研

究，臨床研究，教育と幅広く精力的に取り組んでお

られる様子をご講演いただきました。キャリアの

第３回MD‐PhDコース近況報告会を開催しました

医学部５４期 石澤（井澤）有紀

特別講演２



－76－

ターニングポイントにおけるご自身のお気持ちやお

考えも赤裸々にお話いただき，その本音トークは後

輩にも非常に参考になりました。また，抗がん剤開

発などに見られるように基礎医学研究と医療の距離

がどんどん縮まっている，というお話も印象的でし

た。

参加者からは「動画で配信して欲しい」という声

もあるくらい，大変ご好評をいただきました。最後

に参加者の近況報告，並びに欠席会員からのコメン

ト等を紹介して報告会を終了しました。報告をいた

だいた同窓生の現況（２０１８年４月現在）は以下の

通りです。

坂根亜由子（５４期）

徳島大学大学院医歯薬学研究部

生化学分野 准教授

石澤有紀（５４期）

徳島大学大学院医歯薬学研究部

薬理学分野 講師

川添僚也（５５期） 東京都立神経病院 神経内科

荻野広和（５６期）

徳島大学大学院医歯薬学研究部

呼吸器・膠原病内科学分野 助教

赤池瑶子（６２期）

倉敷中央病院 病理診断科 後期研修医

三橋惇志（６２期）

徳島大学病院 内科後期研修医

狩野静香（６４期）

四国こどもとおとなの医療センター

初期研修医

酒井遙介（医学科６年） 徳島大学医学部

藤本将太（医学科５年） 徳島大学医学部

西條早希（博士課程３年） 病態生理学

河本知大（博士課程２年） 人類遺伝学

【第３部：交流会】

場所を移して皆で食事をしながら大いに語り合い

ました。現役の学生にとって，先輩たちがそれぞれ

苦しみながらキャリアを形成していく過程を知るこ

とは新鮮かつ参考になったようです。また同窓会員

以外からも大学院生にご参加いただき，今後の研究

の発展にも繋がる非常に実りある交流会となりまし

た。

最後になりましたが，本報告会開催にあたりご支

援いただきましたAWAサポートセンターおよび
医学部後援会に御礼申し上げます。また，青藍会の

先輩諸先生方には日頃より格別のご支援を賜り，心

より感謝申し上げます。MD-PhDコース同窓会
会員は，皆，悩み，もがきつつも，確実に力をつけ

ながらそれぞれの道を歩んでいます。また１年後，

どんな医師・研究者になっているかこの場でご報告

させていただきます。それまで変わらずのご指導ご

鞭撻を賜りますよう何卒宜しくお願い申し上げます。

交流会にて
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自身のＭＤ‐ＰｈＤコースの
意義とこれから

医学科５年 藤 本 将 太

私は医学科４年次終了後より３年間，消化器内科

学教室で高山教授，六車准教授のご指導のもと，当

教室初のMD-PhDコース生として，消化器系腫
瘍の医学基礎研究に従事してきた。本稿では，この

春の博士課程修了に際し，この３年間を振り返りつ

つ，自身のMD-PhDコースの意義と今後につい
て少し考えてみたい。

医学研究のきっかけのほとんどは，日々の臨床で

遭遇するClinicalquestion（CQ）にある。そ
して，CQに答えるにはそれ相応の研究遂行能力と
論理的思考力，論文執筆能力が必要となる。しかし，

その能力は一日にして成らず，文献検索一つとって

も，ある程度の本数の科学英語論文を読み，研究手

法の実際を自らが手を動かして知らないと上手く出

来ない。私はこの３年間で研究に十分集中でき，そ

れらの能力を身につけることが出来た。このことは，

これから臨床実習や臨床研修を迎える私にとって，

大きなアドバンテージとなるだろう。新専門医制度

が始まり，同世代の若い医師にとって，臨床と研究

の両立がますます難しくなり，PhD取得が厳しく
なると予想される中で，既にPhDを取得している
私たちは，実習中や研修中に遭遇するCQに対し
ても，すぐさま科学的根拠（EBM）や解決方法（研
究計画）を模索すべく行動を起こすことが可能であ

る。

さて，私は博士課程の３年間を消化器内科学教室

で過ごした。当教室はいわゆるBench to
BedsideのTranslationalresearchを主とす

る教室であり，そこで私は，消化管間質腫瘍（GIST）
に対する光分子イメージング（Diagnosis）と光
免疫療法（Therapy）を組み合わせた新たな診断
治療法（Theranostics）の開発をテーマに研究
をしてきた。消化管粘膜下腫瘍であるGISTは表
面が正常粘膜に覆われているため，消化器内視鏡で

の質的診断が難しく，適切な診断治療時期を逸する

可能性がある。したがって，内視鏡下で簡便にGIST
を早期診断できる新たなモダリティの開発が必要で

ある（CQ）と考え，内視鏡分子イメージングが専
門の六車准教授のもと，GISTに対する内視鏡光分
子イメージングおよび光免疫療法の基盤研究を行い，

その成果を国内・国際学会，そして英文科学雑誌に

発表してきた。特に，国内の消化器内科領域の基礎

研究会で最もレベルの高い学会のひとつとされる

G-PLUSにおいて優秀賞を頂けたこと，また，米
国消化器病週間（DDW）で口頭発表の機会を得て，
海外の医師及び研究者と意見をかわすことが出来た

ことは非常に貴重な経験となった。

また，高山教授のご厚意により，３年目最後の２ヶ

月間，ニューヨークのAlbertEinsteinCollege
ofMedicineで，かねてより希望していた研究留
学が実現した。留学体験の詳細はここでは割愛させ

ていただくが，その中で再確認できたことがひとつ

ある。それは，分業システムが確立しているアメリ

カにおいて，MD-PhDは唯一，現在進行形で“臨
床と研究を橋渡し”出来る存在であり，それは日本

でも同様ではないかということだ。患者のために医

療を発展させていくには，BenchtoBedsideが
可能なMD-PhDがやはり不可欠であり，Clinical
questionを常に考え，“PhysicianScientist”
として臨床と研究の橋渡しをしていくことが，自身

のこれからの使命ではないだろうか。

最後に，MD-PhDコース博士課程の３年間，
学位論文研究に対して手厚いご指導をいただき，ま

た，学会発表や海外留学など数々の貴重な経験をさ

せていただきました高山教授，六車准教授をはじめ

諸先生方に，この場を借りて厚く御礼申し上げます。

準準会会員員だだよよりり
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学 友 会 活 動

医学部学友会クラブ・サークル一覧
平成３０年度

医学部学友会のクラブ・サークルは，次のとおりです。
準会員の皆様は，サークル活動に積極的に参加して，学生生活を有意義に過ごしてください。

運 動 部

ク ラ ブ 名 助言・指導教員

水 上 競 技 部（男女） 河 合 慶 親

弓 道 部（男女） 丹 黒 章

硬 式 野 球 部 北 川 哲 也

柔 道 部 谷 憲 治

空 手 道 部（男女） 丹 黒 章

卓 球 部（男女） 香 美 祥 二

バドミントン部（男女） 西 岡 安 彦

サ ッ カ ー 部 高 橋 章

ゴ ル フ 部（男女） 苛 原 稔

バスケット部（男女） 川 人 伸 次

合 気 道 部（男女） 上 野 淳 二

水 泳 部（男女） 松 香 芳 三

硬 式 庭 球 部（男女） 福 井 清

軟 式 庭 球 部（男女） 森 健 治

陸 上 競 技 部（男女） 福 井 清

準 硬 式 野 球 部 島 田 光 生

ラ グ ビ ー 部 鶴 尾 吉 宏

剣 道 部（男女） 久 保 宜 明

バレーボール部（男女） 岡 久 稔 也

文 化 部

ク ラ ブ 名 助言・指導教員

ジャグリングサークル 渡 辺 浩 良

軽 音 楽 部 橋 本 一 郎

茶 道 部 竹 谷 豊

地 域 医 療 研 究 会 谷 憲 治

栄 養 学 研 究 部 酒 井 徹

外 国 語 研 究 会 福 井 清

室 内 楽 同 好 会 赤 池 雅 史

TIFMSA
（徳島国際医学生連盟）

赤 池 雅 史

先 端 医 療 研 究 会 佐 田 政 隆

IAHSS
（保健学科国際交流サークル）

LOCSIN ROZZANO
DECASTRO
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（平成２９年１０月７日以降）
平成３０年１月１５日 白衣授与・StudentDoctor認定証授与式挙行（大塚講堂大ホール）

１月２６日 第５４回徳大関係医療機関協議会総会を開催（ホテルクレメント徳島）
２月６日 平成２９年度康楽賞贈与式を挙行（長井記念ホール）
３月４日 徳島大学病院フォーラムを開催（徳島大学大塚講堂）
３月２０日 徳島大学医学部医学科の臨床実習教育病院に関する説明会を開催

（医学部第一会議室）
３月２３日 平成２９年度卒業式・修了式を挙行（アスティとくしま）
３月２７日 平成２９年度国立大学法人徳島大学永年勤続者表彰式及び名誉教授称号授与式を

挙行（大学本部庁舎第二会議室）
４月６日 平成３０年度入学式を挙行（アスティとくしま）

大大学学内内のの動動きき

徳島大学大学院医歯薬学研究部，徳島大学病院
教授・准教授一覧表

○大学院医歯薬学研究部

（医学域） 平成３０年４月１日現在
部 門 系 研究分野 教 授 准教授

医 科 学 部 門

生 理

顕 微 解 剖 学 鶴 尾 吉 宏
機 能 解 剖 学 冨 田 江 一 平 山 晃 斉
病 態 生 理 学 六 反 一 仁 西 田 憲 生
統 合 生 理 学 勢 井 宏 義 志 内 哲 也
生 化 学 坂 根 亜由子
薬 理 学 池 田 康 将
細 胞 生 物 学 米 村 重 信

病 理
疾 患 病 理 学 常 山 幸 一 小 川 博 久
生 体 防 御 医 学 安 友 康 二
微 生 物 病 原 学 野間口 雅 子

社 会 医 学
法 医 学 西 村 明 儒
予 防 医 学 有 澤 孝 吉 上 村 浩 一
医 療 教 育 学 赤 池 雅 史 吾 妻 雅 彦

内 科

血液・内分泌代謝内科学 安 倍 正 博
消 化 器 内 科 学 � 山 哲 治 六 車 直 樹
呼吸器・膠原病内科学 西 岡 安 彦 後 東 久 嗣
腎 臓 内 科 学 安 部 秀 斉
循 環 器 内 科 学 佐 田 政 隆 添 木 武
臨 床 神 経 科 学 梶 龍 兒

難治性神経疾患病態研究
後 藤 惠
（特任教授）
（難病対策プロジェクト）

精 神 医 学 大 森 哲 郎 沼 田 周 助
小 児 科 学 香 美 祥 二 渡 邊 浩 良
皮 膚 科 学 久 保 宜 明 村 尾 和 俊
放 射 線 医 学 原 田 雅 史
医 療 情 報 学 廣 瀬 隼
臨 床 薬 理 学 石 澤 啓 介 座間味 義 人

外 科

消化器・移植外科学 島 田 光 生 森 根 裕 二
胸部・内分泌・腫瘍外科学 丹 黒 章 滝 沢 宏 光
心 臓 血 管 外 科 学 北 川 哲 也 北 市 隆
泌 尿 器 科 学 金 山 博 臣 高 橋 正 幸
脳 神 経 外 科 学 � 木 康 志 兼 松 康 久
運 動 機 能 外 科 学 西 良 浩 一 酒 井 紀 典
麻酔・疼痛治療医学 田 中 克 哉 堤 保 夫
眼 科 学 三田村 佳 典
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部 門 系 研究分野 教 授 准教授

医 科 学 部 門 外 科
耳 鼻 咽 喉 科 学 武 田 憲 昭 阿 部 晃 治
産 科 婦 人 科 学 苛 原 稔 松 崎 利 也
形 成 外 科 学 橋 本 一 郎 安 倍 吉 郎

栄養科学部門 医 科 栄 養 学

分 子 栄 養 学 宮 本 賢 一
生 体 栄 養 学 二 川 健
食 品 機 能 学 河 合 慶 親
予 防 環 境 栄 養 学 � 橋 章
実 践 栄 養 学 酒 井 徹
代 謝 栄 養 学 阪 上 浩
臨 床 食 管 理 学 竹 谷 豊
疾 患 治 療 栄 養 学 � 田 康 弘

連携研究部門 寄 附 講 座

総 合 診 療 医 学 山 口 治 隆
（特任准教授）

地 域 総 合 医 療 学 岡 久 稔 也
（特任教授）

脊椎関節機能再建外科学 松 浦 哲 也
（特任教授）

千 川 隆 志
（特任准教授）

分 子 難 病 学 福 井 裕 行
（特任教授）

地 域 医 療 人 材 育 成

谷 洋 江
（特任教授）

八 木 秀 介
（特任准教授）

川 人 伸 次
（特任教授）

糖尿病・代謝疾患治療医学 粟飯原 賢 一
（特任教授）

湯 浅 智 之
（特任准教授）

地域消化器・総合内科学 佐 藤 康 史
（特任教授）

地域運動器・スポーツ医学 米 津 浩
（特任准教授）

地 域 循 環 器 内 科 学 山 田 博 胤
（特任教授）

特定研究部門
研 究 支 援

動 物 資 源 研 究 松 本 高 広
光イメージング研究 堀 川 一 樹
invivoイメージング研究 丸 山 将 浩

教 育 支 援 医 学 教 育 支 援 三 笠 洋 明
（特任准教授）

（保健科学域） 平成３０年４月１日現在
部 門 系 研究分野 教 授 准教授

保健科学部門

看 護 学

看 護 技 術 学 LOCSINROZZANO
DECASTRO

看 護 教 育 学 岩 佐 幸 恵
看 護 管 理 学 谷 岡 哲 也 安 原 由 子
療養回復ケア看護学 田 村 綾 子 南 川 貴 子
ストレス緩和ケア看護学 雄 西 智惠美 今 井 芳 枝
臨 床 腫 瘍 医 療 学 近 藤 和 也
子どもの保健・看護学 森 健 治 橋 本 浩 子
生殖・更年期医療学分野 安 井 敏 之
女性の健康支援看護学 岸 田 佐 智
メンタルヘルス支援学 友 竹 正 人 千 葉 進 一

地 域 看 護 学 岩 本 里 織 岡 久 玲 子
松 下 恭 子

学 校 保 健 学 奥 田 紀久子 田 中 祐 子
助 産 学 葉 久 真 理

放 射 線 科 学

放 射 線 理 工 学 阪 間 稔 河 野 理
医 用 理 工 学 森 田 明 典
医 用 画 像 情 報 科 学 芳 賀 昭 弘
医 用 画 像 機 器 工 学 吉 永 哲 哉

保健科学部門 放 射 線 科 学
医 用 画 像 解 析 学 上 野 淳 二
画 像 医 学 ・ 核 医 学 大 塚 秀 樹 西 原 貞 光
放 射 線 治 療 学 生 島 仁 史

医 用 検 査 学 生 体 機 能 解 析 学 遠 藤 逸 朗 冨 永 辰 也
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部 門 系 研究分野 教 授 准教授

保健科学部門 医 用 検 査 学
微生物・遺伝子解析学 片 岡 佳 子
病 理 解 析 学 香 川 典 子
細 胞 ・ 免 疫 解 析 学 細 井 英 司 濱 野 修 一

○病院

（医科） 平成３０年４月１日現在
病 院 長 永 廣 信 治

診療科部名 教 授 准教授
手 術 部 富 山 芳 信
リハビリテーション部 加 藤 真 介
周産母子センター 桑 原 章
病 理 部 上 原 久 典 坂 東 良 美
臨床試験管理センター 楊 河 宏 章

安 全 管 理 部 池 本 哲 也
（特任准教授）

卒後臨床研修センター 西 京 子
（特任准教授）

糖尿病対策センター 船 木 真 理
（特任教授）

口腔インプラントセンター 友 竹 偉 則

総 合 診 療 部 谷 憲 治
（特任教授）

地域脳神経外科診療部 岡 博 文
（特任准教授）

地域産婦人科診療部 岩 佐 武
（特任准教授）

ER・災害医療診療部 大 藤 純
（特任教授）

地域外科診療部 居 村 暁
（特任教授）

麻 酔 科 診 療 部 酒 井 陽 子
（特任准教授）

地域小児科診療部 早 渕 康 信
（特任准教授）

徳島大学病院 科長（部長）等一覧表
平成３０年５月１日現在

大診療科 科長 診療科 診療科長 副診療科長 総務医長 外来医長 病棟医長
内 科 西岡 安彦 循 環 器 内 科 佐田 政隆 若槻 哲三 添木 武 若槻 哲三 伊勢 孝之

呼吸器・膠原病内科 西岡 安彦 後東 久嗣 豊田 優子 飛梅 亮 荻野 広和
消 化 器 内 科 高山 哲治 六車 直樹 岡本 耕一 田中 貴大 三好 人正
腎 臓 内 科 長井幸二郎 岸 誠司 村上 太一 村上 太一 田蒔 昌憲
内分泌・代謝内科 遠藤 逸朗 吉田守美子 吉田守美子 吉田守美子 倉橋 清衛
血 液 内 科 安倍 正博 賀川久美子 賀川久美子 中村 信元 藤井 志朗
神 経 内 科 梶 龍兒 和泉 唯信 和泉 唯信 藤田 浩司 村上 永尚

外 科 北川 哲也 心 臓 血 管 外 科 北川 哲也 北市 隆 黒部 裕嗣 菅野 幹雄 藤本 鋭貴
食道・乳腺甲状腺外科 丹黒 章 吉田 卓弘 吉田 光輝 鳥羽 博明 西野 豪志
呼 吸 器 外 科 滝沢 宏光 吉田 光輝 吉田 光輝 鳥羽 博明 西野 豪志
泌 尿 器 科 金山 博臣 高橋 正幸 高橋 正幸 福森 知治 山口 邦久
消化器・移植外科 島田 光生 森根 裕二 東島 潤 岩橋 衆一 西 正暁
小児外科・小児内視鏡外科 石橋 広樹 森 大樹 森 大樹 石橋 広樹 森 大樹

感覚・皮膚・運動機能科 久保 宜明 眼 科 三田村佳典 四宮 加容 香留 崇 江川麻理子 藤原亜希子
耳鼻咽喉科・頭頸部外科 武田 憲昭 阿部 晃治 北村 嘉章 東 貴弘 佐藤 豪
整 形 外 科 西良 浩一 松浦 哲也 浜田 大輔 岩目 敏幸 �田洋一郎
皮 膚 科 久保 宜明 村尾 和俊 松立 吉弘 鉄谷 真由 矢田 未央
形成外科・美容外科 橋本 一郎 安倍 吉郎 石田 創士 山下雄太郎 峯田 一秀

脳・神経・精神科 大森 哲郎 脳 神 経 外 科 �木 康志 兼松 康久 牟礼 英生 高麗 雅章 岡崎 敏之
麻 酔 科 田中 克哉 堤 保夫 川西 良典 笠井 飛鳥 堤 保夫
精 神 科 神 経 科 大森 哲郎 沼田 周助 中瀧 理仁 富永 武男 渡部 真也
心 身 症 科 〃 〃 〃 〃 〃

小児・周産・女性科 香美 祥二 小 児 科 香美 祥二 渡辺 浩良 漆原 真樹 岡村 和美 杉本 真弓
産 科 婦 人 科 苛原 稔 松崎 利也 加地 剛 阿部 彰子 米谷 直人

放 射 線 科 原田 雅史 放 射 線 診 断 科 原田 雅史 岩本 誠司 阿部 孝志 大友 真姫 岩本 誠司
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大診療科 科長 診療科 診療科長 副診療科長 総務医長 外来医長 病棟医長
放 射 線 科 原田 雅史 放 射 線 治 療 科 生島 仁史 古谷 俊介 古谷 俊介 久保亜貴子 川中 崇
歯 科 松尾 敬志 む し 歯 科 松尾 敬志 中西 正 菅 俊行 湯本 浩通

歯 周 病 科 湯本 浩通 木戸 淳一 成石 浩司 二宮 雅美
そ し ゃ く 科 市川 哲雄 永尾 寛 永尾 寛 後藤 崇晴
かみあわせ補綴科 松香 芳三 大島 正充 大倉 一夫 鈴木 善貴
歯 科 放 射 線 科 誉田 栄一 細木 秀彦 細木 秀彦

矯 正 歯 科 田中 栄二 矯 正 歯 科 田中 栄二 堀内 信也 泰江 章博 川合 暢彦
小 児 歯 科 岩本 勉 小 児 歯 科 岩本 勉 長谷川智一 上田 公子 北村 尚正
歯 科 口 腔 外 科 東 雅之 口 腔 内 科 東 雅之 桃田 幸弘 桃田 幸弘 可児 耕一 青田 桂子

口 腔 外 科 宮本 洋二 眞野 隆充 玉谷 哲也 玉谷 哲也 大江 剛
歯 科 麻 酔 科 北畑 洋 高石 和美 高石 和美 江口 覚

中 央 診 療 施 設 等

部（室・センター）名 部（室・セ
ンター）長 副部（室・センター）長

検 査 部 長井幸二郎
手 術 部 島田 光生 富山 芳信
放 射 線 部 原田 雅史 誉田 栄一 音見 暢一
救 急 集 中 治 療 部 大藤 純 板垣 大雅
リハビリテーション部 加藤 真介 佐藤 紀
視 能 訓 練 部 三田村佳典 四宮 加容
周産母子センター 苛原 稔 桑原 章 中川 竜二 石橋 広樹
輸血・細胞治療部 安倍 正博 三木 浩和
病院情報センター 廣瀬 隼 大倉 一夫 桑原 章
病 理 部 上原 久典 坂東 良美 石丸 直澄
臨床試験管理センター 楊河 宏章 金山 博臣 北畑 洋 松久 宗英
総 合 歯 科 診 療 部 河野 文昭 岡 謙次
高 次 歯 科 診 療 部 田中 栄二 細木 真紀
総 合 診 療 部 谷 憲治 安倍 正博
患者支援センター 香美 祥二 谷 憲治 白山 靖彦 廣瀬 隼 久米 博子
臨 床 遺 伝 診 療 部 加地 剛
細胞治療センター 安倍 正博 賀川久美子
内 視 鏡 セ ン タ ー 高山 哲治 福森 知治
超 音 波 セ ン タ ー 佐田 政隆 山田 博胤 楠瀬 賢也
高 次 脳 セ ン タ ー 梶 龍兒 原田 雅史
技 工 室 永尾 寛 大倉 一夫 富永 賢
歯 科 衛 生 室 日野出大輔 福井 誠

安 全 管 理 部 加藤 真介 高橋 章
リスクマネジメント部門

部門長 副部門長
高橋 章 池本 哲也 原田 路可

感 染 制 御 部 橋本 一郎 東 桃代 村上 圭史 上村 卓広 藤原 範子

卒後臨床研修センター 安倍 正博 医科診療部門 歯科診療部門
西 京子 河野 文昭

子と親のこころ診療室 森 健治 沼田 周助
光線力学的治療センター 丹黒 章 香留 崇
医療支援センター 佐田 政隆 西岡 安彦 宮本 洋二
脳 卒 中 セ ン タ ー �木 康志 大藤 純 兼松 康久
高度画像診断センター 原田 雅史 岩本 誠司
口腔管理センター 東 雅之 高野 英之
がん診療連携センター 滝沢 宏光 近藤 和也 生島 仁史 福森 知治
褥 瘡 対 策 室 橋本 一郎 安倍 吉郎
物 流 セ ン タ ー 島田 光生 若槻 哲三 篠原 義明
ME管 理 セ ン タ ー 北川 哲也 田中 克哉
アンチエイジング医療センター 松久 宗英 吉田守美子
人 工 透 析 室 長井幸二郎
パーキンソン病・ジストニア治療研究センター 後藤 惠 梶 龍兒 永廣 信治
高次脳機能障害支援センター 永廣 信治 梶 龍兒 加藤 真介 白山 靖彦
キャリア形成支援センター 赤池 雅史 北畑 洋 高開登茂子
糖尿病対策センター 船木 真理

徳島県地域医療支援センター 永廣 信治 谷 憲治 赤池 雅史 寺嶋 吉保
（県立中央病院）

口腔インプラントセンター 市川 哲雄 友竹 偉則
クリニカルアナトミー教育・研究センター 金山 博臣 鶴尾 吉宏 赤池 雅史 殿谷 一朗
てんかんセンター 森 健治 多田 恵曜 東田 好弘 中瀧 理仁
国際医療センター 西岡 安彦 酒井 紀典 内藤 毅
クリニカルパスセンター 島田 光生 廣瀬 隼 笹井 智子
総合スポーツ医学センター 永廣 信治 加藤 真介 西良 浩一
地域産婦人科診療部 岩佐 武
ER・災害医療診療部 大藤 純
地 域 外 科 診 療 部 居村 暁
地域脳神経外科診療部 岡 博文
麻 酔 科 診 療 部 酒井 陽子
地域小児科診療部 早渕 康信
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新 任 教 授 紹 介

機能解剖学分野

冨 田 江 一（とみた こういち）

（昭和４４年７月３０日生）

略 歴

昭和６３年３月 三重県 高田学苑 高田高等学校 卒業

平成６年３月 三重大学医学部 医学科 卒業

平成１０年３月 京都大学大学院 医学研究科 博士課程 修了

平成１０年４月～平成１１年２月

日本学術振興会 特別研究員（PD）
京都大学ウイルス研究所 増殖制御学研究分野 所属

平成１１年３月～平成１２年１０月

京都大学ウイルス研究所 増殖制御学研究分野 助手

平成１２年１１月～平成１８年６月

ドイツ国 マックス・プランク神経生物学研究所 非常勤研究員

平成１８年７月～平成２５年３月

自然科学研究機構 生理学研究所 行動・代謝分子解析センター 助手・助教

平成２５年４月～平成２９年６月

高知大学教育研究部 医療学系 基礎医学部門 解剖学講座 助教・准教授

平成２９年７月～ 現職
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機能解剖学分野教授就任のご挨拶

徳島大学大学院医歯薬学研究部

医科学部門生理系 機能解剖学分野

教授 冨 田 江 一

平成２９年７月付で機能解剖学分野の教授を拝命しました。謹んで，青藍会会員の先生方にご挨拶申し

上げます。

私は，三重大学医学部 医学科を卒業後，直接研究の道に進みました。神経系がどのような仕組みで

形成されるのかを解明しようと，京都大学大学院 医学研究科 生体情報科学講座 中西重忠教授の研究

室で影山龍一郎先生（現京都大学ウイルス研究所教授）のご指導のもと博士課程の研究を開始しました。

発生初期，神経幹細胞は増殖能を持った未分化な状態に維持されるのと同時に，一部は神経細胞やグリ

ア細胞へと分化します。このような神経分化過程を経て生み出された多種多様な神経細胞やグリア細胞

によって成熟した神経系組織が構築されています。この神経分化過程の各ステップを制御するメカニズ

ムの解明を目指しました。その結果，bHLH型転写因子であり後にNotch因子の下流に位置すると明
らかにされたHes１因子が神経幹細胞を増殖能を持った未分化な状態に維持すること，同じbHLH型
転写因子ファミリーに属するMath３因子とMash１因子が共役して機能し神経幹細胞を神経細胞へと分
化させること，さらに同ファミリーに属するHes５因子やhesr２因子が神経幹細胞をグリア細胞へと分
化させることを解明しました。

続いて，こういった神経分化過程で形成された神経系組織が，発生後期から発達期にかけて，成熟し

た神経回路を構築するまでの過程を制御するメカニズムを解明したいと考え，一次視覚野の形成過程に

関する研究で有名なマックス・プランク神経生物学研究所のTobiasBonhoeffer教授およびMark
Huebener教授の研究室に留学しました。
大脳皮質に存在する感覚情報の認知に重要な機能ユニット，中でも解剖学的・生理学的解析が一番進

んでいる，一次視覚野に存在する遠近感などの視覚情報の認知に必須の機能ユニット「眼優位カラム」

に着目しました。ネコ・サル・ヒトなどの視覚系の発達した哺乳類では，同側・反対側眼からの視覚情

報は，同じ大脳半球の第一次視覚野において，それぞれ分かれて機能ユニット「同側・反対側眼優位カ

ラム」に入力します。

眼優位カラムは，開眼前の発生期に制御因子によって大まかに同側・反対側眼優位カラムに分けられ

たのち「初期形成プロセス」，開眼後の発達期になると視覚刺激に促され完全に分離した同側・反対側

眼優位カラムへと成熟する「可塑的発達プロセス」という具合に，２プロセスを経て形成されます。こ

れら２プロセスを制御するメカニズムの解明を目指して新たに研究を開始しました。新概念である発生

期に認められる眼優位カラム形成の初期形成プロセスを制御するメカニズムの解明を目標として，開眼

前の発生期に大まかに同側・反対側眼優位カラムを分離させる制御因子の同定を試みました。その結果，

神経軸索延長活性を持ち，発生期の第一次視覚野で同側眼優位カラムに特異的に発現しており，眼優位

カラム形成の初期形成プロセスを制御する可能性が高いシャペロン「同側眼優位カラム特異的シャペロ

ン」の単離に成功しました。

この後，生理学研究所に職を得て帰国し，実際にシャペロンが眼優位カラム形成の初期形成プロセス

を制御しているのかを証明しようと志すのと同時に，発達期に認められる眼優位カラム形成の視覚刺激

に依存した可塑的発達プロセスにも注目しました。発生期に大まかに分かれた同側・反対側眼優位カラ

ムは，発達期になると視覚刺激に促されて完全に分離しますが，この成熟スピードは第一次視覚野６層

間で互いに異なります。つまり，各層の成熟スピードはそれぞれ異なる制御因子によって調節されてい
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ると考えられます。この制御因子の候補の１つ，発達期の第一次視覚野の特定層に発現しており，視覚

刺激の変化で発現パターンが変わる「微小管脱重合促進因子」の同定に成功しました。

こういった神経発生学や神経解剖学の研究を通して，神経系が精巧なヒトの神経系や身体について知

識を得たいと思うようになり，高知大学教育研究部 医療学系 基礎医学部門 解剖学講座の由利和也教

授の教室に職を得ました。高知大学では，研究につきましては，眼優位カラムの形成メカニズムの解明

研究を続けて推進し，教育につきましては，解剖学の講義および骨学実習・系統解剖学実習・神経解剖

学実習・組織学実習など医学部医学科の解剖学教育のほぼ全般を網羅する経験を積みました。

徳島大学では，これまでの幅広い経験を生かして，研究に関しては現在まで推進してきた一次視覚野

上に存在する眼優位カラムの形成メカニズムの全貌解明を行いたいと思います。教育に関しては，以下

のことを進めます。近年，外科系臨床分野で，開腹手術や開胸手術だけでなく腹腔鏡下手術や内視鏡下

手術といった低侵襲手術など様々な外科手術手技が行われるようになり，将来医師となる医学部医学科

の学生にとって，眼前だけでなくテレビモニター上でも解剖学的構造を把握する能力が必要になるなど，

解剖学教育の重要性も増し，求められる内容も大きく様変わりしてきております。このような変化に対

応した新しい解剖学の講義・実習を実践していきたいと思います。

今後は，解剖学分野の研究・教育に奮励努力し，徳島大学 大学院医歯薬学研究部 医科学部門の発展

に微力ながらも尽くしたいと思いますので，青藍会会員の先生方のご指導ご鞭撻を賜れば幸いです。
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医療情報学分野

廣 瀬 隼（ひろせ じゅん）

（１９６６年８月５日生）

略 歴

平成４年３月 熊本大学医学部卒業

平成４年４月 熊本大学医学部附属病院（整形外科）

平成５年４月 水俣市立総合医療センター（整形外科）

平成６年７月 熊本県立こども総合療育センター（整形外科）

平成７年４月 熊本大学大学院医学研究科（整形外科）入学

平成１１年４月 アメリカ ウィスコンシン医科大学（リウマチ科）留学

平成１４年４月 国立熊本病院（整形外科）

平成１８年４月 熊本大学医学部附属病院助手（整形外科）

平成２１年４月 熊本大学医学部附属病院講師（医療情報経営企画部）

平成２６年９月 熊本大学医学部附属病院准教授（医療情報経営企画部）

平成２９年１０月 徳島大学大学院医歯薬学研究部教授（医療情報学分野）

資 格

日本整形外科学会専門医・リウマチ医

日本リウマチ学会専門医・指導医

日本骨粗鬆学会認定医

社会医学系専門医協会専門医・指導医

日本スポーツ協会スポーツドクター
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就任のご挨拶

徳島大学大学院医歯薬学研究部医療情報学分野

教授 廣 瀬 隼

平成２９年１０月１日付けで徳島大学大学院医歯薬学研究部医療情報学分野の教授を拝命いたしました。

私は熊本出身で，熊本高校から熊本大学医学部を経て，平成４年に熊本大学整形外科講座に入局し，関

連病院で一般整形外科を３年間学びました。平成７年からは熊本大学大学院に進学し，骨格筋における

虚血再灌流障害モデルにおいて，活性酸素を含むフリーラジカル発生とその抑制に関する研究を行いま

した。平成１１年にはアメリカのウィスコンシン医科大学に留学して，関節軟骨におけるピロリン酸カル

シウム結晶の沈着機序に関する研究に従事しました。

平成１４年に帰国してからは救急病院である国立熊本病院（現国立病院機構熊本医療センター）に整形

外科医として勤務しました。スタッフ数が決して十分とはいえないなかで，クリティカルパスを有効活

用することにより，多忙な医療業務を効率的かつ安全に遂行できたことが印象に残っています。また，

当時は医療施設の機能分化が進み始め，急性期と回復期医療施設との連携が全国で行われるようになる

なかで，大腿骨近位部骨折に対して地域連携パスを電子化しIT運用を行う医療連携にも取り組みまし
た。全国に先駆けたこれらの活動は，平成１８年の地域連携パスを活用した医療連携に対する診療報酬の

点数化のきっかけとなりましたが，上記のような医療マネジメントの経験が現在の職務の基礎になって

います。

平成１８年には熊本大学医学部附属病院整形外科に異動し，主に関節リウマチと変形性関節症の診療に

従事しました。同時に大学院生を指導しながら，終末糖化産物（AGEs）と小胞体ストレスに注目して，
関節軟骨変性の発生機序と進行に関する基礎研究に取り組みました。また，T１ρマッピングやT２マッ
ピングといった最新のMRI撮像法を用いて，従来は生体内での評価が困難であった関節軟骨の変性度
を定量化する臨床研究も並行して行いました。

平成２１年からは，整形外科の外来診療を継続しながら，同院医療情報経営企画部に異動して病院情報

システムの運用に関する仕事に従事することになりました。平成２２年と平成２９年には病院情報システム

（HIS）の移行を経験できたので，徳島大学病院において現在進められている平成３１年１月のHIS更
新の準備作業とシステム構築，およびその後の運営が円滑に達成できるよう，これまで培った経験を活

かして責務を果たしていきたいと思います。また，医療施設間連携は全国的にIT化が進められており，
徳島県においては診療情報をクラウドで連結する徳島県全域医療介護連携ネットワーク（阿波あいネッ

ト）が本年度より運用開始されます。熊本県でも医療および介護施設の診療情報を県全域で共有化する

事業（くまもとメディカルネットワーク）が平成２６年度より開始されており，私はその構築と運用業務

にも携わってきたので，阿波あいネット事業の成功と，徳島県における地域連携や救急・災害時の医療

にも貢献できるよう取り組んでいくつもりです。さらにAIやIoTなどの技術を活用し，医療・介護の
提供者だけでなく受給者側も利用可能となる，安全で利便性の高いシステムの開発研究を手がけていき

たいと考えています。

青藍会の先生方には医療情報の利活用においてご協力をお願いすることになるとは存じますが，今後

ともご指導ご鞭撻を賜りますよう，よろしくお願い申し上げます。末筆となりましたが，青藍会の益々

のご発展をお祈り申し上げ，就任のご挨拶とさせて頂きます。
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脳神経外科学分野

� 木 康 志（たかぎ やすし）

（昭和４１年５月６日生）

略 歴

学 歴

昭和６０年 大阪教育大学教育学部附属高等学校池田校舎卒業

平成３年 京都大学医学部卒業

平成１１年 京都大学大学院医学研究科 博士課程卒業

学 位

平成１１年 京都大学医博

職 歴

平成３年６月１日 京都大学医学部附属病院脳神経外科研修医

平成４年５月１日 福井赤十字病院脳神経外科医員

平成５年５月１日 国立循環器病センター脳血管外科レジデント

平成１１年４月１日 財団法人田附興風会北野病院脳神経外科副部長

平成１２年４月１日 StrokeandNeurovascularRegulation,DepartmentofNeu-
rologyandNeurosurgery,MassachusettsGeneralHospital,
HarvardMedicalSchool（平成１２年度日本学術振興会海外特別研究員）
ResearchFellow

平成１３年９月１日 医薬品副作用被害救済研究開発機構（京都大学再生医科学研究所再生誘導

学研究分野）派遣研究員

平成１４年４月１日 理化学研究所発生再生医学研究センター研究員

平成１４年７月１６日 京都大学医学部附属病院脳神経外科助手

平成２０年４月１日 京都大学大学院医学研究科脳神経外科講師

平成２１年１０月１日 福井赤十字病院 脳神経外科・脳卒中センター部長・センター長

平成２３年４月１日 京都大学大学院医学研究科脳神経外科講師

平成２３年８月１日 京都大学大学院医学研究科脳神経外科准教授

平成２９年１０月１日 徳島大学大学院医歯薬学研究部脳神経外科学分野教授

（現在に至る）
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就任のご挨拶

徳島大学大学院医歯薬学研究部脳神経外科学分野

教授 � 木 康 志

平成２９年１０月に医歯薬学研究部脳神経外科学教授として着任いたしました。脳神経外科教室は昭和４９

年１０月１６日に松本圭蔵先生によって開講され，平成９年２月からは永廣信治先生によって率いられてき

た伝統ある教室です。平成１１年１１月からは全国の国立大学に先駆けて脳卒中ケアユニットを開設し，今

では年間約３００症例の急性期脳卒中の患者さんが搬送されます。そして直達手術，血管内手術のみなら

ず最新の集中管理により数多くの患者さんの治療を行っています。また，脳腫瘍，不随意運動，てんか

んに対する外科治療も数多く手がけています。さらには基礎研究の分野においても，脳動脈瘤や脳虚血

の分野でめざましい業績を上げています。近年，脳神経外科の領域では，脳動脈瘤や内頸動脈狭窄症，

脳動静脈奇形などの分野でその自然歴や外科的治療の成績についてのエビデンスが数多く蓄積され，よ

り安全な手術が重要になっています。単なる手術テクニックのマスターのみならず，神経モニタリング

や術中血流評価システム，ニューロナビゲーションなどを通して合併症の少ない安全な手術が施行され

てきています。また，脳神経外科は悪性脳腫瘍に対する遺伝子解析をベースとした新規治療，頭蓋底腫

瘍に対する神経内視鏡の適応など，ますますの進歩が認められる分野となっています。基礎研究におい

ても，私も長年手がけてきた神経再生を通して，失われた中枢神経系の機能を回復させるべく研究が進

んでいます。私は前任地の京都大学において脳動静脈奇形，もやもや病，脳動脈瘤などの難治脳血管障

害の外科治療を中心に，頭蓋底腫瘍や脊髄腫瘍などの手術も数多く手がけてきました。これからの若い

先生方に，安全な外科手術ができるようにトレーニングを積んでもらうとともに研究活動も行ってもら

い論理的思考を持った次世代を担う脳神経外科医を育てていきたいと考えています。

さて，徳島に来て半年が過ぎようとしています。私が住んでいる中洲町は，ケンチョピアや中徳島河

畔緑地にほど近く，徳島中央公園も徒歩圏内です。休日はゆっくり散歩しながら，戦国時代以来の城下

町の歴史を感じながら，過ごしています。中徳島河畔緑地には，日本の近代医学を切り開いた人々の一

人であるポンペや佐藤泰然の弟子であった関寛斎の像があります。この辺りには雰囲気のいい喫茶店も

多く，ゆったりとした徳島ライフを楽しんでいます。先日，徳島城博物館で江戸時代の旧徳島城下の町

並みの模型を見ました。天然の山と川を利用し難攻不落であったろう徳島城と水運を利用した城下の往

時の繁栄が容易に想像できるものでした。これら近所以外にも，少し散策すれば吉野川や眉山の風景な

どの，今までも聞き及んできた名所のみならず，新町川や助任川の河畔の風景など，町中にはいつも新

しい発見が色々とあります。

これは，脳神経外科教室や徳島大学についても言えるかと思います。外部から来た人間として，日々

発見のある新しい視点を大事にしながら，教室や大学の発展に寄与できるように力を尽くしたいと考え

ております。

青藍会の先生方には，これから脳神経外科教室の発展のためにますますのご支援賜りたいと存じます。

何卒よろしくお願い申し上げます。
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脊椎関節機能再建外科学分野

松 浦 哲 也（まつうら てつや）

（昭和４３年９月５日生）

略 歴

平成５年３月 徳島大学医学部医学科卒業

平成５年４月 徳島大学大学院医学研究科入学

平成９年３月 徳島大学大学院医学研究科単位取得退学

平成９年４月 高知赤十字病院医員（整形外科）

平成１１年６月 徳島大学医学部附属病院医員（整形外科）

平成１４年３月 徳島大学大学院医学研究科博士課程修了

平成１４年１１月 徳島大学医学部附属病院助手（理学療法部）

平成１５年９月 米国ピッツバーグ大学整形外科リサーチフェロー

平成１７年９月 徳島大学医学部附属病院助手（理学療法部）

平成２０年５月 徳島大学病院整形外科講師

平成２６年７月 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部（現：医歯薬学研究部）准教授

（運動機能外科学）

平成２８年１０月 徳島大学大学院医歯薬学研究部脊椎関節機能再建外科学特任教授

（現在に至る）

資 格

日本整形外科学会専門医

日本整形外科学会認定スポーツ医

日本体育協会公認スポーツドクター

日本リハビリテーション認定臨床医

学会活動

日本整形外科学会，日本整形外科スポーツ医学会（代議員），日本臨床スポーツ医学会（代議員），

日本肘関節学会（評議員），日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（評議員），日本肩関節学会，

日本足の外科学会，日本リハビリテーション医学会，国際関節鏡・膝・整形外科スポーツ医学会
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就任のご挨拶

徳島大学大学院医歯薬学研究部

脊椎関節機能再建外科学分野

特任教授 松 浦 哲 也（医学部３９期）

平成２９年１０月１日付けで徳島大学大学院医歯薬学研究部脊椎関節機能再建外科学特任教授を拝命いた

しました。青藍会の皆様方に謹んでご挨拶を申し上げます。

私は中学時代にスポーツドクターになることを志し，昭和６２年に徳島市立高校を卒業，同年に徳島大

学医学部医学科に入学いたしました。大学時代は準硬式野球部に所属し，勉強はあまりせず白球を追い

かけていました。卒業後は予定通り整形外科に入局し，同時に大学院に進学しました。大学院時代は免

荷時の骨格筋に生じる生理的・生化学的変化に関する研究を行いました。また成長期野球肘の疫学調査

や病態に関する研究も併せて行いました。

大学院卒業後は２年間，高知赤十字病院にお世話になり，骨折を中心とした外傷学を学びました。そ

の後に帰局し，関節のスポーツ障害・外傷を専門分野としました。２００３年～２００５年にはスポーツ医学分

野で世界的にも有名な米国ピッツバーグ大学に留学する機会もいただきました。臨床では膝靭帯再建術

の最前線について学び，基礎では大学院時代にテーマとしていた骨格筋の研究に再び従事しました。研

究成果をまとめる幸運にも恵まれましたが，世界各国から訪れていた研究者たちと出会い，日本を外か

ら見る時間を持てたことが何よりの収穫だったと思います。

留学から帰って後は，スポーツに関連した各種関節疾患の診療に携わるとともに，病態解明，治療法

の開発や予防に関する研究に取り組んできました。このうち治療に関しては，各種保存療法の適応と限

界を明らかにするとともに，関節機能の温存と再建を重視した手術を行い治療成績の検討を行ってきま

した。手術では正確な解剖学的再建と低侵襲性を重視し，関節鏡視下手術を大半の関節に適応していま

す。特に肘関節の症例数が多いのが特徴で術後成績について報告してきました。

脊椎関節機能再建外科学は新生児，小児，学童から成人，高齢者まですべての年齢層の運動器疾患を

対象にすることが特徴です。少子超高齢化社会となった日本では，健やかな発育・発達を促し，健康寿

命を延伸することが喫緊の課題となっています。こうした課題の克服に向けて各種疾患の診療に携わる

とともに，病態解明，治療法の開発に関する研究を展開していく所存です。治療以上に重要なのは疾患

の予防で，未来の日本を担う小児・学童の関節を守るべく，発育期のスポーツ選手を対象にした検診活

動を通じて各種疾患の発生頻度を明らかにし，早期発見・早期治療と予防にも努めてまいります。さら

に外部資金獲得にも積極的に応募し，学生や初期・後期研修医の教育にも目を向け，脊椎関節機能関節

外科学教室の更なる発展に，微力ながら尽くす所存です。

末筆になりましたが，青藍会の先生方におかれましては今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう何卒よ

ろしくお願いいたします。青藍会の益々のご発展をお祈り申し上げ，就任のご挨拶とさせていただきま

す。
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准教授・講師の異動

○○採 用

氏 名 発 令 日 講 座

米 津 浩
（医学部３４期） H２９．１１．１ 徳島大学大学院医歯薬学研究部地域運動器・スポーツ医学特任准教授

島 田 健 司
（医学部４６期） H３０．４．１ 徳島大学病院地域脳神経外科診療部特任講師

○○昇 任

氏 名 発 令 日 講 座

山 田 博 胤
（医学部４０期） H２９．１１．１ 徳島大学病院学長裁量プロジェクト講師から

徳島大学大学院医歯薬学研究部地域循環器内科学特任教授

東 貴 弘
（医学部４７期） H３０．１．１ 徳島大学大学院医歯薬学研究部耳鼻咽喉科学助教から

徳島大学病院感覚・皮膚・運動機能科（耳鼻咽喉科・頭頸部外科）講師

岡 博 文
（医学部２９期） H３０．４．１ 徳島大学病院地域脳神経外科診療部特任講師から

同特任准教授

渡 邊 浩 良
（医学部４０期） H３０．４．１ 徳島大学病院小児科講師から

徳島大学大学院医歯薬学研究部小児科学准教授

和 泉 唯 信
（医学部４１期） H３０．４．１ 徳島大学病院内科（神経内科）診療支援医師から

同特任講師

加 藤 剛 志
（医学部４２期） H３０．４．１ 徳島大学大学院医歯薬学研究部産科婦人科学助教から

同講師

黒 部 裕 嗣
（医学部４６期） H３０．４．１ 徳島大学大学院医歯薬学研究部心臓血管外科学助教から

徳島大学病院外科（心臓血管外科）特任講師

河 野 弘
（医学部５０期） H３０．４．１ 徳島大学病院内科（呼吸器・膠原病内科）助教から

同講師

� 須 千 絵
（医学部５３期） H３０．４．１ 徳島大学病院周産母子センター助教から

徳島大学大学院医歯薬学研究部消化器・移植外科学講師

○○配 置 換

氏 名 発 令 日 講 座

早 渕 康 信
（医学部３５期） H３０．４．１ 徳島大学大学院医歯薬学研究部小児科学准教授から

徳島大学病院地域小児科診療部特任准教授

兼 松 康 久
（医学部４３期） H３０．４．１ 徳島大学病院地域脳神経外科診療部特任准教授から

徳島大学大学院医歯薬学研究部脳神経外科学准教授
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康楽賞の受賞

平成２９年度の康楽賞は次の人達に贈与された。

大塚芳満記念財団奨学助成金の受賞

平成２９年度（第１６回）の大塚芳満記念財団奨学助成金は次の人達に贈与された。

○教員の部

所属部局 職 名 氏 名 研 究 題 目

大学院医歯薬学研究部 准 教 授 沼 田 周 助
（医学部４６期）

デノボ点変異（子に生じた新たなゲノムの変異）に
注目した統合失調症の発病機序の解明研究

大学院医歯薬学研究部 准 教 授 後 東 久 嗣
（医学部４３期）

肺癌を中心とした呼吸器疾患の病態解明および新規
分子標的治療の開発

病 院 准 教 授 桑 原 章
（医学部３６期） 生殖補助医療の安全性と有効性に関する研究

○学生の部（学術研究関係）

学科・教育部名 学 年 氏 名 研 究 題 目

医科学教育部 博士課程
１年 鳥 居 裕 太 器質的心疾患のない心房細動患者における三尖弁輪収縮期移動距

離への影響

医学部医学科 ５年 大 島 啓 亮 鉄は酸化ストレスを介したHIF-２αの不活化によりエリスロポ
エチンの発現を低下させる

○学生の部（奨学生関係）

学科・教育部名 学 年 氏 名

医 科 学 教 育 部 博士課程３年 武 田 知 也

医 学 部 医 学 科 ６年 杉 本 達 朗

学科・教育部名 学 年 氏 名

医科学教育部 博士課程３年 藤 本 将 太

医学部医学科 ６年 狩 野 静 香

医学部医学科 ６年 佐々塚 涼 弥

医学部医学科 ６年 黒 澤 すみれ

医学部医学科 ６年 林 篤 志

医学部医学科 ６年 磯 村 祐 太
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学 位 授 与

○博士課程修了者

授与年月日 所 属 氏 名 論 文 題 目

平成２９年１０月２６日 消化器内科学 岡 田 泰 行
（医学部５６期）

EGFR DownregulationafterAnti-EGFR Ther-
apyPredictstheAntitumorEffectinColorectal
Cancer
（大腸癌における抗EGFR抗体薬治療後のEGFR
Downregulationは抗腫瘍効果を予測する）

平成２９年１０月２６日 消化器・移植
外 科 学

寺 奥 大 貴
（医学部５８期）

Roleofthrombospondin-１ expressionin col-
orectallivermetastasisanditsmolecularme-
chanism
（大腸癌肝転移におけるThrombospondin-１発現の役
割とその分子メカニズム）

平成３０年１月２５日 産科婦人科学 炬 口 恵 理
（医学部５３期）

GrowthinhibitoryeffectoftheSrcinhibitor
dasatinibincombinationwithanticanceragents
onuterinecervicaladenocarcinomacells
（子宮頸部腺癌細胞においてSrc阻害薬ダサチニブを抗
癌剤と併用したときの増殖抑制効果）

平成３０年３月２３日 耳鼻咽喉科学 近 藤 英 司
（医学部４９期）

Auralstimulationwithcapsaicinointmentim-
provesswallowingfunctioninelderlypatients
withdysphagia
（カプサイシン軟膏による外耳道刺激は高齢嚥下障害患者
の嚥下機能を改善する）

平成３０年３月２３日 運 動 機 能
外 科 学

筒 井 貴 彦
（医学部４９期）

Efficacyofacomputedtomography-basedna-
vigationsystemforplacementoftheacetabular
componentintotalhiparthroplastyfordevel-
opmentaldysplasiaofthehip
（発育性股関節形成不全への人工股関節置換術における寛
骨臼コンポーネント設置に対するCT-basedナビゲー
ションシステムの有効性）

平成３０年３月２０日 呼吸器・膠原病
内 科 学

西 條 敦 郎
（医学部５０期）

Bonemarrow-derivedfibrocytespromotestem
cell-likepropertiesoflungcancercells
（骨髄由来線維細胞は肺がん細胞のがん幹細胞様特性を増
強する）

平成３０年３月２３日 眼 科 学 仁 木 昌 徳
（医学部５５期）

MicroRNA-４４９adeficiencypromotescoloncar-
cinogenesis
（マイクロRNA４４９aの欠損は大腸での腫瘍形成を促進
する）

平成３０年３月２３日 消化器内科学 藤 本 大 策
（医学部５３期）

Linkedcolorimagingenhancesendoscopicde-
tectionofsessileserratedadenoma／polyps
（Linkedcolorimagingはsessileserratedade-
noma／polypsの検出率を向上させる）

平成３０年３月２３日 脳神経外科学 曽我部 周
（医学部５２期）

Intra-arterialhigh signals on arterialspin
labelingperfusionimagespredicttheoccluded
internalcarotidarterysegment
（Arterialspinlabeling灌流画像で得られる血管内高
信号は内頚動脈の閉塞部位を予測する）

平成３０年３月２３日 病態生理学 板 井 美 樹
（医学部５８期）

Geranylgeranylacetonepreventsstress-indu-
ceddeclineofleptinsecretioninmice
（ゲラニルゲラニルアセトンはマウスにおいてストレスに
よるレプチン分泌の減少を防ぐ）
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１ 徳島大学，クラウドファンディングに挑
戦中
研究者の研究費獲得手段の一つとして，平成２８年
度に開始したクラウドファンディングも，３年目を
迎えました。徳島大学からは，これまでに「野球界
の未来を拓く子どもたちのために少年野球選手のひ
じ障害を防ぎたい！」など，１０件のプロジェクトが
挑戦し，皆さまから温かいご支援を多数いただきま
した。
平成２９年度からは，インターネットを利用して課
題解決を呼びかけ，不特定多数の個人あるいは団体
から提案してもらう仕組みであるクラウドソーシン
グも開始しています。

２ 大鵬薬品工業株式会社と基礎研究に関す
る協定書覚書の調印式を行いました
平成２９年１０月３０日，徳島大学は大鵬薬品工業株式
会社と基礎研究に関する協定書について期間延長の
ため覚書を締結し，調印式を行いました。
大鵬薬品工業株式会社と徳島大学は平成１６年度，
平成２６年度にそれぞれ協定を締結し，同社の支援に
よりがん関連分野の先進的基礎研究拠点の構築と研
究振興を目指して活動を進めてきました。平成３０年
３月３１日に協定の満了を迎えますが，引き続き連携
研究活動を行います。

３ 「徳島大学病院フォーラム２０１８春」を開
催しました
平成３０年３月４日，徳島大学蔵本キャンパス内の
大塚講堂において，市民公開講座「徳島大学病院
フォーラム２０１８春」を開催しました。第一部では「ス
ポーツ医療」をテーマに最新の取組等を紹介し，第
二部では「がん」をテーマにそれぞれの専門医が講
演を行いました。約４５０人の参加者の方々は，最新
医療の講演に熱心に聞き入っておられました。
本フォーラムは，県民の健康の増進と医療に対す
る意識の向上の一助になることを目的として開催し
ており，今回も盛況のうちに終了することができま
した。

４ 第２回「仁生イノベーショングラント」
最終成果報告会を開催しました
平成３０年３月１３日，学生が創出した新規アイデア
の実現化，社会への還元を目的に平成２８年度に創設
された助成金「仁生（じんせい）イノベーショング
ラント」の第２回最終成果報告会を開催しました。
平成２９年度に助成を受けた５課題の学生グループ
は，それぞれの活動成果を多くの方に知っていただ
くため，工夫を凝らした報告を行い，会場に訪れた
聴講者は，学生達の成果報告に興味深そうに耳を傾
けていました。

徳徳 大大 ニニ ュュ ーー スス

徳島大学に関するニュースをお届けします。詳細は徳大広報ならびに本学HPをご覧ください。
また，徳島大学同窓会連合会のFacebook（https:／／www.facebook.com／bizankai／）

を開設しました。

徳島大学の情報をよりリアルタイムでお届けします。ぜひ，「いいね！」よろしくお願いします。

＜徳島大学総務部総務課＞

Tel:０８８‐６５６‐９９７９ Fax:０８８‐６５６‐７０１２ URL:http:／／www.tokushima-u.ac.jp／

徳島大学基金へのご協力のお願い

「徳島大学基金」は，皆さまから事業区分ごとにご支援いただいた寄附金を基金として積み立て，徳島大学
の教育研究等の発展のために使用させていただくものです。webサイトからクレジットカードやコンビニを利
用したお申し込みも可能となりました。

徳島大学創立７０周年記念事業基金
２０１９年に迎える，徳島大学創立７０周年記念事業へのご支援

教育・研究・社会貢献事業基金
プロジェクト事業や全学的な教育・研究，管理運営，環境整備などへのご支援

国際交流・グローバル化事業基金
留学，教員の海外派遣など，国際交流事業へのご支援

修学支援事業基金
授業料等の免除など，学生の修学へのご支援

学部等支援基金
各学部，先端酵素学研究所の教育・研究や管理運営，環境整備へのご支援

古本募金 http : ／ ／www . furuhon-bokin . jp ／ tokushima-u ／
不要になった本，CD,DVDを寄贈いただき，買取金額を基金に充てます

詳しくは徳島大学基金
ホームページ
（http:��www.toku
shima-u.ac.jp�cont-
ribution�）をご覧くだ
さい。

■基金に関するお問合せ
徳島大学基金事務局
（担当：総務部総務課）
電話 ０８８‐６５６‐９９８１

■申込手続き，税制上の優遇措置
に関するお問合せ
徳島大学財務部資産管理課
電話 ０８８‐６５６‐７０３７
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メディア（新聞等）にみる医学部・青藍会

徳島新聞 ２０１７年（平成２９年）１１月６日

徳島新聞 ２０１７年（平成２９年）１１月８日

徳島新聞 ２０１７年（平成２９年）１２月５日
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徳島新聞 ２０１８年（平成３０年）３月２７日

徳島新聞 ２０１８年（平成３０年）４月７日

徳島新聞 ２０１８年（平成３０年）５月１７日
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徳島県保険医新聞（３１５号）２０１８年３月５日

森林誠一氏が名誉顧問を務める写真俳句連絡協議会において選考

「HAIKU日本」にて掲載 https:／／haikunippon.net／

同級生の住友京子先生は心療内科医で

あり，文学のエキスパートでもありま

す。このたび，写真俳句大賞を受賞さ

れたのでご紹介いたします。

医学部２７期 林 健司



徳島大学総務部総務課同窓生・基金係

１ 平成２９年度徳島大学同窓会連合会交流会（びざん会）開催

平成２９年１０月１２日（木），徳島市内のザ・グラン

ドパレスで，びざん会が開催されました。

野地学長，高石理事，佐々木理事，吉田理事，牧

野監事，立木監事，佐野学長補佐の他，各部局教授

等２１名，名誉教授８名，各同窓会会員の方々が出席

されました。

野地学長から挨拶及び近況報告のあった後，各同

窓会会長からご挨拶及び活動状況についてご報告を

いただきました。

また，河田睦眉会会長のご発声で乾杯の後，歓談

の中では赤池医学部副学部長など，各学部長等から

学部の近況について報告がありました。

２ 徳島大学同窓会連合会近畿地区交流会（近畿びざん会）開催

平成２９年１１月１２日（日），大阪大学中之島センター

交流サロン サロン・ド・ラミカルで，近畿びざん

会が開催されました。地区のびざん会は関東と近畿

で隔年で開催しており，近畿びざん会は今回で５回

目となります。

大学からは野地学長，高石理事，佐々木理事，吉

田理事，根本理事，斉藤副学長の他，教授等４名が

出席しました。また，山田正興先生，山本尚三先生

など名誉教授５名，各同窓会からは青藍会桜井会長，

中川近畿支部長をはじめ，各同窓会の代表の方々が

ご出席くださいました。

野地学長からの挨拶，近況報告の後，同窓会会長，

支部長からのご挨拶及び活動状況報告が行われ，青

藍会の中川近畿支部長に乾杯のご発声をいただきま

した。

開催にあたっては，青藍会近畿支部にお世話いた

だきました。平成３０年度の関東びざん会は，工業会

関東支部にお世話いただき開催する予定です。

徳島大学同窓会連合会
http:／／www.tokushima-u.ac.jp／visitor／alumni_association／index.html
徳島大学同窓会連合会Facebook https:／／www.facebook.com／bizankai／

徳島大学同窓会連合会の活動報告

野地学長による近況報告 挨拶される桜井会長 赤池副学部長による医学部近況報告

中川支部長による乾杯の御発声 野地学長と青藍会の皆さま 会場の様子
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医学部長・大学院医科学教育部長

丹 黒 章

青藍会会員の皆様には、日頃より医学部医学科な

らびに大学院医科学教育部の運営に関しまして，格

別のご指導とご支援を賜り，心より感謝申し上げま

す。

さて，徳島大学医学部は，その前身である徳島医

学専門学校が設置されてから今年で７５年になり，新

制大学の医学部となってから６９年，大学院医学研究

科ができてから６４年が経過します。この間，四国唯

一の医学部として四国を中心に全国各地で活躍する

優秀な多数の医師を養成するとともに，生命科学や

医学研究の研究拠点として，先端的な医学研究で世

界的に評価される高いレベルの成果を生み出し，輝

かしい歴史を刻んできました。特に，医学教育や研

究部門で日本をリードする人材を輩出してきました。

このような中，平成１５年度に故人となられたある

青藍会員のご遺志により，医学部のために役立てて

ほしいとの願いを込めていただいた寄付をもとに，

「医学部教育研究振興基金」を設けました。この貴

重な資金により，平成１６年度には４０年間使用されて

老朽化した旧第一臨床講堂を全面改修し，最新鋭の

映像機器を導入しました。同講堂は，平成１７年度か

ら「青藍講堂」と名称を変えて，医学，歯学，薬学

の学生教育や統合講義に使われるほか，講演会やセ

ミナー，研修会などに利用され，高度先進医学や医

療に関する情報発信拠点として有意義に使用されて

います。改めて，ご寄付賜った会員に深謝申し上げ

るとともに，今後とも有効活用させていただく所存

です。

また，平成２５年３月に大塚ホールディングス株式

会社様からのご寄附で，これも老朽化した「大塚講

堂」の改修整備が行われ，約７００名がゆったりと座

れる大ホール，また１００名規模の小会議室２室，そ

の他の談話室などを備えたすばらしい講堂に生まれ

変わりました。ここでは，リニューアル早々から多

くの講演会やセミナー，医学科の学生の講義などに

使用されています。

さらに，平成２５年８月には一般財団法人藤井節郎

記念大阪基礎医学研究奨励会からのご寄付を受けた

藤井節郎記念医科学センターが完成し，これからの

徳島大学蔵本キャンパスの中心的な研究施設として

発展していくことになりました。現在，その内容の

充実を進めているところです。

平成２６年１１月には，故勝沼信彦元医学部長のご遺

族から，基礎医学研究の発展及び独創的観点で生命

科学分野の開拓に挑戦する研究者が育つようにとの

思いを託されました寄附をもとに，「勝沼奨学基金」

を設けました。

このように，蔵本キャンパスの学部関係の施設設

備は毎年新しくなり，これから有意義に使用されて

いくと思いますが，一方で，平成１６年からの国立大

学法人化を契機に，国からの交付金が年々減額され

る中で，競争的資金の獲得競争が激しくなり，国か

らの運営費交付金のみに頼る時代は過ぎ，自己努力

で新しい事業を展開する必要があります。特に，グ

ローバル化，研究マインドを持つ医師の輩出を目指

して，研究環境の整備，若手の研究者への医学部賞

などの表彰による支援，学部学生のMD-PhDコー
スの充実，外国人研究者の受け入れと国際交流の活

発化，など，積極的に推進しなければならない事業

は目白押しです。今後とも，この基金を本学部の教

育，研究の改善や充実に役立たせて参ります。

青藍会会員の皆様におかれましては，このような

事情とこの基金の趣旨をご理解いただき，今後とも

厚いご支援を賜りますようお願い申し上げます。

最後になりましたが，頂戴したご厚情を大切に生

かし，母校の発展に努める所存ですので，これから

もご支援賜りますようお願いいたします。

なお，本基金へのご寄附あるいはお問い合わせは，

下記までご連絡いただければ幸いです。

蔵本事務部医学部総務課管理係（担当 榎本）

電話 ０８８‐６３３‐９１１９ FAX ０８８‐６３３‐９０２８

e-mail:isykanric@tokushima-u.ac.jp

医医学学部部教教育育研研究究振振興興基基金金へへのの寄寄付付ののおお願願いい
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平成２９年１１月１日以降

平成２９年１１月２０日 青藍会広報委員会（青藍会事務室）

１２月８日 青藍会会報第９０号・会員名簿発行

平成３０年２月７日 講演会実行委員会（青藍会館小会議室）

３月１日 青藍会役員会（青藍会館小会議室）

３月２３日 第６６回卒業式 医学部６４期生に卒業記念品贈呈

（ケース付USBカード・青藍会会報第８９・９０号
会員名簿・ようこそ青藍会へ・青藍の碑）

４月６日 徳島大学医学部医学科新入生歓迎会（第一臨床講堂）

４月１７日 青藍会賞選考委員会（日亜メディカル）

青青藍藍会会のの動動きき

青 藍 会 出 身 教 授 一 覧

氏 名 期 大 学 名 講 座 氏 名 期 大 学 名 講 座

田 村 禎 通 １７ 徳島文理大学 保健福祉学部 重 光 修 ２８ 大 分 大 学 救 急 医 学

木 内 淳 子 １８ 滋慶医療科学
大 学 院 大 学

医 療 安 全
管 理 学 糟 谷 英 俊 ２８ 東京女子医科大学 脳神経外科

泉 啓 介 １９ 徳島文理大学 保健福祉学部 谷 憲 治 ２８ 徳 島 大 学 総合診療部

清 水 英 治 ２４ 鳥 取 大 学 分 子 制 御
内 科 学 � 岡 道 雄 ２８ 甲 子 園 大 学 栄 養 学 部

上 野 淳 二 ２４ 徳 島 大 学 医用放射線
技 術 科 学 上 田 夏 生 ２９ 香 川 大 学 生 化 学

川 浦 昭 彦 ２４ 吉備国際大学 理学療法学科 橋 本 雅 章 ２９ 国際医療福祉大学 脳神経外科学

苛 原 稔 ２５ 徳 島 大 学 産科婦人科学 宇 野 昌 明 ２９ 川崎医科大学 脳神経外科学

香 川 典 子 ２５ 徳 島 大 学 病理解析学 江 原 寛 昭 ２９ 滋 賀 大 学 障害児教育

北 川 哲 也 ２６ 徳 島 大 学 心 臓 血 管
外 科 学 伊 藤 裕 司 ２９ 純真学園大学 医療工学科

香 美 祥 二 ２６ 徳 島 大 学 小 児 科 学 横 越 浩 ３０ 四 国 大 学 生活科学部

横 関 博 雄 ２６ 東京医科歯科大学 皮 膚 科 学 橋 本 健 志 ３０ 神 戸 大 学 保健学研究科

長谷川 好 規 ２６ 名 古 屋 大 学 呼吸器内科学 勢 井 宏 義 ３０ 徳 島 大 学 統合生理学

北 畑 洋 ２６ 徳 島 大 学 歯科麻酔科学 近 藤 和 也 ３０ 徳 島 大 学 臨 床 腫 瘍
医 療 学

東 敬次郎 ２６ 徳島文理大学 看 護 学 科 前 田 健 一 ３０ 徳 島 大 学 保 健 管 理
セ ン タ ー

斧 康 雄 ２７ 帝 京 大 学 微 生 物 学 安 井 敏 之 ３０ 徳 島 大 学 生殖補助・
更年期医療学

丹 黒 章 ２７ 徳 島 大 学 胸部・内分泌・
腫瘍外科学 森 健 治 ３０ 徳 島 大 学 子 ど も の

保健・看護学

峠 哲 男 ２７ 香 川 大 学 健 康 科 学 加 藤 真 介 ３０ 徳 島 大 学 リ ハ ビ リ
テーション部

川 上 照 彦 ２７ 吉備国際大学 理学療法学科 安 倍 正 博 ３０ 徳 島 大 学 血液・内分泌
代謝内科学

内 藤 毅 ２７ 徳 島 大 学 国際センター 石 堂 一 巳 ３１ 徳島文理大学 健 康 科 学
研 究 所

鶴 尾 吉 宏 ２８ 徳 島 大 学 顕微解剖学 上 野 修 一 ３１ 愛 媛 大 学 精神神経科学

下 泉 秀 夫 ２８ 国際医療福祉大学 医療福祉分野 赤 池 雅 史 ３１ 徳 島 大 学 医療教育学

金 山 博 臣 ２８ 徳 島 大 学 泌尿器科学 鈴 江 毅 ３１ 静 岡 大 学 教 育 学 部
保 健 体 育
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氏 名 期 大 学 名 講 座 氏 名 期 大 学 名 講 座

三 上 靖 夫 ３１ 京都府立医科大学 リ ハ ビ リ
テーション医学 田 中 克 哉 ３６ 徳 島 大 学 麻酔・疼痛

治 療 医 学

原 田 雅 史 ３２ 徳 島 大 学 放射線医学 岩 田 貴 ３６ 徳 島 大 学 医療系基盤
教 育

高 橋 吉 孝 ３２ 岡山県立大学 栄 養 学 科 松 崎 健 司 ３６ 徳島文理大学 診療放射線
学 科

寶 學 英 隆 ３２ 奈良先端科学技術
大 学 院 大 学

保 健 管 理
セ ン タ ー 住 谷 さつき ３６ 徳 島 大 学 特 別 修 学

支 援 分 野

川 人 宏 次 ３２ 自治医科大学 心臓血管外科 上 原 久 典 ３６ 徳 島 大 学 病 理 部

� 栖 正 典 ３３ 奈良県立医科大学 薬 理 学 川 人 伸 次 ３７ 徳 島 大 学 地 域 医 療
人 材 育 成

二 川 健 ３３ 徳 島 大 学 生体栄養学 粟飯原 賢 一 ３７ 徳 島 大 学 糖尿病・代謝
疾患治療医学

岡 久 稔 也 ３３ 徳 島 大 学 地 域 総 合
医 療 学 小 山 文 彦 ３７ 東 邦 大 学

産業精神保健・
職場復帰支援
セ ン タ ー

久 保 宜 明 ３４ 徳 島 大 学 皮 膚 科 学 久 枝 一 ３８ 群 馬 大 学 国際寄生虫
病 学

西 岡 安 彦 ３４ 徳 島 大 学 呼吸器・膠
原病内科学 中 村 教 泰 ３８ 山 口 大 学 器官解剖学

分 野

西 良 浩 一 ３４ 徳 島 大 学 運 動 機 能
外 科 学 遠 藤 逸 郎 ３８ 徳 島 大 学 生体機能解

析 学 分 野

橋 本 一 郎 ３４ 徳 島 大 学 形成外科学 友 竹 正 人 ３９ 徳 島 大 学 メンタルヘ
ルス支援学

志 馬 伸 朗 ３４ 広 島 大 学 救 急 医 学 桑 原 知 巳 ３９ 香 川 大 学 分子微生物学

� 橋 章 ３５ 徳 島 大 学 予 防 環 境
栄 養 学 前 川 洋 一 ３９ 岐 阜 大 学 寄生虫学・

感 染 学

松 田 純 子 ３５ 川崎医科大学 病態代謝学 奥 村 裕 司 ３９ 相模女子大学 健康栄養学科

相 澤 徹 ３５ 環太平洋大学 体 育 学 部 松 浦 哲 也 ３９ 徳 島 大 学 脊椎関節機能
再建外科学

堀 井 新 ３５ 新 潟 大 学 耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学 大 塚 秀 樹 ４０ 徳 島 大 学 画像医学・

核 医 学

篠 原 尚 ３５ 兵庫医科大学 上部消化管
外 科 山 田 博 胤 ４０ 徳 島 大 学 地域循環器

内 科 学

安 友 康 二 ３６ 徳 島 大 学 生体防御医学 居 村 暁 ４３ 徳 島 大 学 地域外科診
療 部

矢 野 聖 二 ３６ 金 沢 大 学 腫瘍内科 ／
腫 瘍 外 科 大 藤 純 ４３ 徳 島 大 学 ER・災害医

療 診 療 部

井 原 義 人 ３６ 和 歌 山 県 立
医 科 大 学 生 化 学 伊 藤 弘 道 ４５ 鳴門教育大学 特別支援教育
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原稿・写真をお待ちしております

青藍会会報は，会員の皆様からのご寄稿によって
発行できており，ご協力に心より感謝申し上げます。

同窓会開催のご報告，医学部時代の思い出，近況，追悼文等，
会員通信の項へのご寄稿及び扉の写真をお待ちしております。
青藍会事務局までご連絡下さい。
TEL０８８‐６３３‐７１０９ FAX０８８‐６３３‐３１８０
E-mailseiran@tokushima-u.ac.jp

次号９２号（１２月発行）の締め切りは，１０月１日です。
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広 報 委 員 会

○○原稿について

�必ず，文頭にタイトル，氏名・卒業期をご記載ください。
例 タイトル○○○○○○ 山 田 太 郎（医学部○期）

�原則として文字数は１，４００字程度，写真は３枚以内でお願いいたします。
但し会員通信は１，４００字以内，写真は１枚でお願いいたします。
なお，写真には見出しあるいは説明文を必ずつけてください。

�英数字は半角文字で，カタカナは全角文字で入力してください。

�原稿の文中に登場する氏名及び敬称については，スペースを入れずに記載してください。
（例 山田太郎君 高倉健さん 松下幸之助先生）

○○原稿及び写真の送付について

�原稿送付は，可能な限りメール添付または電子媒体にてお送りください。
プリントされた写真については，郵送にてお送りください。後日，返送いたします。

�画像ファイルを送付される場合は，原稿とは別に，JPEGファイル等でお送りください。
原稿（Word等）に貼り付けますと，画質が悪くなります。
なお，画像ファイルの容量が大き過ぎますと届かないことがございます。容量を小さくして１
枚ずつに分けてお送りください。また，青藍会事務局からの連絡がなかった場合は，届いてい
ないことが考えられますので，再度確認のご連絡をお願いいたします。

○○原稿の締め切り日を厳守願います

会報の印刷および製本には，原稿をお預かりした後，ゲラ刷り作成，校正，修正，編集会議等
で２ヶ月ほどの時間を必要といたします。
締め切り日より遅れた場合は，次号の掲載になりますので予めご了承ください。

○○編集作業について

�お送りいただきました原稿は語句などに関して広報委員会で校閲させていただきます。その結
果，修正をお願いする場合もございますことをご了承おきください。

�また，用語や表記などの統一のために文章に手を入れることがございます。予めご了承くださ
い。

○○原稿校正について

�広報委員会で会報全頁のレイアウト等を校正後，製本前のゲラ刷りを作成しお送りさせていた
だきますので，著者校正をお願いいたします。

�校正時の大幅な追記，削除等は，会報発行期日に影響いたしますので，ご遠慮くださいますよ
うよろしくお願い申し上げます。
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事務局からのお願い

◆ 個人情報の取り扱いについて ◆

平成１７年から個人情報保護法が施行され個人情報は厳重に取り扱うことが求められ
ています。青藍会事務局におきましても会員の個人情報は慎重に管理し，取り扱いに
つきましては細心の注意を払っております。従いまして電話等での会員情報の提供に
つきましては原則お断りをさせていただいております。会員のプライバシー保護とト
ラブル防止のためより一層のご理解とご協力を賜りますよう何卒よろしくお願い申し
上げます。

電子化の昨今ではございますが，会員名簿を大いにご活用くださいます
よう何卒よろしくお願い申し上げます。

会員名簿について

１．会員名簿は，青藍会会員及び本学講座（研究分野）以外には配付しない

こととなっております。名簿の保管には十分ご注意くださいますようお願

い申し上げます。また不正使用防止のため旧版の廃棄等についてはお手数

ですが断裁するなどのご配慮をお願いいたします。

２．会員名簿及び会報を送付後，転居先不明で返送されてくる郵便物が相当

数あり転送等にかなりの費用がかかっております。

勤務先，現住所等名簿のデータに変更がある場合は会員名簿末尾に綴じ

込みの青藍会会員名簿変更届または会報末尾に綴じ込みの青藍会
会員管理システムデータ変更届をご利用の上速やかにお申し出く
ださい。

３．会員名簿に現住所・電話番号等の掲載を望まれない方につきましては

「不掲載項目欄」に不掲載希望項目を記載の上お申し出ください。

※間違いトラブル等防止のため電話での連絡はご遠慮願います。
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ご注意ください!!

なりすましのニセ電話について

最近「青藍会事務局の○○です。会費のことで・・・」という青藍会事務局

事務員になりすましたニセ電話の事例が数件報告されております。

過去には「青藍会の○○です。」「医学部第○期卒の○○です。」「徳島大学の

○○です。」「○○病院の○○です。」という同窓生や「青藍会のお荷物のこと

で・・・。」という宅配便業者になりすましたニセ電話の報告もございました。

電話の内容によりますと青藍会に関する情報に詳しい場合がございますので

十分お気をつけください。勤務先及びご家族（帰省先）の皆様にも注意の呼び

かけをお願いいたします。

青藍会事務局では，突然の電話による会費のご案内や個人情報の照会はいた

しておりません。

また，本人確認のできない電話による照会は，お断りさせていただいており

ます。

くれぐれもなりすましのニセ電話にはご注意ください！！
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講 演 会 の お 知 ら せ
青 藍 会 会 長 桜 井 え つ
講演会実行委員長 赤 池 雅 史
蔵本祭学術講演委員長 多 田 美 穂

第３５回青藍会・医学科講演会を下記のとおり開催いたします。
多数のご参加をお待ちしています。
講 師 大阪大学栄誉教授

大阪大学免疫学フロンティア研究センター教授
坂 口 志 文 先生

日 時 平成３０年１０月２５日（木）１８時３０分～２０時
場 所 徳島大学藤井節郎記念ホール（蔵本キャンパス）
演 題 「自己と非自己の免疫学：新しい免疫医療に向けて」

坂口志文先生 ご略歴
【学歴・職歴】
１９７６年３月 京都大学医学部医学科卒業
１９７６年５月 医師免許取得
１９７６年４月 京都大学大学院医学研究科入学
１９７７年１０月 愛知県癌センター研究所実験病理

部門研究生
１９８０年４月 京都大学医学部免疫研究施設及び

附属病院輸血部医員
１９８３年９月 京都大学医学部博士号取得
１９８３年９月 JohnsHopkins大学客員研究員
１９８７年７月 Stanford大学客員研究員
１９８９年７月 Scripps研究所免疫学部助教授

１９９２年１０月 新技術事業団「さきがけ２１研究」
研究員

１９９５年４月 東京都老人総合研究所免疫病理部
門部門長

１９９９年２月 京都大学再生医科学研究所生体機
能調節学分野教授

２００７年１０月 京都大学再生医科学研究所所長
２０１１年４月 大阪大学免疫学フロンティア研究

センター実験免疫学分野教授
２０１３年７月 大阪大学特別教授
２０１６年４月 大阪大学名誉教授，京都大学名誉教授
２０１７年４月 大阪大学栄誉教授

【受賞歴】
１９８６年７月 LucilleP.MarkeyAwardfor

BiomedicalScience
２００３年１１月 持田記念学術賞
２００４年６月 CancerResearchInstitute’s

２００４WilliamB.ColeyAward
２００５年１１月 武田医学賞
２００５年１２月 高峰記念三共賞
２００７年４月 文部科学大臣表彰科学技術賞
２００８年３月 上原賞
２００８年１１月 慶応医学賞
２００９年１１月 紫綬褒章
２０１２年１月 朝日賞
２０１２年３月 日本学士院賞

２０１２年５月 米国NationalAcademyof
Sciences外国人会員

２０１５年１月 MaharshiSushrutaAward
（India）

２０１５年５月 中日文化賞
２０１５年９月 トムソン・ロイター引用栄誉賞
２０１５年１０月 GairdnerInternationalAward

（Canada）
２０１５年１１月 吹田市長賞
２０１７年５月 CrafoordPrize（Sweden）
２０１７年１０月 文部科学省 文化功労者 顕彰
２０１８年３月 食創会 「安藤百福賞」 大賞

【所属学会】
日本免疫学会，日本癌学会，日本リウマチ学会，日本分子生物学会，アメリカ免疫学会（American
AssociationofImmunologists）

【学術誌編集】
Science（ReviewingEditor）
JournalofExperimentalMedicine（AdvisoryEditor）,
Immunity（EditorialBoard）
InternationalImmunology（AssociateEditor）
InternationalJournalofCancer（EditorialBoard）
ImmunologicalReviews（EditorialBoard）,
JournalofExperimentalPathology（AdvisoryEditor）
CancerImmunologyResearch（EditorialBoard）
EuropeanJournalofImmunology（DeputyChairmanofExecutiveCommittee）
OncoImmunology（EditorialBoard）
eLife（EditorialBoard）

共催 青 藍 会
医 学 科
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青藍会館利用案内

徳島大学医学部青藍会館の宿泊，会議室の利用について

１．青藍会館は次のような場合に利用することができます。
①徳島大学の職員が研修，会議及びレクリエーション等を行う場合
②徳島大学の学生が文化行事等を行う場合
③徳島大学の卒業生が卒後研修及び生涯教育等のため会議を行う場合
④徳島大学に教育研究のため来学したものが宿泊する場合
⑤徳島大学の職員が宿泊する場合
⑥徳島大学の学生が宿泊する場合
⑦その他医学部長が特に必要があると認めた者が会議又は宿泊等をする場合

２．会議室
インターネット接続可能
①大会議室 ７５席
マイク及びプロジェクタ
�VGA端子�使用可能
②小会議室 ２０席
内装をリニューアルしま
した。

３．宿泊室
洋室３室（定員各１名）
インターネット接続可能

４．利用申込みについて
①青藍会事務室にて予約（電話０８８－６３３－７１０９ 内線：２６０１）
部屋の空き具合を確認の上，予約をしてください。

②青藍会事務室に利用許可願を提出
利用許可願は，原則として利用日の５日前までに提出してください。
会議室を利用する場合は，案内書またはプログラムなど（日時・
場所が入っているもの）の写しを添付してください。

③有料の場合は，蔵本事務部医学部総務課管理係より利用許可書を
受領し，会計課経理係（医学基礎A棟１階）に料金を納入
利用料金は，利用日の２日前までに前納してください。

④青藍会事務室で部屋の鍵の受取り及び返却方法
利用者（又は申込者）は，利用許可書を青藍会事務室に持参し，鍵を受け取り，利用終了時には青藍会事務
室に返却してください。
また，宿泊利用者（又は申込者）は，利用当日の１５時から１６時までの間に鍵を受け取り，翌日（勤務日）の
１０時に青藍会事務室へ返却してください。
なお，利用日が休日の時は，前日の勤務日に鍵を受領してください。

（注１）消費税は利用料金に含まれています。
（注２）会議室及び展示コーナー・ロビーの利用料は４時間以内の料金とし，４時間を超え８時間以内の場合は２

倍，８時間を超える場合は３倍とします。

大会議室 小会議室

洋室（バス・トイレ付）

【利 用 料 金 表】

区 分 利 用 料

会 議 室
大会議室 １，４００円

小会議室 ７００円

宿 泊 室 ３，４００円

展示コーナー・ロビー ７００円
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青藍会館利用状況

平成２９年度 ゲストルーム・会議室利用状況

ゲストルーム 会 議 室

利用

月

利用

者数

利用者別 利用回数 利 用 目 的 別 利 用 回 数

他大学 その他 大 小 計 行 事 会 議 研究会 講演会 卒業生 学 生 その他

４ ５４ ４７ ７ ３ ４ ７ ２ １ ４

５ ３５ ３２ ３ ４ ６ １０ ４ ３ １ ２

６ ５３ ３０ ２３ １ １ ２ １ １

７ ２９ ２５ ４ ５ ３ ８ ２ ４ ２

８ ６４ ５０ １４ ７ １ ８ ２ ３ ３

９ ２７ ２７ ５ ２ ７ ２ ３ ２

１０ １２ ９ ３ ７ ２ ９ ２ ５ ２

１１ ７８ ３７ ４１ １０ ５ １５ ４ ３ ４ ４

１２ ６ ６ ３ ２ ５ ３ ２

１ ２０ ２０ ８ １ ９ １ ３ ５

２ ２４ １８ ６ ６ ７ １３ ５ ５ ２ １

３ １１ ６ ５ ６ ４ １０ ３ ４ １ ２

計 ４１３ ３０７ １０６ ６５ ３８ １０３ １３ ２５ ３３ １８ １４

１１月分

ゲ ス ト ル ー ム 会 議 室

区分
利用

者数

利用者別
区 分

利用

回数

利 用 目 的 別 利 用 回 数

他大学 その他 学内行事 会 議 研究会 講演会 卒業生 学 生 その他

１号室 １９ ７ １２ 大会議室 １０ ２ １ ３ ４
２号室 ２９ ２９

小会議室 ５ ２ ２ １３号室 ３０ ３０

合計 ７８ ３７ ４１ 合 計 １５ ４ ３ ４ ４

２９年１０月分

ゲ ス ト ル ー ム 会 議 室

区分
利用

者数

利用者別
区 分

利用

回数

利 用 目 的 別 利 用 回 数

他大学 その他 学内行事 会 議 研究会 講演会 卒業生 学 生 その他

１号室 ２ １ １ 大会議室 ７ ２ ３ ２
２号室 ５ ４ １

小会議室 ２ ２３号室 ５ ４ １

合計 １２ ９ ３ 合 計 ９ ２ ５ ２
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１２月分

ゲ ス ト ル ー ム 会 議 室

区分
利用

者数

利用者別
区 分

利用

回数

利 用 目 的 別 利 用 回 数

他大学 その他 学内行事 会 議 研究会 講演会 卒業生 学 生 その他

１号室 大会議室 ３ ２ １
２号室 ３ ３

小会議室 ２ １ １３号室 ３ ３

合計 ６ ６ 合 計 ５ ３ ２

３０年１月分

ゲ ス ト ル ー ム 会 議 室

区分
利用

者数

利用者別
区 分

利用

回数

利 用 目 的 別 利 用 回 数

他大学 その他 学内行事 会 議 研究会 講演会 卒業生 学 生 その他

１号室 大会議室 ８ ３ ５
２号室 １３ １３

小会議室 １ １３号室 ７ ７

合計 ２０ ２０ 合 計 ９ １ ３ ５

２月分

ゲ ス ト ル ー ム 会 議 室

区分
利用

者数

利用者別
区 分

利用

回数

利 用 目 的 別 利 用 回 数

他大学 その他 学内行事 会 議 研究会 講演会 卒業生 学 生 その他

１号室 ５ １ ４ 大会議室 ６ １ ３ １ １
２号室 １７ １７

小会議室 ７ ４ ２ １３号室 ２ ２

合計 ２４ １８ ６ 合 計 １３ ５ ５ ２

３月分

ゲ ス ト ル ー ム 会 議 室

区分
利用

者数

利用者別
区 分

利用

回数

利 用 目 的 別 利 用 回 数

他大学 その他 学内行事 会 議 研究会 講演会 卒業生 学 生 その他

１号室 ５ ５ 大会議室 ６ ３ １ １ １
２号室 ４ ４

小会議室 ４ ３ １３号室 ２ １ １

合計 １１ ６ ５ 合 計 １０ ３ ４ １ ２
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ゲストルーム利用状況内容 自 平成２９年１０月
至 平成３０年３月

申込者所属部局 利用者数
各 月 内 訳

１０ １１ １２ １ ２ ３

医 学 部 ６１ １１ ３１ ６ ７ ６

病 院 ２９ ２９

先 端 酵 素 学 研 究 所 １２ ７ ５

埋 蔵 文 化 財 調 査 室 １ １

蔵 本 事 務 部 ４８ １８ １３ １７

計 １５１ １２ ７８ ６ ２０ ２４ １１

会議室利用状況内容
自 平成２９年１０月
至 平成３０年３月

月 利 用 者 会議室 人員 会 議 等 名

１０ 予防環境栄養学分野 大 ３０ LED報告会
予防環境栄養学分野 大 ５３ 管理栄養士国家試験対策模擬試験

細胞・免疫解析学分野 大 １８ 臨床検査技師国家試験模擬試験

精 神 医 学 分 野 大 小 ３０ １０ EGUIDE講習
組織再生制御学分野 大 ５０ 蔵本免疫懇話会

倚 山 会 田 岡 病 院 大 １０ 第２回徳島大学古流剛柔流空手道部蔵本地区OB・OG会
疾患治療栄養学分野 大 小 ５０ １０ 徳島県栄養士会生涯教育

１１ 予防環境栄養学分野 大 ５０ ライフオプティクス研究PJ発表会
助 産 学 分 野 小 ７ 国際助産師の日事業促進会役員会

細胞・免疫解析学分野 大 １８ 臨床検査技師国家試験模擬試験（３日間）

疾患治療栄養学分野 大 小 ５０ １０ 徳島県栄養士会生涯教育

産学連携・研究推進課 大 小 ３０ １０ 大鵬薬品工業㈱との基礎研究協定に基づく共同研究中間報告会及び協議会

精 神 医 学 分 野 大 ３０ 第１０回実践に役立つアセスメント研究会

予防環境栄養学分野 大 ５３ 管理栄養士国家試験対策模擬試験

人 事 課 大 小 ６０ １０ 平成２９年度国立大学法人徳島大学永年勤続者表彰式（２日間）

１２ アストラゼネカ株式会社 大 小 ６０ １０ あけぼの徳島乳がん講演会

耳鼻咽喉科学分野 大 小 ４０ １０ 第１１回徳島耳鼻咽喉科外来診療研究会

生 体 栄 養 学 分 野 大 ２０ 第５１期生生体栄養学分野卒業論文発表会

１ 細胞・免疫解析学分野 大 １８ 臨床検査技師国家試験模擬試験（３日間）

先端酵素学研究所 大 ５０ 蔵本免疫懇話会

助 産 学 分 野 小 ８ 国際助産師の日事業促進会役員会

医 学 部 学 務 課 大 ５０ 修士論文看護学領域助産実践コース公開審査

予防環境栄養学分野 大 ５３ 管理栄養士国家試験対策模擬試験

精 神 医 学 分 野 大 ３０ 第１１回実践に役立つアセスメント研究会
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月 利 用 者 会議室 人員 会 議 等 名

１ 疾患治療栄養学分野 大 ５０ 徳島県栄養士会生涯教育

２ 細胞・免疫解析学分野 小 １０ 平成２９年度健康食品管理士会徳島県部会役員会（２日間）

青 藍 会 小 １７ 青藍会講演会実行委員会

細胞・免疫解析学分野 大 １８ 臨床検査技師国家試験模擬試験

放 射 線 医 学 分 野 大 小 ３０ １０ 第３９回日本東洋医学会徳島県部会学術講演会

薬 理 学 分 野 大 ３０ 第３回徳島大学MD-PhD同窓会総会・近況報告会
大塚製薬株式会社 大 小 １００ １５ 第２０回徳島脳卒中研究会

先端酵素学研究所 大 ４０ 蔵本免疫懇話会

助 産 学 分 野 小 ８ 国際助産師の日事業促進会役員会

臨床神経科学分野 大 小 ３０ １０ 第１４回徳島神経懇話会（神経内科同門会）

３ 青 藍 会 小 ２０ 青藍会役員会

細胞・免疫解析学分野 小 ２０ 平成２９年度第２回健康食品管理士会四国支部幹事会

放射線総合センター 大 ５０ 放射線業務従事者再教育訓練（３日間）

実 践 栄 養 学 分 野 大 ３０ 蔵本免疫懇話会

神 経 内 科 大 小 ８０ １０ 徳島補聴研究会 年度末特別講演会

助 産 学 分 野 小 ８ 国際助産師の日事業促進会役員会

産学連携・研究推進課 大 ３０ 大鵬薬品工業㈱との基礎研究協定に基づく共同研究成果報告会
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医
学
部
現
員
表

平
成
３０
年
４
月
１
日
現
在

学
年

学
科
・
専
攻
等

定
員

男
女

計

１
医
学
科

１１
４

７３
５１

１２
４

医
科
栄
養
学
科

５０
５

４５
５０

保
健
学
科
看
護
学
専
攻

７０
２

７２
７４

保
健
学
科
放
射
線
技
術
科
学
専
攻

３７
２６

１３
３９

保
健
学
科
検
査
技
術
科
学
専
攻

１７
９

９
１８

計
２８
８

１１
５

１９
０

３０
５

２
医
学
科

１１
４

７９
５１

１３
０

医
科
栄
養
学
科

５０
６

４５
５１

保
健
学
科
看
護
学
専
攻

７０
１

７０
７１

保
健
学
科
放
射
線
技
術
科
学
専
攻

３７
２８

１２
４０

保
健
学
科
検
査
技
術
科
学
専
攻

１７
３

１６
１９

計
２８
８

１１
７

１９
４

３１
１

３
医
学
科

１１
４

９１
３９

１３
０

医
科
栄
養
学
科

５０
６

４３
４９

保
健
学
科
看
護
学
専
攻

７０
６

７１
７７

保
健
学
科
放
射
線
技
術
科
学
専
攻

３７
３２

９
４１

保
健
学
科
検
査
技
術
科
学
専
攻

１７
７

１２
１９

計
２８
８

１４
２

１７
４

３１
６

４
医
学
科

１１
４

６ ９
４４

１１
３

医
科
栄
養
学
科

５０
４

４６
５０

保
健
学
科
看
護
学
専
攻

７０
２

７６
７８

保
健
学
科
放
射
線
技
術
科
学
専
攻

３７
３２

８
４０

保
健
学
科
検
査
技
術
科
学
専
攻

１７
５

１２
１７

計
２８
８

１１
２

１８
６

２９
８

５
医
学
科

１１
４

６０
４０

１０
０

計
１１
４

６０
４０

１０
０

６
医
学
科

１１
４

８３
４１

１２
４

計
１１
４

８３
４１

１２
４

合
計

１３
８０

６２
９

８２
５

１
，４
５４

医
科
学
教
育
部
（
修
士
課
程
）
現
員
表

平
成
３０
年
４
月
１
日
現
在

学
年

学
科
・
専
攻
等

定
員

男
女

計

１
医
科
学
専
攻
修
士
課
程

１０
０

計
１０

０
０

０

２
医
科
学
専
攻
修
士
課
程

１０
０

計
１０

０
０

０

合
計

２０
０

０
０

医
科
学
教
育
部
（
博
士
課
程
）
現
員
表

平
成
３０
年
４
月
１
日
現
在

学
年

学
科
・
専
攻
等

定
員

男
女

計

１
医
学
専
攻
博
士
課
程

５１
０

計
５１

０
０

０

２
医
学
専
攻
博
士
課
程

５１
０

計
５１

０
０

０

３
医
学
専
攻
博
士
課
程

５１
０

計
５１

０
０

０

４
医
学
専
攻
博
士
課
程

５１
０

プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
医
科
学
専
攻
博
士
課
程

０

計
５１

０
０

０

合
計

M
D
-P
h
D
コ
ー
ス
（
内
数
）

２０
４

０
（
０
）

０
（
０
）

０
（
０
）

統
計
資
料

医
学
部
・
教
育
部
学
生
現
員
表
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医
学
部
卒
業
（
修
了
）
者
数

年
度
別

区
分

平
成
２

年
以
前
３
年
４
年
５
年
６
年
７
年
８
年
９
年
１０
年
１１
年
１２
年
１３
年
１４
年
１５
年
１６
年
１７
年
１８
年
１９
年
２０
年
２１
年
２２
年
２３
年
２４
年
２５
年
２６
年
２７
年
２８
年
２９
年

計

医 学 部

医
学

科
３
，３
１８

１０
２
１０
４

８７
１０
１

９８
８９

９８
９５

９１
８９

１０
０

９０
８９

９９
８３

９２
８９

１０
３

９８
９４

８８
８４

１０
０

９７
９７

１１
３
１０
８
５
，８
９６

栄
養
学
科
１
，１
１６

４５
４８

５１
５１

５２
５３

５１
５１

５４
４９

４８
５０

４９
４９

５２
５１

４７
５２

５２
４７

４９
４６

４８
４８

４９
５４

４
２
，４
１６

医
科
栄
養
学
科

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
４６

４６

計
４
，４
３４

１４
７
１５
２
１３
８
１５
２
１５
０
１４
２
１４
９
１４
６
１４
５
１３
８
１４
８
１４
０
１３
８
１４
８
１３
５
１４
３
１３
６
１５
５
１５
０
１４
１
１３
７
１３
０
１４
８
１４
５
１４
６
１６
７
１５
８
８
，３
５８

栄
養
学
専
攻
科

４
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

４

博 士 （ 医 学 ）

課 程 修 了 者

生
理

系
１０
５

２
３

２
６

１
４

３
１

２
１

３
９

８
７

４
２

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

０
１６
４

病
理

系
６９

２
２

２
３

１
２

２
３

７
４

３
３

５
２

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１１
２

社
会
医
学
系

２７
０

０
１

０
０

１
０

０
０

０
３

１
２

０
２

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

３８

内
科

系
１０
９

４
５

５
４

４
１３

２０
６

８
６

１５
１９

１２
８

１２
８

２
１

４
２

０
１

１
０

０
０

０
２６
９

外
科

系
１５
６

８
５

５
１２

５
５

６
６

９
１０

７
５

１６
１０

６
８

９
２

５
２

２
０

１
３

０
０

０
３０
３

医
学

１５
２０

２２
３０

３１
２４

３１
３２

４２
２９

４３
４４

３４
３９
７

プ
ロ
テ
オ
ミ

ク
ス
医
科
学

７
８

８
１０

１２
１０

６
５

５
１

２
０

２
７６

小
計

４６
６

１６
１５

１５
２５

１１
２５

３１
１６

２６
２１

３１
３７

４３
２７

４７
４７

４１
４３

５３
３８

３９
３８

４９
３４

４５
４４

３６
１
，３
５９

論
文
提
出
者
１
，１
４４

３８
４８

５０
５１

５５
４１

４６
３７

４９
１４

１４
２３

３５
１４

２０
３３

８
１２

４
４

４
３

０
２

１
０

５
１
，７
５５

計
１
，６
１０

５４
６３

６５
７６

６６
６６

７７
５３

７５
３５

４５
６０

７８
４１

６７
８０

４９
５５

５７
４２

４３
４１

４９
３６

４６
４４

４１
３
，１
１４

博 士 （ 栄 養 学 ）

課
程
修
了
者

６２
２

１
１

６
１

３
３

９
３

５
８

４
３

４
１２

１０
１５

７
１０

１５
１２

１０
１３

７
６

９
１５

２５
６

論
文
提
出
者

２４
２

３
４

４
５

１
５

７
５

５
４

６
５

４
０

３
０

０
１

０
２

１
１

１
０

０
０

９３

計
８６

４
４

５
１０

６
４

８
１６

８
１０

１２
１０

８
８

１２
１３

１５
７

１１
１５

１４
１１

１４
８

６
９

１５
３４
９

修
士
（
医
科
学
）

２１
１７

１４
１８

１８
９

７
８

８
９

１２
１０

５
７

１６
３

修
士
（
栄
養
学
）

２１
０

１４
１２

１５
２１

１８
２２

１８
１６

１９
１５

２１
３０

２４
２６

２１
３０

３１
２０

２１
２２

２６
２８

３１
２４

２２
３３

２３
８１
３
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２
．
入
学

者

定
員

（
募
集
人
員
）

入 学 者 数

入
学

者
内

訳

男
・
女

県
内
・
県
外
等

現
役
・
浪
人

男
子

女
子

県
内

県
外

海
外

そ
の
他
現
役

１
浪

２
浪

３
浪

４
浪
以
上

そ
の
他

推
薦

４２
４２

２０
２２

２９
１３

０
２８

１４
０

０
０

０

前
期

７２
７２

４５
２７

６
６６

０
３２

２１
９

４
６

０

私
費

若
干

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

計
１１
４

１１
４

６５
４９

３５
７９

０
６０

３５
９

４
６

０

平
成
３０
年
度
徳
島
大
学
医
学
部
入
学
試
験
（
医
学
科
）
合
格
者
・
入
学
者
状
況
調

３
．
入
学
者
の
都
道
府
県
等
別

都
道
府
県

人
数

（
男
子
）
（
女
子
）

茨
城

２
１

１

東
京

２
２

０

神
奈
川

１
１

０

福
井

１
１

０

長
野

１
１

０

愛
知

１
１

０

京
都

４
２

２

大
阪

１６
９

７

兵
庫

２３
１３

１０

奈
良

３
３

０

和
歌
山

３
２

１

岡
山

７
３

４

広
島

４
３

１

徳
島

３５
１８

１７

香
川

５
２

３

愛
媛

２
１

１

高
知

１
０

１

長
崎

１
１

０

福
岡

１
０

１

沖
縄

１
１

０

そ
の
他

０
０

０

合
計

１１
４

６５
４９

１
．
合
格

者

定
員

（
募
集
人
員
）

志 願 者 数

受 験 者 数

合 格 者 数

合
格

者
内

訳
入 学 辞 退

男
・
女

県
内
・
県
外
等

現
役
・
浪
人

男
子

女
子

県
内

県
外

海
外

そ
の
他
現
役

１
浪

２
浪

３
浪

４
浪
以
上

そ
の
他

推
薦

４２
１０
５

（
８６
）

８５
４２

２０
２２

２９
１３

０
２８

１４
０

０
０

０
０

前
期

７２
２０
２

（
１９
４
）
１５
９

７３
４６

２７
６

６７
０

３２
２２

９
４

６
０

１

私
費

若
干

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

計
１１
４

３０
７

２４
４

１１
５

６６
４９

３５
８０

０
６０

３６
９

４
６

０
１

注
１
：
（

）
内
は
第
一
段
階
選
抜
合
格
者

注
２
：
前
期
日
程
合
格
者
７３
名
に
は
追
加
合
格
者
１
名
含
む
。
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医
師
国
家
試
験
年
度
別
合
格
調

年
度

回
試
験
日

徳
島
大
学

徳
島
大
学
新
卒

徳
島
大
学
既
卒

徳
大
国
立

新
卒
順
位

（
４３
校
）

国
立
平
均

合
格
率

（
総
数
）

徳
大
国
公
私

立
新
卒
順
位

（
８０
校
）

全
国
平
均

合
格
率

（
総
数
）

備
考

受
験
者

合
格
者

％
受
験
者

合
格
者

％
受
験
者

合
格
者

％

２９
１１
２
回

３０
．２
．１
０
，１
１

１１
８

１０
４

８８
．１

１０
８

９８
９０
．７

１０
６

６０
．０

３９
９１
．２

６６
９０
．１

合
格
発
表
３
月
１９
日

２８
１１
１
回
２９
．２
．１
１
～
１３

１２
２

１１
２

９１
．８

１１
３

１０
７

９４
．７

９
５

５５
．６

１８
９０
．７

２８
８８
．７

合
格
発
表
３
月
１７
日

２７
１１
０
回

２８
．２
．６
～
８

１０
８

９９
９１
．７

９７
９３

９５
．９

１１
６

５４
．５

１３
９１
．７

２７
９１
．５

合
格
発
表
３
月
１８
日

２６
１０
９
回

２７
．２
．７
～
９

１１
０

９８
８９
．１

９７
９２

９４
．８

１３
６

４６
．２

２１
９１
．８

４１
９１
．２

合
格
発
表
３
月
１８
日

２５
１０
８
回

２６
．２
．８
～
１０

１１
０

９６
８７
．３

１０
０

９２
９２
．０

１０
４

４０
．０

３４
９１
． ５

５９
９０
．６

合
格
発
表
３
月
１８
日

２４
１０
７
回

２５
．２
．９
～
１１

９６
８６

８９
．６

８４
７９

９４
．０

１２
７

５８
．３

２５
９０
．７

４４
８９
．８

合
格
発
表
３
月
１９
日

２３
１０
６
回
２４
．２
．１
１
～
１３

９８
８７

８８
．８

８８
８５

９６
．６

１０
２

２０
．０

１４
９０
．５

２６
９０
．２

合
格
発
表
３
月
１９
日

２２
１０
５
回
２３
．２
．１
２
～
１４

９９
８９

８９
．９

９３
８５

９１
．４

６
４

６６
．７

３１
９０
．４

５３
８９
．３

合
格
発
表
３
月
１８
日

２１
１０
４
回
２２
．２
．１
３
～
１５

１０
６

９９
９３
．４

９８
９４

９５
．９

８
５

６２
．５

１０
９０
．９

１９
８９
．２

合
格
発
表
３
月
２９
日

２０
１０
３
回
２１
．２
．１
４
～
１６

１１
５

１０
５

９１
．３

１０
３

９８
９５
．１

１２
７

５８
． ３

２４
９２
．１

４６
９１
．０

合
格
発
表
３
月
２７
日

１９
１０
２
回
２０
．２
．１
６
～
１８

１０
４

９２
８８
．５

８９
８５

９５
．５

１５
７

４６
．７

３５
９１
．６

６１
９０
．６

合
格
発
表
３
月
２８
日

１８
１０
１
回
１９
．２
．１
７
～
１９

１０
５

９１
８６
．７

９２
８４

９１
．３

１３
７

５３
．８

３２
９０
．３

５０
８７
．９

合
格
発
表
３
月
２９
日

１７
１０
０
回
１８
．２
．１
８
～
２０

８９
７６

８５
．４

８３
７３

８８
．０

６
３

５０
．０

４０
９０
．６

６６
９０
．０

合
格
発
表
３
月
２９
日

１６
９９
回

１７
．２
．１
９
～
２１

１０
８

１０
２

９４
．４

９８
９６

９８
．０

１０
６

６０
．０

８
９０
．６

１５
８９
．１

合
格
発
表
３
月
３０
日

１５
９８
回

１６
．３
．２
０
～
２２

９８
８７

８８
．８

８９
８２

９２
．１

９
５

５ ５
．６

２８
９０
．３

４５
８８
．４

合
格
発
表
４
月
２２
日

１４
９７
回

１５
．３
．１
５
～
１７

１０
４

９５
９１
．３

９０
８８

９７
．８

１４
７

５０
．０

２３
９１
．４

３７
９０
．３

合
格
発
表
４
月
２４
日

１３
９６
回

１４
．３
．１
６
～
１８

１０
５

９１
８６
．７

９９
９０

９０
．９

６
１

１６
．７

４２
９２
．１

６５
９０
．４

合
格
発
表
４
月
２５
日

１２
９５
回

１ ３
．３
．１
７
～
１９

１０
２

９６
９４
．１

８８
８６

９７
．７

１４
１０

７１
．４

１４
９２
．４

２２
９０
．４

合
格
発
表
４
月
２６
日

１１
９４
回

１２
．３
．１
８
～
１９

１０
３

８６
８３
．５

９１
８０

８７
．９

１２
６

５０
．０

１７
８２
．４

２８
７９
．１

１０
９３
回

１１
．３
．２
０
～
２１

１１
０

９８
８９
．１

９５
９１

９５
．８

１５
７

４６
． ７

１２
８７
．１

２３
８４
．１

９
９２
回

１０
．３
．２
１
～
２３

１０
５

９０
８５
．７

９８
８６

８７
．８

７
４

５７
．１

４０
９０
．５

６７
８９
．６

８
９１
回

９
．３
．１
５
～
１６

１０
０

９３
９３
．０

８９
８４

９４
．４

１１
９

８１
．８

１０
８９
．４

２２
８８
．１

７
９０
回

８
．３
．１
６
～
１７

１１
１

１０
０

９０
．１

９８
９２

９３
．９

１３
８

６ １
．５

２６
９１
．５

４５
８９
．３

６
８９
回

７
．３
．１
８
～
１９

１１
５

１０
２

８８
．７

１０
１

９２
９１
．１

１４
１０

７１
．４

２２
８９
．７

３８
８６
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５
８８
回

６
．３
．１
９
～
２０

１０
７

９２
８６
．０

８７
８３

９５
．４

２０
９

４５
．０

２８
８８
．４

４９
８６
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平成２９年度 徳島大学医学部医学科卒業生の勤務地調（都道府県別）

都道府県名 人 数 都道府県名 人 数

北 海 道 ４ 兵 庫 県 １２

埼 玉 県 １ 和 歌 山 県 １

千 葉 県 ３ 岡 山 県 ６

東 京 都 ４ 広 島 県 ３

神 奈 川 県 １ 徳 島 県 ３６

石 川 県 ２ 香 川 県 ３

岐 阜 県 １ 愛 媛 県 １

愛 知 県 ２ 熊 本 県 １

京 都 府 ５ 大 分 県 １

大 阪 府 ８ 沖 縄 県 ２

計 ９７

平成２９年度 患者数の状況
医事課

診療月
入 院

患者延数

病 床 稼 働 率 外 来

患者延数

外 来

診療日数

一日当たり外来患者延数

前年度 今年度 差 引 前年度 今年度 差 引

人 ％ ％ ％ 人 日 人 人 人

４ 月 １７，１３８ ７９．２ ７９．１ －０．１ ２６，９６５ ２０ １，３４１ １，３４８ ７

５ 月 １６，７５７ ７６．０ ７４．８ －１．２ ２８，１５９ ２０ １，３５４ １，４０８ ５４

６ 月 １７，７０１ ８３．５ ８１．５ －２．０ ３０，４２２ ２２ １，３４０ １，３８３ ４３

７ 月 １８，３４３ ８２．５ ８２．０ －０．５ ２９，１７７ ２０ １，３８４ １，４５９ ７５

８ 月 １７，９７５ ８０．２ ８０．０ －０．２ ３０，３２５ ２２ １，３３０ １，３７８ ４８

９ 月 １７，４６９ ７７．２ ８０．５ ３．３ ２８，４６４ ２０ １，３６３ １，４２３ ６０

１０ 月 １７，９２８ ７７．９ ７９．８ １．９ ２９，６４８ ２１ １，３９５ １，４１２ １７

１１ 月 １７，５７５ ８１．７ ８１．２ －０．５ ２８，０２１ ２０ １，３５７ １，４０１ ４４

１２ 月 １７，７０２ ７６．０ ７８．４ ２．４ ３０，０２９ ２０ １，４７８ １，５０１ ２３

１ 月 １６，７４２ ７５．３ ７５．３ ０．０ ２７，８５３ １９ １，３９６ １，４６６ ７０

２ 月 １７，１５７ ８１．４ ８４．８ ３．４ ２７，４１１ １９ １，３３２ １，４４３ １１１

３ 月 １８，５７５ ８２．４ ８２．４ ０．０ ３０，９９１ ２１ １，３８５ １，４７６ ９１

累計 ２１１，０６２ ７９．４ ７９．９ ０．５ ３４７，４６５ ２４４ １，３７０ １，４２４ ５４

月平均 １７，５８９ ２８，９５５ ２０．３ １，３７０ １，４２４ ５４

※病床稼働率は，厚労省方式

平成３０年度 新規卒業生臨床研修者数
（平成３０年４月１日現在）

出 身 大 学

徳 大 出 身 他大学出身

１８人 ４人
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過日，スポーツ精神に相反する様なショッキングなニュースが日本中を駆け巡った。

アメフトの試合中，ボールを持ってない選手にタックルをして怪我を負わせたのだ。

そもそもスポーツ(Sports)とは何か？ 言葉の語源を遡ってみると，若干ラテン語

から古代フランス語へと変化がみられるが，desportから考えるとわかりやすい。す

なわち，des（離れる）＋port（港で荷物を運ぶポーター，仕事，労働）であり，日々

の生活から離れること，休養する，楽しむ，遊ぶ，気晴らしをするなどを意味していた。

その本質として，遊ぶ，楽しむが根底に存在するため，身体を動かすほかに，頭脳を

使って遊ぶ囲碁や将棋，オセロなどもスポーツのカテゴリーに入る。さらに，趣味の釣

りや乗馬，狩猟なども。たとえば，日本のスポーツ新聞には，バラエティに富むエンター

テイメントがテンコ盛りだ。あのような媒体はなかなか外国にはみられない。

そもそも楽しみであったものが，わが国では，各種スポーツが厳しい環境や勝つため

のスパルタ教育の中で発展してきたのではあるまいか。その中では，個人の人格や気持

ちの尊重よりも，組織やチームの体面がより重要となってしまう。この特異性も諸外国

にはそれほどみられないようだ。

私が卒後米国のレジデンシーで臨床研修していたとき，社会的・文化的に地域の人々

と関わる貴重な機会を得た。その際，誰もが好きなスポーツを楽しむ姿，高校アメフト

チームの練習で学生たちがニコニコしながら練習する様子，毎週末アメフトの試合で子

供たちの家族が楽しむ雰囲気などが印象的だったのを思い出す。

日本スポーツ協会のスポーツドクターとして，アイススケートやローラースケート，

陸上競技などにも常々関わってきた。同協会の全国会議では素晴らしいレクチャーを受

講できる。アメフトなどの怪我のリスクが特に高い種目では，障害のケースがあると直

ちに議論し，怪我予防のためルールを変えてきた歴史をご存知だろうか。

私事で恐縮だが，徳島大学では準硬式野球部員で，その後も野球やスケート，陸上競

技を現役で継続中である。常に体調管理を万端にして継続する事を大切に，ダッシュ力

を保持してきた。１５歳のとき１００mを１３．０秒で走り，５９歳時１３．１秒とマスターズ陸上で

歴代県記録を樹立。この一瞬だけでも嬉しく今後の励みとなっている。モットーは「少

しずつ続け，大きな怪我を避けること」。我が師（日野原重明先生）を目標に１００歳超え

を目指したい。また，スポーツに携わる誰もが健全な心身を持ち得て，よい人生を走り

続けてほしいと願うばかりである。

医学部２７期 板 東 浩

編編 集集 後後 記記
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